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CHE 科 長 山川 保 城 博士 ) 
(fail L-LV) 
(4 Al 12 年 10 27 


せら れ た けれ ご も , 其 の 生物 看 的 必用 に 開 す る 報告 は 林 だ 無 か つ た の で , AAS 1935 
年 5 月 2.5gr. Radium 0) 7 線 を 100 gr. Beryllium に MAL, 依 つ て HESS 中 性 
TOT. 其 の 結果 は 第 1 表 
に 第 1 示す が 如く , ROARK UT, も 相 常 の 
も の で あつ た . 併 し 此 の 際 , Radium の 7 ァ 線 を 全然 除外 し 得 す , Aca Radium r 
た ぁゃ ぁ に 止ま 0, 中 性 子 の るみ の 作 用 を 組織 像 上 に 譜 明 し 得 ざ めし 故 報告 する の を 見 合せ 
て ゐ た は 純粋 の 中 性 子 を 大 量 に 得る 事 不可 能 の に し て 上 の は 行 
施し 得 な か つた の で ある ぁ . 

米 の E. O. Lawrence? Cyclotron te BR (ER LAM OD LID Chil 
Kit 1935 J. H. Lawrence < 共同 A PTET AR 
事 見 た 言 ふ 。 次 で 多 の 二 十 日 に し て , HO XRD 

次 で 同 Lawrence R. E. Zirkle 及び P. C. Aebersold HED KERN, Dro- 
sophila の 卵 , Fera spores |= PPEF 2 MA Hi HE LT. Z 
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は 量 に 中 性 子 の 生物 的 作用 報告 せ 
bestrahlten und unbestrahlten Ratten LH CH 4, Lawrence 見 弟 は 十 
し X 線 の リ s MC ST Sie 
内 照射 し, IED X L, 

る 事 を 確 め た .。 Wh UT 健康 組織 より は 
腫瘍 細胞 に AS し 感受 性 の 大 な る 事 か 時 
示 し た 。 Lawrence は 更 に 1937 年 8 月 
= Hite LUC, MORNE 

な る ここ か か 見, 腫瘍 の 治療 上 に Neutron 
の 方 が 有利 な る こさ な た か 報 じ , Midi 
生 に 於 ける 腫瘍 照射 た 目下 中 だ 


BBA gr に 換算 し て 示せ る も の な り 


本 邦 に 於 て は , SEO, 営 研究 所 に 於 て ,。 BEI OVS 1936 年 8 1 115-—-70me の Radon に 
する ここ な た 認め た 。 

以上 の を 通 する に 往年 の 余 等 及び 瀧川 の は Radium 
中 性 子 の 作用 の 外 に 7 線 の 作用 も 相 党 大 な ぁ る を 以 つ て , Zi 6 中性子 の 作用 を 論ずる 
の 多少 危 陰 な る 事前 陳 の 通り で ある . I Lawrence tid, HD ho 諸氏 の は 何れ も 
Cyclotron を 以 つ て せる で あつ て , Cyclotron O, 犬 量 
の 中 性 子 を 生成 放射 し 得 て , BURR, LS UTES 
Cyclotron は 大 量 の 中 性 子 ミ 同時 に 相 常 量 の ィ ャ 線 を も 併せ 放出 する も の な れ ば , FE 
HAD BH THA. | 

Lawrence は 更に 中 性 子 を 測定 す ぁ の に Vietoreen Chamber *% Huff H) UT 
此 の に 於 ける は 非常 に 小さ く , 従 つて , TAZ 
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A) Milz Hoden 


Oben) Kontroll ‘Mitte)Radium 1600+ 


(Unten) Radium 1600Y-+ Neutron 


Bild 2. 


Erzeugungsapparat der 
D-D-Neutronen 
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Bild 3. 


+280kV D.C. 


+ 250kV D.C, 


Schema des Apparates 
R. BAR Ve 


RC. 加減 用 「 ュ コック 」 C. aya, 


LK KOK 


P. 


に よい り 生 ず まる 反 衝 水素 核 の 飛 程 大 な ぁ が 
Ke 全量 を 測定 し 得 な 
全 な る を 以 て 測定 し た 中 性 以 
せん ミ し て 居る の は 甚だ 危険 に し て , 比 


余 等 は 1937 年 7 


7 ORF REE 本 詳 記 の 通り の 
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MIKO, 線 を 少し 含有 し な い 中 性 RO OD HE 
CT, 実に 其 成 時 就き 報告 す の は 現下 の 基 に て 意味 ある 事 ミ 信 
FH. 但し 本 報告 は 中 性 子 の 生物 作用 を に X 線 線 ミ 比 し 若く は 其 相 
異 を 論 ん ミ す る も の で は な MEMES 
る も の で ある 。 後述 の 特 種 


hi で ある 事 を 特に 記載 し て 


第 一 章 中 性 子 


y: 
BEER 

A Wa 0 り 加速 せる 重水 素 Ion を 以 て 


NL KO CHEE Lo 
た る ぁ る D-D-Neutron Tr 
1 の 混入 少く Energie 2.4MEV 
B. E. 3 は 其 の 大 を 示し 
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第 二 章 中 性 子 の 電離 作用 の 測定 


中 性 子 に よる 作用 の 測定 に は 第 
同 じ 位 置 に 置き -- 定 時 間 の 後 そ の 電 降下 を 電位 計 を 以 て 測定 し た 電離 
US Radium 7 線 を 以 て 照射 し , L, 
作用 を Radium 7 線 の 作用 ミ の 比 を 以 て 表す こ ミ ゝ した. COGIC 
3 2¥€ Aluminium ミ し た . 7 線 の 作用 を レン トゲ ン で 測 ため に は 
重い 元素 を 使用 する る こ ミ は 不適 で わり, Aluminium を 使用 する 場合 は 
厚 さ IDOE ®. 

の 瓦 は 一 気 の 気 Methan を 使用 し Methan の 場合 に は 
の 内 面 に Paraffin を 厚 さ 0.2 粧 位 に 塗布 し た . 生 艇 に 於 ける 中 性 子 の 電離 作用 は 主 
に 近似 せしめ る ぁ る た めで あめ, MATIC Paraffin を 塗布 し た の は 反 衝 水素 核 の 最大 人 飛 
程 が 10 に な ぁ か ら 2.8 電離 は が 飽和 に 達し な い ある . 
約 百 ボ ルト 」 で 使用 し た が の 程度 の 電 で は 完全 に 飽和 電流 に 達し な 
い の で れ に す る 補正 も 慮 し た . 


Tabelle 2. Resultate der Neutron-Messung. 


Methan PEF 250kV 18uA Radium 30mg Ra 4 & 1 
(1 UND Quelle < ER WORM 4.0cm 10.3cm 

8.4 Volt/min 17.6Volt/min 

ERED IRS 1.0 0.1 r/stunde 2.06r/stunde 
Methan 中 性 子 240kV 182A Radium 30mgRaEl (4 & 1 #61 
(1.454 WS) Quelle ORME 4.0cm 10.0cm 

10.1 Volt/min 24. 0Volt/min 

0.9 r/stunde 相 党 2.19r/stunde 
Luft 中 性 子 240kV 18&pA Radium 30mgRaEl( fi 1 
C1 Quelle < 電離 の 距離 4.0cm 10.0cm 

電離 の 強 さ 0.18+0.03r/stunde 2.19r/stunde 


上 表 に 於 ける 7 線 の 電離 の 張 さ は , 山川 , 三輪 の 測定 "よめ 計算 せる も の で 中 性 子 
HH. MKC Methan v> > 
CS Lawrence 等 は を 媒介 ミ UT 
値 を 得 た . 然し 彼 等 の 使用 せる 中 性 子 ミ 著者 の ミ は 「 ェ ネル ギー」 が 非常 に 違 ふ か ら 宰 
22 O, X Methan の 場 
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合 も 著者 等 が の Paraffin LMS Methan の み を 使用 
し て ゐる の で この 二 の 値 を 直接 比較 する ご こ ご ミ は 出来 な い . 


第 三 章 


に 供 せ し 大 時 は あさ べく 同時 に 出生 せる 同 腹 仔 を 使用 し , L, 
大 約 20 AML LT, 15 一 20gr 位 に 達せ し も の を 離乳 し , Fk, 牛乳 及び 野 茶 に 代 
へ , 約 1 週 間 後 少し も 元 握 を 失 は すず , 然 か も 艇 重 の 増加 を 見 る が 如き も の を 使用 し た 。. 
特に 若 使用 し た の は 各 種 種々 の 放射 線 に 圭 ある ミ 
DIS CHS. 

照射 に 際 し て は , 中 性 子 源 
ょ め 大 約 3.5 此 の 際 , PICEA TARES, 

押 依る 冷却 性 用 ミ を し 照 動 物 は 全部 , At, 特に 14 
HUGE 同様 に 冷却 した. 

BIC. $4 第 1 に て は 83.5 5.5 
時 間 3 PC, 8.5 時 間 (2 日 間 に 分 割 照射 す ) 計 9 別に 照 3 , 
wS Cis, 6 日 間 に 23.7 RAJ 2 VE, 5 日 間 に 20 時 間 2 砲 , 5 日 間 に 17.5 I, 
3.5 時間 2 , BRL 8 を 使用 し, 外 に 冷却 験 に 3 を 使用 し , 
動物 ミ し て 加 へ た . 

第 2 AGRI HTH 中 性 子 の AS 前 意 測 定 結果 よ 0 距離 の 補正 を 行 へ ぐ ば , 1.3 
r/Stunde (2 UTS 1 OIL Z LE, AT HIE & 
め 9 推定 すれ ば 此 の 2 倍 生 以上 に 相 営 す . 


RAaAKR 

ALO 38 表 に 示す が 如 し 

に 死亡 せる は 方 法 未 だ 宜 し き を 得 ざ り HAGA. 2 T 16 
17 ZELL, 更に 18 3 日 照射 後 時 間 に て 
死亡 し た . 此 の は 共に 照射 中 の か 激 動 せ る が を 入れ た 木綿 水滴 に 
ょ り 更に 液 し て に 凍死 せ ち も も の で ある る. 従 つ て の 3 砲 に は 
TRICD ME Is Fe FR し 難い が 一 方 に 於 て 少量 の 照射 及び 照射 直後 の 短 態 を 見 得 ぁ も の 
ミ し て 本 寅 験 成績 中 に 加入 記載 する こ ミ > ゝ Ir. 
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第 1 8.5 時 間 照 射 の 4 PC 2 23.7 時 間 (30.8 7) 照射 の 2 
れ も ん 車 の 増加 を 見 すし て し , LL, 2 一 38 
11 ロ 17 目 に 死亡 た (第 5 A, B, 19 98% 照射 
後 15 照 動物 23 5 の 如く 眼光 な く , 
如何 に も い ぢ けた 位 を 取り , 且つ 下痢 を , 前 亡 せ る 試験 動物 の 


Bild 5, Vergleichung der bestrahlten Ratten mit den Kontrollratten. 


(A) 7 Tage nach der Bestrahlung; die bestrahte Ratte 
Nr. 9(lj und die Kontrollratte Nr. 10 (r.) 


B) 16 Tage nach der Bestrahlung; die bestrahlte Ratte 
Nr. 9 (1.) und die Kontrollratte Nr 10 (r.) 
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Bild 5. 


C 15 Tage nach der Bestrahlung; die bestrahlte Ratte 
Nr. 22 (r.) und die Kontrollratte Nr. 23(1.) 


(D. 15 Tage nach der Bestrahlung: die bestrahlte Ratte 
Nr. 19 (1.) und die Kontrollratte Nr. 23 7. 


検 し た 。20 HEAR OAS 5.5 時 間 放 射 の 3 HRS 10 
TALE EMO RS し た . 20 17 3 一 5 27 LK. 
血液 所 見 

FREI NT, 前 後 の 血 液 像 を 栓 せる に , 第 445,6 及び 7 に 示す が 
MS wi ENG, 最も 著 明 な る は 白血球 の こし て , 12 一 16r 後 (3 M 
聞 ) に に 大 約 正 の 生 敷 3600 一 4500 ミ 成 り , 
照射 直後 (3 目 ) よ 多 例 に て 有 核 赤血球 の 出現 を 
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Tabelle 6. Leukozytenarten 


CA)#KEL Lymphozyten ( 全 血球 に る 百分率 ) 


1 | 4 | 18 | 19 | 20 | 2 | 2 | 10 | 12 | 23 
i OF OF A) 3.5 時 5.5 時 17.5 時 20 時 20 時 23.7 時 23.7 時 KK | K 
73.0% 一 71. 5% 81.52 80. 78.5%) 7A. 57 81.0761. 5% 
後 3 40.0% 34.0% 45.0% 55.5% 43.072 59.06/47 .026) — 158.02 
| 一 31.02 32.0% 26.576 23. 0% 
—19.6%80.5% | | — (67.0% 

(B) 細 胞 Lymphozyten (1cemm3 

= | 19 | 20 21 | 22 | 10 | 12 | 23 

Ot | 3. 5 17. .5 時 | 20 時 | 20 時 23. 7 時 23. K K K 
| 4380; — | — | 5050 | 4240, — 5020 | 4200 | 5040 
| 1440 | 1430 | 1970 | 2500 | 1550 | 2400 | 1690 | 一 | — | 4810 
— | 4150 | 850 | 1060 | - | 5200 
|| — || |---|4820 

(C 性 嗜好 Neutrophile Leukozyten (AI 2 AD 

x |ı 4 | 18 | 19 | 20 | a | 2 10 | 12 | 23 
時 | 3.505) 5.5 時 17.505 20 時 20 時 23. K | 
前 22.0%) 一 0%, — {18.0% 13.072 
3 18.022160. 5% 41.574 28.0% 45.02 226. 076 40. — | — (33.5% 
63.026 — | — [27.522 
| | — 77.08 55.55) | | — | — 

(D) 性 嗜好 Neutrophile Leukozyten (1emm3 

ER 1 | 4 | 18 | 19 | 20 | a | 2 | 10 12 | 23 
照射 時 間 |3.5 時 | 5.5 時 17.5 時 | 20 時 | 20 時 23.7 時 23.7 時 K K K 
m a 前 |1320「 — | — | 740] 850| — | — | 1200 680 2870 
MR | 17 1730 | 2540 | 1830 | 1260 | 1620 1090 100, 10-2781 
照射 後 10 晶 — 3260 | 2140 2000 | 8860 — — |2200 
944% 17 H 3080 | 2660 | | — | — | 2008 

CE) A Monozyten (4214 AT 2 AAD 

ER 1 | 4 | 18 | 19 | 20 | 21 | 2 | 10 | 12 | 23 
照射 時 間 |3.5 時 | 5.5 時 17.5 時 | 20 時 20 時 23. 70533. 7 時 | K BR 
前 |5.0%| 一 7.5%| 5.5%| 3.02 5.526 | — | 1.5%] 5.096) 2.526 
照射 後 3 12.026) 10.024 12.0%, 一 | — 4.5% 
照射 後 10H 12.0%) 一 3.5%| 6.5%11.0% 4.072 — | — 4.0% 
照射 後 17 — 2.026) 4.5% 


» 


| 
i 
| | 
= 


(F) 大 細胞 及び 移行 型 Monozyten (1cemm3 
za 1 | 4 |18 19 20 | 21 | 22 | 10 | 12 | 23 
HE Eas 3.505 5.5 時 17.5 時 20 時 | 20 時 23.7 時 23.7 時 | K | K K 


m ot 前 」 300 一 -- | 341, 159 一 | 一 | 435! 260| 205 
3 420 231 440) 473 394 420 432 一 | 一 | 37 
一 一 ! 168; 234| 352) 184; — | — | 320 
| — | | 60. 216; 


(G)「 ェ オォ ジン 」 嗜 好 Eosinophile Lenkozyten (42 2 AA) 


m| 1 | 4 | 18 | 19 | 20] 21 | 22 10 | | 23 
3.50% 5.505 17.505, 2005 | 200% 23. 時 23.7 | K 
wm Sf 前 0 0 1.5% 1.0%) 0.5% 0 0 | 1.024) 1.02 1.024 
照射 後 3 日 」 0 0 0 | 2.0 “| 1 02 0.5% 1.02%) — | — | 2.5% 
0 = 0. 0 | O 0 — 

Tabelle 7. Karnhaltige Erythrozyten 

番 321 4 | 18 | 19 | 20 | 21 | 22 | 10 | 12 | 23 
| 3.50 5 5.5n5 17.515, 20 20 時 | 20 時 23. 23.705) K |_K 
射 0 0; 0} 0 | | o | 
3 H| 0 _0 | 4.526) 4.02%| 1.025 4.022| 0 | = | 
| 0 [2.024] 2.0%) 0 | 
照射 後 17 晶 — | 1.526) 1.023) | | | — | 0 


見 た 程 で ある . 6 表 及 第 6,7 最も 著 
し き は 球 で , 照射 前 70 一 80 た の が 20-—40% L, 
WT LIYE, 780, 850 ミ 成 つた . 中 性 白血球 の 比率 は 逆 に 
mL, 照射 前 12 一 20 攻 で あつ た の が 40—T7% S70, 特に 注目 すべ きこ ミ は , AM 
球 の 減少 に も 拘 5 中 性 嗜好 白血球 は , HORA THA 
7 賠 照 及び 移行 型 細 胞 は 直後 比較 的 増加 を 示し , KO E 
B=H MER 

験 動物 中 死亡 せる も の は 可 及 的 早期 に せる ぁ も, 中 に 生 に 死亡 し , 
解剖 せ も の も あつ た . Cheb ALOT OKA MCAS. ER 
ぁ も の を に れ ば の 如 し . 

(1) SMES 8 に 示せ る ぁ が 如く , 照射 動物 で は 何れ も 小さ く , HES 
量 に 照射 し た も OCS BME Lv. 
洲 巴 腺 は 縮 少 し , 栗 粒 大 以下 で 其 の 所 在 を 認め 得 ざ ぁ も の も あつ て , ALAA 


q 

= 
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Bild 6. Leukozytenarten. 


Dosis Kontroll 3.5 St. 26.0r 26.0r 30.8r 30.8r 
er Nr. 23 Nr. 1 Nr. 19 Nr. 20 Nr. 21 Nr. 22 
10022 
90— 
80- | 
70- 2 
60— | 
50-- 
40— 
30- 
20— 
10— 
0- 
nach nach nach nach nach 
Verlauf 0 3 10 17 vor 3 vor3 10 17 vor3 10 17 3.10 $$ W 
Te. Tg. Te Tg. Tg. Tg. 
Leukozyten WG: -Eosinophile Leukozyten 


- - »-Monozyten -+++Lymphozyten Sonst. 
ymphozy 


検 行 ひ 始め て せる 場合 も あつ た . 

肖 全般 で あつ た が 可 な 白色 を 帯び た も の が 多く , 明か に 脂肪 ミ 
思 は れ た も の は -- 例 も な い . 

胸腺 は 照射 例 に て , SEL HDL, 19 Ze 23 9 
< CHA. MES 1 胸腺 の 検索 を 行 は ざ ぐり めし Ric ADIL 

P HL AD <, 各 照 射 例 共 に 著しく 小さ く , の 表面 
に 見 らち ゃ る 血管 も 細 小 に し て , 周 脂肪 組織 も 非常 に 少 い . 
丸 の 大 さ に 準じ て 居る . 

LOB LT, 照射 第 1 日 に 死亡 せる ちる も の より も 第 5 日 に 
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死亡 せる も の 方 が 小さ い AA 

(3) 骨 - 致 せ も の > 如く , 
物 の 大 を 比較 せ ば 第 11 岡 (A) の 如く , 更に X 線 検査 すれ ば 第 11 (BIO 
如く , AS 織 の 育 も 不良 で あぁ こ ミ が せ ら る . 

VRBO SH, 

CHOC S 腸管 は 其 の く , ABAASHRO 
を 早 せ る も の が 例 あつ た 位 で つ て , 出血 , 3 
を 認め 

GEBE 心臓 及び 其 の 他 の 大 血管 に 著名 を 認め 得 す . 

KS 圭 照 例 ミ 大 差 が 見 ら 
Niet. 

合 組 織 は Formalin - ChE LES UT, Paraffin 旬 埋 を 製作 し , 
Haematoxylin-Eosin 重 染 色 , van Gieson fi, Mallory 染色 等 を 施し 検 鏡 し た . 
fay EHE Celloidin 包 埋 に 依 0 LT, Mich 

化 を 記述 せん ミ す . 

(I) 

(1) BR 第 1 日 照射 中 及び 照射 直後 に 死に せる 16 HE, 17 
見 木 中 最も 少量 照射 な り し , 1 L, Al 
を 見 な い . OS 1 [EPL 8.5 時 間 照 射 の 4 PCS 第 2 [elABRO 18—22 Skit 大 約 同 程度 の 
照射 を 受け た も の ミ し て 其 の 剖 見 時 の 時 期 に 應 じ て 角 化 の 程度 を 比較 する ミ 次 の 様 で 
HA. 22.9r 照射 後 間もなく 死亡 せる 18 GB 12 胞 の 細胞 が 
zyten の 核 が 濃縮 し 原形 質 内 に 宏 胞 形成 を 見 る . 30.8r 照射 後 第 4 日 (照射 開始 後 10 


9 

= 

- 
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Bild 7. Blutbefund. 
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Nr wri] | 19 | wr | | Wr 
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r | } Tg 497 
We Im. 79r sen ¢6r 
2 | | | | ly- 29 Tr. 79r 
| | | | | | | | 
O-- Leukozytenzahl Lymphozyten 
A /\ Neutrophile Leukozyten VV---V Monozyten 


Eosinophile Leukozyten 
Bild 8. Milz. 
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Bild 9. 


Thymus. 


+ 


(23) (9) 


(Kontroll) (bestrahlt.) 


Bild 10. 


Hoden. 
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270 Megakaryozyten 著しく 減少 せな ちの みな ら , 般 に 
少く な り , 紡 鍵 形 に な れる 細 綱 細胞 が 著 明 に 見 られ る ぁ る. 更に 9 跳 (第 12 園 C) に 於 て は 
OME A ERO EO, 一 方 に 著しく 破 
に より 濃 染 する 小園 形 核 を 有する 見 洲 巴 細胞 様 の 細胞 が 大 部 分 を 占 む . この 細胞 は 
Unna-Pappenheim の 液 で 染色 する に Plasmazellen ミ 異 0, 酸化 酸素 反 應 で 陽性 の 
も の 多く , A S 其 の 他 Haemosiderin “fi, 赤 血 
款 が 存在 し , 性 細胞 外 性 増殖 が 認め られ る . GHENT EIS 9 
HES fal ござ も が 多い . 22 He (80.87 
ぁ . SYS LT 12 D) S 細 網 細胞 が 
Megakaryozyten は 清 失 し , 僅少 の 骨盤 性 細胞 が 残存 せ ぁ の み . 19 HE (26 r 照射 ) は 
が 非常 に 小さ いかが か, AR O 78% 
巴 性 細胞 ミ 細 細胞 ミ が 存在 す . Megakaryozyten が 存在 し 
血球 は な い が , Haemosiderin ARERR L, 造血 機能 が 認 
BALD, 205K 先 づ 同様 の 像 で この 2 WIS ILO FRIED 2 
CHE I 3,4 OR HE Mie 
12 (= 2° 00 AUS 本 だ 非常 に SO THT 
HA. = Megakaryozyten が 々 に 集合 し て 多 出現 し , 
性 細胞 も 相 に 増加 し て 居 ぁ る. 3 SE 5 2° 
HEL RY PARIS SE SR TH A. 

物 が 何れ も 生後 20 一 50 SS 故 , 照 動物 の 

HELLA LO, MES BIRD L, BH 


| 
a 
| 3 
a 
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Poke UMA CHIME DS BLD. 骨盤 性 細胞 や 有 核 赤血球 も 減少 し て 居る が 他方 に 核 分 
の 種々 の 時 期 に あぁ 細胞 が 存在 し, 多核 白血球 も 相 党 られ る . 1 GR, 2 
胞 の 敷 が 減少 し 血管 が 著 明 で ある る. 22.9r 照射 し た 18 Ba 
L, 破 壌 され た 細胞 も 閣 に 多く 第 13 賠 B に 見 る が 如 し . 本 例 に て は Megakaryozyten 
も 著 に 減少 し , CHD HAD, 「 ェ ヂ 
細胞 は 木 だ 残存 す . 30.8 r 照射 せる 21 HE OF 22 RIS 
CHARA MERON HILO THES. Megakaryozyten % 189% (ie 
HAD 2 152%, KO 6—9 ISH 
CH ADM dr & AD 7 第 13 CH 
ML. IS 70 BATT OMG TH 2. 胞 , 
る . Megakaryozyten は 減少 し て 居る る. 19 KISHORE 
RAD >. S し て 細胞 が 少 い が , の る 細胞 が 前 
の も の より 一 般 に 多く , 脂肪 組織 が Ze 起 し て 居る . ZH 
更に 著 明 で 其 の 大 部 分 が 脂肪 で 肪 な つて 居る (第 13 

3,4 及び 5 等 ミ 大 部 異 つた 像 で ある. 第 18 E(k 8 9¥O) LT, Mega- 
karyozyten が 非常 に 多く 細胞 に 富む . の も の は 各種 の 性 細胞 で あぁ つ 
Cy 即ち も 造血 機能 が 著しく 盛ん に な つて て 居る ミ られ る . ZIERT 

FELT. 1, 25 減少 が 閉 明 で あつ て , 
が 更に 著しく , 第 14 BIC EDEN = 
に 残存 せる のみ. THE, 8 6 BES Cah 9 
FILO DAMN 第 2 21 HES ATE ABDI T 居る が 
MMERDS 19 20 (SHE ARTE 保 た れ て 
て , TER Ze 腺 が 脂肪 組織 に 退化 し 
つ ゝ ゃ か の が ある (第 14 THC). 

1 AERO 3, 4 ROS ROTH AS. 
に 出現 し , LCR DOT, PREC 


3 


造血 機能 が 全身 的 に せ も の ミ 言 ふ で ある ぁ (第 14 HD). 

(4) BR 2 O LG, KOMROP OOD RETA 
Od, FLU 

19, 21 HEU 22 の を 見 ミ . (9515 KORE S 
70, 一 般 に 細胞 が 少 い . 特に , 胸腺 細胞 の 減少 が 著しく , RE ABORT 
cab, 不正 形 に な り し も の が 相 常 に 見 られ る . Epithelzellen 4 LBEL, HOOK 
は 不正 形 に な り 0, Kal, 原形 質 内 に 宏 胞 を 生 ぜ る も の あり . Epithelzellen ORs 
著しく 減少 し て 居る (第 15 TS, 其 の 化 が 分 軽度 で ある . 未だ 
RES Sid, 其 の が 非常 に 小 な こ ミ で ある . 本 
例 に て も 洲 巴 細胞 の 減少 が 著 明 で , 髄質 に は Epithelzellen が 多く 残存 せ ち か の 観 あ 
り 9. #0 Epithelzellen に も が あぁ こ ミ は 前 者 ミ 同 様 で わあ る. MLT KR 
質 の Epithelzellen に る & 同 様 の 退行 匂 性 が 認め られ る ぁ る. 

Che ¢ OME ARO BRL 1, 2 HEE 
港 巴 腺 中 の 洲 巴 細胞 が 著 明 に 減少 せる を 見 た . 23r 照射 後 間もなく 死亡 し た 18 BRIE 
な る ミ 組織 の は 更に 著しい が , L, 
Megakaryozyten の 性 せる も の が 認め られ た . 26r 19 HEM 20 
化 が 更に 進み , し 肪 組織 の 補 的 を 示す . 

30.87 照射 の 21, 22 HERO 8.5 時 間 照 射 の 6 一 9 SEIS DELL ENT 
HE AMID < A O, MEMO AA MAO CHE CHO. 
- 般 に 少く 然 か も ミ し て 小 な ぁ 性 細胞 より な る . HST 
は 多核 白血球 が 比較 多く 見 られ る ぁゃ も の が ある ぁ る. (SHB 
性 細胞 消失 し , 多核 白血球 の 江 せる も の が ある ぁ る . A, 小 
な る 肖 衛 性 細胞 丈 に 多く 見 られ る . Megakaryozyten は 極め て 少 い . 

4 週間 を せる 3, 4, 5 Megakaryozyten が 
出現 し , 一 般 に 性 細胞 が 増加 し , 腺 中 に 細胞 の を 多 敷 に 認め , 全 
身 骨 造血 機能 の を 見 た . 胞 再生 は し い . 副腎 其 の 
他 に は 別に 造血 組織 は 認め られ な か つた . 


| | 
ie 
| 
| 
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告 胸腺 に 於 て も , DEO, Epithelzellen 
も 題 著 で ゎ つ た . 

(II) 

照 例 に て は (第 16 AHR), Sertoli 精 細胞 , 
か に 万 別 せら れ , 又 管 腔 内 に 多少 の 互 細胞 存在 す . 

ie O 2H SLD S, 精 細胞 全く な く , 精 母 細胞 も 減少 し て 居 
22°, Sertoli 間 細胞 等 に は , FHA SHED , MORE AO Ef 
胞 は 増加 し て . 30.8 r 照射 後 4 S, Ho 更に 
著 明 で 精 細 は 非常 に 僅少 さ な め , 胞 も 減じ , IA O し も の が 相 
党 多 敷 に 見 受け られ る . 同様 30.8r 照射 を 行 ひ 11 日 目 に 死亡 し た 22 KHK 
精 母 細胞 の 破壊 及び が 著しい (第 16 IB). 第 1 験 
に ける 6 一 9 は 其 の 所 見 が 大 同様 で . 細 精 が 細く な , Bic 
に 小 ミ な つて 居る . 精細 胞 ゃ 見 ミ 精 嫌 細胞 も 細胞 な い が Sertoli 
細胞 ミ は 相 党 残存 し て 居る 22 DES HEBEL CT — 
見 精 斑 細胞 が 多い 事 で ある . 之 は -- 面 照射 終了 後 の 期 間 が 前 者 は 11 日 間 な ぁ に 反し , 
後者 は 15 AD WD 本 例 は 細 精 管 が 細 小 ミ 
な つた 故に 細胞 比較 に な つて 見 える ぁ ので, 精 細胞 が 増加 し て 居る の で は 
UTED EL A. 勿論 核 , 細胞 の 破壊 せる もの, Ballas 
DEBAAL Ts 2. Sertoli 細胞 , 間 質 細胞 に は 殆 ん ご 纏 化 が な い 様 で ある ぁ . 

少 草 照射 で 長い 期間 を 過 せる 3, (第 16 TC), 精 細胞 が 多 出 
現し , 又 精 母 細胞 も 相 党 に 見 える が 精 媒 細胞 は な い . BD, 精細 胞 が 再生 し 来 り し も 
この 者 程 に 精細 胞 が 出来 て 居 ら な い が 前 の も の に 比 
すれ ば , 精 坦 細胞 が 増加 し て 居る . 

2 BEA 21 22 EMO 6, 7, 8, 9 に て , 
の 細胞 に 退行 性 が 起 管 の 輪 が 不明 な め か も 全般 し て 細 小 ミ な れ 
る を 認 む . 

3) 動物 に は 大 部 分 牡 を 使用 し 4 牝 は 17 IE 20 4 PUA US 23 
WROD ATS O, 18 HERO 19 HEI 膜 の 細胞 が 少く , Granulosazellen jk 
ER, 原始 濾胞 の 敷 が 著しく 僅少 な ぁ を 見 た が , 卵細胞 は 多く 存 す . 22 HEIE 
於 て は 殆 ん を 認め な い . 例 敷 が 少な い の で 今後 の に こ ミ ゝ する . 
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便宜 上 , A SRA A ATER 2 OT HO UTHLAS 
A. 


5r HE 16, 17 に は 殆 ん ご が 認め られ な い が が, 23 照射 
4 死亡 し た 18 軟骨 増生 層 の 細胞 に 退行 性 が 見 られ 
其 の 配列 が 多少 て 居る . 30.8r 照射 後 日 に し て (照射 開始 後 11 A) EE 21 
7s =, 軟骨 増生 層 Knorpelwucherungszone, 軟骨 肥大 層 Hypertrophische 
Zone, 近 備 石灰 化 層 Provisorische Verkalkungszone 等 の 細胞 の 退行 郷 化 が 更に 著 
WMO, 全般 ミ し て 各層 が 非 薄 に し て , 不 規 則 な 配列 を 示 し て 居る . 26r 照射 。 17 
日 月 に 解剖 せる 19, 205K TH, 以上 の 退化 の 外 に , 軟骨 突起 の 敷 が 減少 し , 其 
の 除 備 石 原 化 層 に 近接 せる 部 が 特に 繊細 ミ な れる を 見 る . MLT. 軟骨 突起 の 軟骨 上 
8, 9 に て は , 此 の 化 Verknöcherungszone の 育 
が 更に 不良 に し て , Th, UTRIEL, 細 小 に し 
LT, し 蛇行 し 居る も, HO ELTES FS, 

(IV) 

(1) 照 動物 の は 第 19 A に 見 る が 如く , 
Wk ORO, 脂肪 染色 を 行 ふ ミ , 皮質 が 一 様 に 然 か も 古 等 に 脂肪 を 含有 せる を 認 
む . KECMHLA 6, 7, 8, 9, 18, 21, ZIEHT 第 18 園 及 び 第 19 園 B に 示 
せる が 如く , BEPC し 核 に 陥り し 細胞 多 に 認め , 
Sudan II で 脂肪 染色 を 施す ミ , 此 の 部 分 に の る み 類 騰 肪 沈 療 を 認め , 其 の 他 の 部 は 全 
性 組織 は 認め られ な か つた O 
し も の を 認め た . 19, 20 OMG <, 38, 4, 
め な か つた . 

(2) 下垂 第 2 験 の も の (18 一 23 HE) CO ARTE O. 22 見 る ミ , 
EOD 特に 酸性 嗜好 細胞 に 多く 性 に 取 し も の を 認 む . 
VBA TR ERDE. 他 の 試験 例 に て も , 大 同 小 異 で ある. 

(8) 松 菓 腺 2, 5, 6, TRL, 其 が 少 い の で 
HAD, 照射 例 に 於 て は , 何れ も Epithelzellen Lt 4 
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5 OCHS Che BA CHO. 

(V) 化 

(1) MRR 多 例 に 於 いて , HOD RHA, 原形 の 構造 破壊 が 認 
れ , 著 し き も の で は 其 の が 腺 に 迄 べ も の あり Ld 

道 

(3) 大 量 に 照射 せる も の に 於 て , 照射 後 早期 に , 前 胃 及 び 腺 骨 共 に 其 の 上 皮 細 
た 。 時 間 の 終 過 ミ 共 に , Sb, RA MITEL, 核分裂 
像 が 見 られ 粘膜 層 は なる. DM THAD, 4 
週間 を 経過 せる も の で は 先 づ 正常 に 復 せ る を 見 た . 

(4) 腸 管 SB, MB, Eh 大 腸 に 分 ち 検 査 せ ちゃ に 何れ の 部 分 に 於 て も , HS 
同様 に 早期 に は 上 細 胞 腫 が 起り , 腺 細胞 性 が 認め られ , 多少 の 白 
SAN DA IMS DHS, BURSA 10 一 17 を せる 

も の で は 半 給 が 著 明 に 認め られ た . REMMI 多 敷 例 で 保 た れ , 3, 4, 5 RU 225% 
膜 下層 に ける 遊走 細胞 の , Stit, BA 
に 於 て , & HOOK) FROME ES > TS, 

NOM し . 

(6) 肝 fi Haematoxylin-Eosin 染色 標本 で 見 る に 肝 細 胞 に は 著 な く , IH 
色 に て 正常 の も の で は 其 周 衣 部 に 多少 の 脂肪 滴 を 認め た が 1, 7, 8, 9 HIE Tishlo 
DT, に 反し て 18, 19, 20, 21, 22 te 
肪 化 を 見 , X, Kupfer の 細 胞 増加 を 認め た . 
た も の は 1 例 も ない . 

(VI) 呼吸 器 

(1) 肺 BE 6, 8 及び 9 の 3 於 て , 
性 が 明 せら れ , 軽い 気管 枝 性 肺炎 の 像 を て 居 た 他 の も の 
に は 少し も 病 を 認め られ す . 

(2) 著 な し . 
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(VIL 

(Liat BRE 心筋 の は 認め られ な い . 

(2) 血 管 肝臓 , 脳 , 腎臓 等 の 大 血管 の を 検 せ し ゃ 化 

(VIII) zE 

(1) BR Malpighi SPI, 2, 6, 7, 8, 
9, 18, 19, 21, 229%) に て , MRM 
ぁ の で 中 性 子 の 影響 は 不明 で あぁ る . AL, te BARD WB SEU 72 6, 7, 8 及び 21, 
22 SEO) 5 匹 に 於 て は 細 尿 管 の 一 部 に 不 規 則 な Sudan IH BED NEN 22 EBA 
ur. 他 の 照射 例 及 び 照 に は る は 認め られ な い . MILT, 
KEREL TE SOUS MR TE AU TH Te. 

(2) RB Be な し . 

(IX) 

UTIs, Nissle Yeti, Bielschowsky 
染色 等 を 行 ひ 検索 中 で あつ て , TE 
い 

(X) 皮膚 及び 皮下 組織 

ote. 


生 す る 中 性 子 (D-D-Neutron) を 以 つ て , L, 

(2) SAEEROFRRS SARS, 7 線 を 含有 し な い , 最も 純粋 な 中 性 子 を 使用 し , 然 
OT LOTTE CHAS. T Cyclotron 等 を 以 つ て 中 性 子 
か に 精密 な 成績 が 得 ら れ た も の ミ 信 する. 

(8 ) AR LO, 成就 動物 より , 過敏 
CHS CHA. 

(4)D-D-Neutron の Energie は 2.4MEV で , 25 fj ary, 「 イ オン 」 電 流 , 
20xA の 時 , 中 尾 子 源 か ら 3.5 PROD HSU ik, 1.3r/Stunde に 相 
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BU, 

(5) 6 日 間 に 30.8 r 照射 し た も の は 般 重 の 増加 を 見 ず , 5 日 及び 11 日 後に 死亡 し , 
26r 照射 せ ち も の も 2 週間 以上 般 重 増加 せ ず . 其 の 約 生 量 を 照射 し た 選 は 1 週間 後 よ 
4, 重 の 増加 を 示せ し も , 4 BOC LK. 

(6) 3 日間 に 12 一 16 r 照射 後 既 に 著 明 な 白血球 減少 症 を 見 た . 洲 巴 細胞 は 著 明 な 
る を 示し , 中 性 嗜好 白血球 は に 反し , 比較 的 増加 を る 耳 な ら ず , Hoi 
敷 ま で も 明か に 増加 せる を 認め た . 26r 及 び 30.8r MH LICH TIS, PRIOR 
過 ミ 共に , 此 の 球 の 減少 に 中 性 嗜好 白血球 の 増加 は 著 な つた . 赤血球 
血液 中 に 有 核 赤血球 の 出現 を 見 た . 

其 の 容積 を 減少 せる を 見 た . 

(8 ) 病理 組織 的 所 見 中 な ぁ も の を 列記 すれ ば の 如く で ある 

造血 器官 . 腺 及 び に 於 ける 織 に は 早期 か ら 洒 細胞 の 破 
EO, 中 性 子 の 照射 量 を 増し, MGMT HS BMWS HO, 終 
に は 全く BS. MULT 4 HORE 
は 殆 ん られ な い . MBO CHO. TIS, 5 
づ Megakaryozyten OPED IO, 炊い で 正常 の 骨 盤 性 細胞 も 減少 する が , HER 
胞 の 漂 巴 細胞 の 減少 より 道 か に 遅れ て 骨盤 性 細胞 の 減少 を 見 , 之 ミ 同時 に , 小 な る 骨 
AMID BL) 見 られ た こ ミ は 注目 すべ き PHL CH 
る . TEN Megakaryozyten を 初め ミ し , 各種 の 
を 認め た . TR Bi, 副腎 其 の 他 の 器官 に は 別に 造血 組織 は 艇 見 され な か つた . 

EA 先 づ 清 失 し , 精 細胞 , 間 質 細 
胞 , Sertoli 細胞 に は 奨 化 な く , 4 週 後に 於 て は 精細 胞 の 再生 像 を 認め た . 

OD, は 4 日 後に は 軟骨 増生 層 , 軟骨 肥大 層 の 細胞 
に 退行 性 化 が 起り , 基 の 配列 が 10 日 以上 を 過 する ミ 各 明 に 薄 
SHO, MYL, 細 小 に し て 蛇行 する に 至る . R 
態 に 止 る も の が 多い . 

FES. 前 葉 の 細胞 に 多少 の 退行 性 名 化 が 見 られ た 。 


Milz. 


Bild. 12. 
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TAFEL LII GANN VOL. XXXI 1937 


Bild. 14. Lymphdriise. 


(B) Ratte Nr. 6. Deutliche Verminderung 
der Lymphocyten. 


(C) Ratte Nr. 20. Fettgewebe als (D) Ratte Nr. 3. Myeloische Metaplasie 
“ Hypertrophia ex vacuo”. der Lymphdriisen. 


H. Yamashita: Experimentelle Untersuchungen tiber die biologischen Wirkungen der Neutronen. 
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(A) Ratte Nr. 12. Kontroll. 
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TAFEL LIII GANN VOL XXXI 1937 


Bild 15. Thymus. 


(A) Ratte Nr. 23. (Schwache Vergrösserung) (B) Ratte Nr. 19. (Schwache Vergrösserung) 
Kontroll. Das Mark ist fast verschwunden. 
‘26 r Bestrahlung). 


(C) Ratte Nr. 23. (Starke Vergrösserung) (D) Ratte Nr. 19. (Starke Vergrösserung) Ver- 
Kontroll. minderung der Lymphocyten, und Degeneration 
der Epithelzellen. (26r Bestrahlung). 


H. Yamashita: Experimentelle Untersuchungen über die biologischen Wirkungen der Neutronen. 
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Bild. 1 


Ratte Nr. 22. 


der Zona glomerulosa. 


H. Yamashita : 
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Bild. 17. Enchondrale Ossifikation. 
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A) Ratte Nr. 23. Kontroll. B) Ratte Nr. 4. Anordnung 
der Wucherungszone unregel- 
mässig; hypertrophische Zone 
kurz; Knorpelfortsatz schmal 

und geschlängert. 


8. Nebenniere. Bild. 19. Nebenniere. 


(B) Ratte Nr. 22. 
Verarmung des Fettes 
in der Rindensubstanz 
(A) Ratte Nr. 13. (Kontroll. und Lipoidablagerung 
in der Zona glomeru- 
losa. 


Pyknotische Kerne in 


Experimentelle Untersuchungen über die biologischen Wirkungen der Neutronen. 
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L YL, RTT Ze 此 の 部 分 に の み 類 

ぁ 。 時 間 の 経過 ミ 共 に 性 は 退 する も 胞 は 長く 残存 し , 腺 管 の 縮 が 
HOD ゝ > に つ た 。 下層 に 白血球 の が 多少 増加 し , 
DRIED BD Bart, 

AFR. ILO HOKE OD HAO, 

肺 . 肺炎 を 起 せ も の 3 Pld 0. 

. 大 量 に 照射 し た 動物 に て , AUR FE PE 認め 

A BL BD MG LT LT, 叉 終始 山川 科 長 の 周到 な る 御 補 


げ て , KIT, 


RK Schrifttum. 


1) FAKE. 中 性 子 „Neutron” に い て , ケレン ッ ゲ ビー ド , B11 4 RR, 
575-583, 1937. 2) E. O. Lawrence & J. H. Lawrence, The biological action of neutron- 
rays; Proc. Nat. Acad. Scienc. U. S. A., Vol. 22, p. 124-133, 1936. 3) R. E. Zirkle & P. 
C. Aebersold, Relative effectivities of X-rays & fast neutrons in retarding growth; Proc. 
Nat. Acad. Scienc.; Vol. 22, p. 1934-1938, 1936. 4) J. H. Lawrence, P. C. Aebersold & E. 
O. Lawrence, Comparative effects of X-rays & neutrons on normal & tumor tissue; Proc. 
Nat. Acad. Scienc. U. S. A.: Vol. 22, p. 534-557, 1936. 5) E. O. Lawrence, The biolo- 
gical action of neutron rays; Radiology; Vol. 29, p. 313 322, 1937. 6) 瀧川 一 美 , The 
biological action of neutrons on bacteria; 7%, 第 30 4 6 3k. 724-730. 1936. Gann; Vol, 30) 
7) M. Nakaidzumi, K. Murati & Y. Yamamura, Biological effects of the rays produced 
by a cyclotron: Nature; Vol. 140, No. 3539, p. 359, 1937. 8) 山川 保 城 , 三輪 光雄 、 Uber 
die Messung von Radiumdosen in r-Einheiten. 4%. 329 3 He. 232-250, 1935. (Gann; 
Vol. 29.) 
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Auszug 


Experimentelle Untersuchungen über die biologischen 
Wirkungen der Neutronen. 


Von 


Dr. Med. Hisao Yamashita 


Aus der Strahlenabteilung der japanischen Gesellschaft für Krebsforschung 
(Vorstand: Dr. Med. H. Yamakawa) 


(Mit Tareın L-LV) 
(Eingegangen am 27, Oktober 1937) 

Nachdem das Neutron entdeckt worden ist, sind bereits mehrfach 
Versuche über die physikalischen Eigenschaften und Wirkungen berichtet 
worden, aber Berichte über die biologischen Wirkungen der Neutronen 
fehlten immer noch. Im Mai 1935 haben wir daraufhin das folgende biolo- 
gische Experiment ausgeführt, dass wir die Ratten der Einwirkung der 
Neutronen (2.5 gr Radium+100 gr Beryllium) ausgesetzt haben. Die Resul- 
tate werden in Tabelle 1 und Bild 1 gezeigt. Aber ich konnte damals nicht 
die reine Wirkung der Neutronen beobachten, weil die Schädigung der r- 
Strahlen, die nicht beseitigt werden konnten, auch sehr stark war. Als 


Lawrence das sogenannte ,, Cyelotron erfunden hatte, wurden einige 
Experimente mit Cyclotron über biologische Gegenstände mitgeteilt. Das 
Cyelotron kann eine relativ grosse Dose von Neutronen erzeugen, aber es 
hat den Nachteil, dass es unvermeidlich mit den Neutronen zusammen 
ziemlich viele 7-Strahlen hervorbringt. Demgemäss ist es verfehlt, wollte 
man alle Wirkungen des Cyelotrons ausschliesslich auf den Einfluss der 
Neutronen zurückführen. 

Wir haben seit Juni 1937 mit Einverständnis des Nishikawa-Labora- 
toriums im Institut für physikalische uud chemische Forschungen Gelegen- 
heit, junge Ratten mit den D-D-Neutronen zu bestrahlen. Wenn man 
schweres Wasser mit Deutonen beschiesst, erhält man Neutronen nach der 

ıD’+ 1D?>;He’-+,n'. 
Gleichung Diese D-D-Neutronen haben eine Energie von 2.4 MEV, und 
ihnen sind fast keine 7-Strahlen beigemischt. 

Ich hatte mit Hilfe von Dr. Phil. Miwa die Dosis der Neutronen in 


„r‘“ Einheit genau bestimmt. Weil die maximale Reichweite der Rückstoss- 


aa . 
i 


protonen gross ist, haben wir zur Messung des Neutrons eine spezifische 
mit 0.2mm Paraffin ausgekleidete grosse Ionizationskammer verwendet. 
(Siehe Bild 4). Als Wandmaterial benutzten wir 2mm dickes Aluminium. 
Die Kammer wurde mit Methan gefullt, um sie den biologischen Gegen- 
stände ähnlich zu machen. Die Intensität der bei 250 KV, 20 A erzeugten 
D-D-Neutronen beträgt in 3.5em Entfernung von der Quelle 1.3 r/Stunde. 
Um den Einfluss des Neutrons möglichst deutlich beobachten zu können, 
benutzten wir junge Ratten, weil die Organe der jungen Tiere allen Strahlen 
gegenüber empfindlicher sind, als diejenigen der erwachsenen Tiere. 


(I) Entwicklung. 


Die 30.8r bestrahlten Tiere zeigten nicht nur keine Körpergewichts- 
zunahme, sondern sogar eine Abnahme, und starben am llten und 17ten 
Tage. Bei 26r bestrahlten Tieren kann man über 2 Wochen lang fast keine 
Körpergewichtsveränderung beobachten. Bei schwach bestrahlten Tieren 
(mit etwa halben Dosen) nahm das Körpergewicht 1 Woche nach Bestrahlung 
allmählich zu, aber die Entwicklung war auch nach 4 Wochen noch sehr 
schwach. (Siehe Tabelle 3). 


(I) Blutbefund. 


Das Blutbild einiger Tiere habe ich in Bild 6,7 und Tabellen 4-7 kurz 
zusammengefasst. Ein bemerkenswerter Befund war der starke Leukozy- 
tensturz mit deutlicher Lymphozytenverminderung. Schon nach 12r Best- 
rahlung sank die Leukozytenzahl bis auf 3600-4800. Während 17 Tagen behielt 
die Leukozytenzahl fast diesen Stand. Die Verminderung der Lymphozyten 
war am deutlichsten und schritt immer weiter fort. Es ist beachtenswert, 
dass die neutrophilen Leukozyten trotz der starken Leukopenie immer höher 
anstiegen. Eosinophile Leukozyten waren nach kurzer Zeit verschwunden, 
Monozyten vermehrten sich anfangs einwenig, dann verminderten sich 
allmählich. Erythrozyten sowie der Haemoglobingehalt stiegen auch ganz 
allmählich ab. Es war nicht zu übersehen, dass sich bei vielen Fällen nach 
der Bestrahlung kernhaltige rote Blutkörperchen im strömenden Blut vor- 


fanden. 


(III) Sektionsbefund. 


Bei den bestrahlten Ratten bot die Anämie aller Organe den auf- 
Die makroskopisch deutlich verkleinerten Organe 


fallendsten Befund dar. 
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waren: Milz, Thymus, Hoden, Ovarium und Knochen. (Bild 8-11). 


(IV) Histologischer Befund. 


Die Organe wurden in Formalin oder absolutem Alkohol fixiert. Zu- 
nächst bettete ich einen Teil der Gewebe in Paraffin ein, und führte die 
Doppelfärbung mit Haematoxylin-Eosin, die van Giesunsche Färbung und 
die Mallorysche Färbung aus. Soweit es nötig war, habe ich auch die 
Oxydasereaktion, die Fettfärbung, die Glykogenfärbung, die Plasmazellen- 


färbung u.a. versucht. 


Milz. Bei den Tieren Nr. 1 und 2, welche die schwächste Bestrahlung 
erhalten hatten, fand man schon eine Verminderung der Lymphozyten in den 
Follikeln. Je grössere Dosis man nimmt, und je mehr Zeit verläuft, um 
so deutlicher wird Verarmung der Lymphozyten. Bei Tier Nr. 18, das 
einige Stunden nach 22.9 r Bestrahlung gestorben ist, zeigte sich eine Pyknose 
der Megakaryozytenkerne in der Pulpa neben starkem Zerfall der Lympho- 
zyten der Follikeln mit reichlichen Kerntrümmern. 

Die am stärksten bestrahlten Ratten (Nr. 6, 7, 9, 21 und 22) hatten 
keine Lymphozyten in den Follikeln, sondern ziemlich viele Retikulumzellen, 
und deutliche neutrophile Leukozyteninfiltration kam zum Vorschein. In 
der Pulpa dieser Ratten konnte man eine Verarmung und Degeneration der 
Megakaryozyten, eine Haemosiderinablagerung und ausgesprochene Erythro- 
phagie bemerken. Sie hatten keine eosinophilen Leukozyten. In den Sinus 
fand man ziemlich zahlreiche rote Blutkörperchen. Die myeloischen Zellen 
waren noch reichlich vorhanden, aber meist sehr klein. Normal gekörnte 
grosse Myelozyten gab es kaum. Die Milz der Nr. 8 zeigte die Degenera- 
tion am deutlichsten und war ganz fibrös geworden; die Follikeln waren 
verschwunden, und die Pulpa war ganz zellarm und hatte schmal spindelig 
gewordene Retikulumzellenbündeln und wenige myeloische Zellen, aber keine 
Megakaryozyten. Bei Nr. 3, 4 und 5, die nach 4 Wochen getötet wurden, 
traten wieder reichliche Megakaryozyten und myeloische Zellen in der Pulpa 
auf. Daher war die myeloische Metaplasie deutlich, aber die Regeneration 
der Lymphfollikeln gering. (Bild 12). 


Knochenmark. Es wurde das Knochenmark des Oberschenkelbeins unter- 
sucht. Weil die verwendeten Tiere jung waren, lässt sich in dem mikroskopi- 
schen Befund feststellen, dass der Oberschenkelknochen jedes Kontrolltieres im 
Schaft noch rotes Mark aufweist. Histologisch handelt es sich bei allen 
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bestrahlten Tieren um eine Verarmung der Marksubstanzen. Schon einige 
Stunden nach 5r Bestrahlung mit Neutron (Nr. 17) habe ich degenerative 
Veränderungen der myeloischen Zellen bemerkt. Bei dem 23r bestrahlten Tier 
(Nr. 18) war die Verarmung der myeloischen Zellen deutlich, und die Zerfalls- 
produkte der Zellen waren ziemlich reichlich vorhanden. Die am stärksten 
bestrahlten Tiere (Nr, 21, 22, 6, 7, 8 und 9) hatten im Mark ausserordentlich 
geringe Knochenmarkszellen. Die Hauptmasse dieses Knochenmarks bestand 
aus ganz kleinen Zellen mit basophilen Protoplasma, wie man sie bei den- 
selben Tieren in der Pulpa der Milz sehen konnte. Eosinophil gekörnte 
Myelozyten waren kaum vertreten. Ganz spärlich wurden Erythroblasten 
und kernhaltige rote Blutkörperchen gefunden ; auch an Megakaryozyten 
fehlte es nicht, aber sie zeigten vielfach eine Involutionsform. Haemosidero- 
tisches Pigment war spärlich. Die Kapillaren dilatierten und waren ziemlich 
reichlich mit Erythrozyten gefüllt. Bei Nr. 19 und 20 konnte man die 
Wucherung der Fettgewebe als ,, Hypertrophia ex vacuo ‘‘ sehen. Bei Nr. 
3, 4 und 5 war das Mark sehr zellreich ; zunächst fielen viele Megakaryo- 
zyten auf, und alle Formelemente vertretenden myeloischen Zellen waren 
auch sehr reichlich anzutreffen, wie man in Bild 13 E sieht. (Bild 13°. 


Lymphdrisen. Der auffallendeste Befund im Lymphknoten war eine 
Verminderung der Lymphozyten. Bei am stärksten bestrahlten Tieren fehlten 
die Lymphozyten vollständig. Dabei fand man in den Lymphknoten Retikulo- 
zyten und polymorphkernige Leukozyteninfiltration. Bei Nr. 19 und 20 konnte 
man in dem Lymphknoten eine Wucherung der Fettgewebe beobachten, wie 
man sie in dem Knochenmark bei denselben Tieren sah, während Lympho- 
zyten noch in geringer Zahl übriggeblieben waren. In den Lymphdrüsen 
der Nr. 3, 4 und 5 traten myeloische Zellen sehr reichlich auf, und es zeigte 
sich deutliche myeloische Metaplasie, die mit dem Béfund des Knochen- 


marks und der Milz übereinstimmt. (Bild 14). + 


Thymus. Die Verkleinerung der Marksubstanzen war stärker als die 
der Rindensubstanzen. Thymuslymphozyten verminderten sich deutlich, und 
die Zellkerne der Epithelzellen waren nicht mehr rundlich, sondern polyedrisch 
und pyknotisch. Das Protoplasma der Epithelzellen war auch vakuolisiert. 
(Bild 15). 


Knochen. Es wurde die enchondrale Ossifikation an den Epiphysen 
des Oberschenkelbeins untersucht. 
Schon 5 Tage nach der Bestrahlung kam eine unregelmässige Anord- 
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nung der Knorpelzellen in der Wucherungszone zum Vorschein, und die 
hypertrophische Zone war schmal geworden, darin fanden sich pyknotische 
Knorpelzellen. 

Bei Tieren, die 10 Tage nach der Bestrahlung gestorben waren, haben 
wir neben obigen Erscheinungen schmale und geschlängerte Knorpelfortsätze 
beobachtet. Die Entwicklung der lamellar an dem Knorpelfortsatz sitzen- 
den Knochenschicht war dabei sehr mangelhaft. Ich glaube, dass die 
Osteoblasten deutlichst geschädigt waren, und Knorpelfortsätze lange im 
Zustand der primären Ossifikation geblieben waren. Diesen Befund kann 
man auch bei den 4 Wochen nach der Bestrahlung getöteten Ratten sehen. 
(Bild 17). 


Hoden. Weil die untersuchten Tiere jung waren, kamen Spermien noch 
nicht vor. Aber bei den Kontrollratten konnte man die Spermiden, Spermato 
zyten, Spermatogonien und Sertolizellen in den Samenkanälchen untereinander 
differenzieren. Bei den allen bestrahlten Ratten fand deutlich eine Vermin- 
derung der Spermatozyten und der Spermatogonien statt. Viele Spermato- 
zyten und Spermatogonien zeigten Degeneration. Die Spermatiden waren 
verschwunden, anderseits waren die Sertolizellen und die Zwischenzellen 
fast intakt übriggeblieben. Bei den nach 4 Wochen getöteten Ratten waren 
relativ viele Spermatogonien und Spermatozyten wieder in Erscheinung 
getreten. (Bild 16). 


Hypophyse. An den bestrahlten Ratten wurde geringe Degeneration 
im Vorderlappen der Hypophyse beobachtet, besonders diejenige der eosino- 


philen Zellen. 


Epiphyse. Histologisch handelt es sich um eine Verarmung und eine 


Degeneration der Epithelzellen. 


Nebenniere Die Verarmung des Fettes in der Rindensubstanz war 
deutlich. In einigen bestrahlten Ratten habe ich leichte Degeneration in 
Zona glomerulosa der Rinde bemerkt und dort Ablagerungen der Lipoide 


(Sudan III positiv) nachgewiesen. (Bild 18 u. 19). 


Oesophagus, Magen, Dünndarm und Dickdarm. Nach der Bestrahlung 
konnte man zuerst eine akute Schwellung der Epithelzellen in allen Abschnit- 
ten der Verdauungskanäle bemerken. Vakuolige Degeneration der Epithel- 
zellen und leichte Leukozyteninfiltrationen in den submukösen Schichten 
kamen auch vor. 17 Tage nach der Bestrahlung war die akute Schwellung 
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schon verschwunden, und die Atrophie der Drusen war deutlich geworden. 
In einigen Fallen der am starksten bestrahlten Ratten konnte man eine 
zystische Erweiterung der Drüsenschläuche und kleine nekrotische Herde im 


Diinndarm finden. 


Leber. Bei einigen Fallen habe ich die periphere Verfettung gesehen. 


Pankreas. Ohne Befund. 
Lunge. In 3 Fallen wurde Bronchopneumie gefunden. 


Niere. In einigen Fallen kamen Ablagerungen der Lipoide (Sudan III 
positiv) in dem Hauptstück des Harnkanälchens vor. 


Es wäre freilich verfehlt, wenn man alle diese Erscheinungen aus- 
schliesslich auf den Einfluss des Neutrons zurückführen wollte. Es lässt 
sich nämlich die Möglichkeit denken, dass auch Anämie und allgemeine 
Schwäche derartige Befunde hervorrufen können. Aber es besteht kein 
Zweifel, dass man die Anämie und die allgemeine Schwäche bei diesem 
Experimente als Folgen der Neutronbestrahlung deuten muss. 
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Carcinogenesis Experiments Based on Intraperitoneal Injections 
II. Methylcholanthrene 


By 


Waro Nakahara and Tadashi Fujiwara 


(From the Laboratories of the Japanese Foundation for Cancer Research, Tokyo) 
(Prare LVI) 
(Received for Publication, October 30th, 1937) 


Introduction 


The scarcity of the records of carcinogenesis experiments based on 
intraperitoneal injections led us to the investigation of the effect of 
intraperitoneal injections of certain well demonstrated carcinogenic sub- 
stances. In experiments along this line Burrows” was the first to show 
that 1:2:5:6-dibenzanthracene produces peritoneal sarcoma in rats and 
mice. We ourselves? recently reported that 3:4-benzpyrene also gives 
rise to peritoneal sarcoma. In continuation, we now propose to give in 
this paper a brief account of our experiment dealing with another carcino- 
genic substance, namely: Methylcholanthrene. 


Experiment 


In the present experiment 40 normal mice were injected intraperi- 
toneally at the left hypogastric region with 0.1 cc of 0.5 per cent solution 
in olive oil of methylcholanthrene (L. Light and Company, London), injec- 
tions being repeated every week until the death of the animals. 

Many of the mice died early in the course of the experiment without ~ 
showing any significant change, and they were discarded. The first tumor 
was found in a mouse dying 77 days after the beginning of the experiment, 
when there were 16 mice yet living. The last mouse died 37 days after 
that time. 

The records for the total of 17 mice coming into consideration in 
this paper are summarized in Table 1. As on the previous occasion (the 
benzpyrene experiment) only such tumors as were macroscopically recog- 


nizable are noted in the table. 
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Table 1. 
N — ‘threne Dia- — Pelvic 
Days | phragm | ,oneum Pp pin region 
1 77 5.5 = = + wi = ia 
2 87 6.5 _ _ _ 
3 87 6.5 — _ _ _ — = 
4 89 6.5 = + we = en i 
5 89 6.5 + & 
6 96 7.0 _ + _ + = = 
7 98 7.0 — _ _ _ = a 
8 101 7.5 _ _ _ _ = = 
9 101 7.5 — _ _ _ = a 
10 101 7.5 = + 
u 103 7.5 | + + = = - Br 
12 104 _ _ _ = 
13 104 7.5 + 
15 114 85 | = + 
16 114 8.5 | = = = a + 3 
17 114 8.5 | _ _ — _ = = 


Autopsy Findings 


As in the case of our previous experiment with 3 : 4-benzpyrene, ascites 
was conspicuous in all the mice as they came to autopsy. The ascitic fluid, 
often amounting to 7 or 8ce, was usually slightly turbid and tinged with 
yellow. The turbidity was found to be due to numerous cells and cellular 
debris suspended in the fluid. Most of the intact cells were of the mono- 
nuclear forms. 

Tumors found in these mice occurred in the similar locations as we 
described for the benzpyrene tumors. A frequent site of the tumor forma- 
tion was the gastro-pancreatic region, where the tumor tissue produced a 
firm adhesion involving stomach, pancreas, and sometimes spleen and kidney. 
Diaphragm was also a usual seat of tumor growth, and in a single case 
the growth in the diaphragm invaded an upper lobe of the liver, giving 
rise to the characteristic hepato-diaphragmatic tumor. A tumor was also 
found in the pelvic region. The macroscopic appearance of all the tumors 
were the same as those found in our benzpyrene series, and need not be 
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described here. 
Liver, spleen, kidney, ete., were all reduced in size, but the tendeney 
toward atrophy was not so marked as in the case of the benzpyrene series, 
The only notable difference between the present methylcholanthrene 
mice from the previous benzpyrene series seemed to consist in the scarcity 
in the former of the irregular but diffuse thickening of the peritoneum, 


so characteristic in the latter. 


Histological Examination 


Microscopical examination showed that all the tumors found at autopsy 
were sarcomata of the essentially spindle cell type. Most of the sarcoma 
cells were short and plump form of spindle cells, though there were also 
some slender fusiform cells. Mixed in varying proportions with these 
spindle cells were roundish cells of different sizes, some of them being the 
typical giant cells. In short the histological properties of the tumors were 
identical with those of our benzpyrene tumors described in our previous 
report. 

Sarcomatous adhesion of various viscera were also histologically estab- 
lished. Spleen, pancreas, kidney and other organs were involved in these 
adhesions, the organs showing more or less marked atrophy. The atrophic 
changes were not marked in these organs when they were not involved in 
adhesion. 

In Plate LVI, an adhesion of small intestine due to sarcoma is illustrated 
(Mouse No. 16), which may serve as a typical example of the sarcomatous 


adhesion. 


Summary 


Weekly injections in 0.1 ec amounts of 0.5 per cent solution in olive 
oil of methylcholanthrene into the peritoneal cavity induced peritoneal 
sarcomata in 9 out of 17 mice in the course of 77 to 114 days. 

Because of the essential similarity of the effect of intraperitoneal 
injections of 1:2:5:6-dibenzanthracene (Burrows) and of 3: 4-benzpyrene 
(Nakahara and Fujiwara), methylcholanthrene may be suspected to produce 
analogous results. The experiment described in this paper proved this to 
be the case and demonstrated that peritoneal sarcomata were engendered 
in much the same manner as in the case of the two other carcinogenic 


substances. 
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第 二 報 Methylcholanthrene 
中 原 和郎 藤原 正 
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LVD 
(昭和 12 年 10 月 30 日 受付 ) 

て ゐる の を 見 る が , WIKIS N CHS , SORBENT THE 
ODD HD CH DD, 前 報 3:4-Benzpyrene 
Ze 今回 は Methylcholanthrene % AUC AER 217 OTe 
#372. 

TIERERRAF BR 40 DE (RPE RE) London, L. Light 
Methylcholanthrene の 0.5 % Olive 0. 1 
腹 逐 内 に 注射 を 行 つ た . 

次 験 開始 後 77 日 で 倒れ た 廿 日 良 に 始め て 腫瘍 を 見 出す こ ミ が 出來 , 以後 114 日 
に 肉眼 的 に 見 て 17 9 PLOT A OD 部 分 (第 一 表 参照 ) に 腫 場 が し 

玉 槍 に よれ ば 前 報 ミ 同様 特に 目立つ も の は 腹水 貯 溢 で ある . その 量 は 時 に 7--8 ce に 
上 0, HA, CHD). 腫瘍 の 
の 上 し て 特異 の 肝 一 横隔膜 腫 場 を 必 つ て ゐる. & Dis 1 Pi 
で ある, TO ODT 3:4-Benzpyrene の 場合 の を それ 
程 で は な い . 前 報 に 特異 で ゎぁ つた 腹膜 の 肥厚 は 今回 は 極 く 僅か し か 見 られ な か つた . 

組織 召 的 に は この 腫瘍 は 前 報 ミ 同じ く 概 し て 紡 鍵 形 細胞 肉腫 で ゎ あつ て , 多く の も の 
は 太く 短い 細胞 か ら 5 成り, 時 に は 細く 長い 細胞 か ら 成 つて ゐる ぁ も の も あぁ る , これ に 温 
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要する に Methylcholanthrene の 腹 に よる 肉腫 成 


生 は 1:2: 5: 6-Dibenz- 
anthracene, 3:4-Benzpyrene の 場合 さ 大 様 で あ DD, SOBRE OF 低い も の で 
HA. 
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PLATE LVI GANN VOL. XXXI 1937 


Figure 1. A low power view of an intestinal adhesion Mouse No. 16). 
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Figure 2. The area marked in Figure 1 of the same specimen, showing 
the sarcomatous infiltration of intestinal tissue. 


Waro Nakahara and Tadashi Fujiwara: Carcinogenesis Experiments Based on 
Intraperitoneal Injections. II. Methylcholanthrene. 
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Über die Veränderung der haematopoetischen Organe der Ratte 
durch die Transplantation mit dem experimentell 
erzeugten Lebercarcinom* 


Von 


Nobujiro Takizawa 


(Pathologische Abteilung des Institutes der Japanischen Gesellschaft für 
Krebsforschung zu Tokio) 


(TarEL LVID 
(Eingegangen am 30. Oktober, 1937) 


Kuczynski beobachtete schon die Tatsache, dass beim Transplantations- 
versuch des Mäusecareinoms zahlreiche Riesenzellen in der Milz auftreten, 
und dass bei spontan entstandenem Careinom in der Maus diese Veränderung 
gering ist. Er ist der Ansicht, dass diese Riesenzellen durch Metaplasie aus 
den Plasmazellen entstanden seien. Goto stellte die Vermehrung der Mega- 
karyocyten in der Milz bei dem Transplantationsversuch seines endothelialen 
Careinoms der Maus fest. Nach ihm ist die Vergrösserung der Milz bei 
den Transplantationstieren deutlich, während sie bei dem spontan entstan- 
denen Careinom in der Maus gering ist. Saito wiederum beobachtete 
beim Transplantationsversuch des Carcinoms oder Sarkoms der Ratte mye- 
loische Umwandlung der Milz, aber keine anderen Veränderungen im strö- 
menden Blute. Custer stellte bei der Injektion von Blutgiften fest, dass 
die Knochenmarksriesenzellen aus den Kupffer’schen Sternzellen der Kanin- 
chenleber entstehen. Parsons stellte die Vergrösserung der Milz und Leber 
bei dem Transplantationsversuch des durch das 1, 2, 5, 6-Dibenzanthracen- 
9, 10 endo-aß-suceinat erzeugten Maussarkoms fest. Diese Veränderungen 
verliefen parallel mit der Vergrösserung des Sarkoms. Bei der Maus mit 
primär erzeugtem Sarkom traten diese Veränderungen nicht auf. 

Bei der Untersuchung habe ich mich bei diesen Tierversuchen** eines 
Stammes des Hepatoms von /ikubo* bedient und konnte es bis über 40 


*T. Sasaki und T. Yoshida, Virchows Archiv, Bd. 295, 1935, und T. Iikubo, Gann, Bd. 29, 
1935, Bd. 30, 1936. 

**Der Auszug dieses Tierversuches wurde in der 28. Tagung (7. April, 1936) der Japani- 
schen Gesellschaft für Krebsforschung veröffentlicht. (Gann, Bd. 30, N. 3, 1936). 


| 
| 
| 
| 
N 
| 
| 
| 


Generationen transplantieren. 

Die Milz der mit Hepatom transplantierten Ratte zeigt in der Tat eine 
auffallende Vergrösserung und eine Gewichtszunahme im Vergleich mit der 
der Kontrolltiere. Im Gegensatz zu 0.8gr. vom Durchschnittsgewicht der 
Milz (ihr Gewicht 0.5-1.25 gr.) bei 12 Kontrolltieren (ihr Körpergewicht 85- 
147 gr.), ist 1.47 gr. dasselbe (Milzgewicht 0.2-5.7 gr.) bei 58 Versuchstieren 
(ihr Körpergewicht 31-170.5 gr.), die über 20 Tage nach der Hepatomtrans- 
plantation am Leben waren. 

Wenn das Hepatomgewicht etwa 1.0 gr. erreicht, so vergrössert sich 
manchmal das Milzgewicht der Ratte. Mit dem Wachstum des transplan- 
tierten Hepatoms vermehrt sich ebenfalls das Gewicht der Milz. Bei den 
Fällen, wo das Hepatom über 10gr. wiegt, ist die Milz im allgemeinen 
schwerer als die der Kontrolltiere; es erreicht meistens das doppelte bis 
vierfache Gewicht der Kontrolle. 

Der Transplantationsversuch wurde hauptsächlich ins subeutane Gewebe 
unternommen; die intraperitoneale Transplantation wurde einige Male 
durchgeführt. Auch bei den intraperitonealen Transplantationsversuchen 
bemerkt man, dass das Gewicht der Milz mit dem Wachstum des Hepatoms 
zunimmt. Bei der Ratte mit transplantiertem Hepatom beobachtet man 
auch die Vergrösserung der submaxillären, retroperitonealen und mes- 
enterialen Lymphknoten. 

Bei den Fällen, wo das subcutan transplantierte Hepatom vorüber- 
gehend vergrössert und dann wieder resorbiert wird, verändert sich auch 
das Milzgewicht parallel mit dem Hepatomgewicht. 

Bei den Versuchstieren, wo das Hepatom durch die Fütterung mit 
o-Amidoazotoluol primär erzeugt wurde, ist die Vergrösserung der Milz 
und Lymphknoten sehr gering ; histologisch sieht man spärliche myeloische 
Herde und wenige Myeloblasten in der Milz. Auch bei den Transplantations- 
versuchen des spontanen Rattensarkoms nach Fujinawa und des durch 
subeutane Injektion der konzentrierten Glucoselösung erzeugten Ratten- 
sarkoms nach Nishiyama lassen sich die obengenannten Veränderungen der 
hämatopoetischen Organe nicht nachweisen. 


Aus der histologischen Untersuchung der mit Hepatom transplantierten 


*Herr Jikubo, der schon bei seinem Transplantationsversuche die Milzvergrösserung und 
das Auftreten der Riesenzellen bemerkt hatte, war so freundlich, mir weitere systematische 
Untersuchungen zu überlassen. 
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Versuchstiere ergibt sich folgendes: 

Das Knochenmark ist bedeutend zellreicher als das normale, er zeigt 
die Verbreitung von myeloischen Gewebsmassen. Die Myeloblasten, Myelo- 
cyten, verschiedene polymorphkernige Leucocyten, besonders eosinophile 
Leucoeyten und deren Ubergangsformen liegen dicht einander, zwischen 
diesen Zellen befinden sich zahlreiche Megakaryocyten. Diese an Grösse 
beträchtlich zugenommenen Zellen sind herdweise gruppiert und gewuchert, 
ihre Kerne blasig und ungewöhnlich gestaltet. Die Erythroblasten sind 
auch vermehrt. Nicht weniger haben die Zellen des Reticuloendothelsystems 
gewuchert. In diesen Befunden bemerkt man deutliche Steigerung von 
Leucopoese und Thrombopoese sowie leichte Steigerung von Erythropoese. 

Bei der infolge des Wachstums des Hepatoms stark abgemagerten 
Ratte nehmen auch die myeloischen Zellen und Megakaryocyten in der Milz 
stark ab, besonders haben die letzteren auch an Grösse verloren. Dieses 
Knochenmark neigt zu Fettmark. 

Die Milz ist dunkelgraurötlich verfärbt, ihre Kapsel stark gespannt, 
ihr freier Rand stumpfwinklig. Die Schnittfläche ist aufgequollen. Histolo- 
gisch ist das Pulpagewebe stark gewuchert, d.h. die sog. myeloischen Herde 
haben ausserordentlich zugenommen. Diese Herde setzen sich aus Myelo- 
blasten, Myelocyten, verschiedenen polymorphkernigen Leucocyten und deren 
Übergangsformen und zahlreichen Riesenzellen zusammen. Auch die 
Retieulumzellen und Sinusendothelien zeigen eine Vermehrung. Diese Riesen- 
zellen finden sich zwischen den Gitterfasernetzen des Pulpagewebes bald 
solitär, bald gruppiert und zwar reichlich in der Umgebung der Kapillaren. 
Riesenzellen in dem Sinusraum sind wenig. Das eigentliche Pulpagewebe 
ist nur zerstreut aufzufinden. In den Lymphfollikeln ist das Reaktions- 
zentrum stark vergrössert, ihre Reticulumzellen sind deutlich angeschwollen, 
aber die Lymphocyten sind nicht vermehrt. Infolge der Pulpazunahme ist 
die Milzsinus stark verengt und spärliche Erythrophagen sind darin bemerk- 
bar. 

Aus diesen Befunden geht hervor, dass die Vergrösserung der Milz 
nicht infolge einfacher Stauung entsteht, sondern infolge myeloischer Herde 
und beträchtlicher Zunahme der obengenannten Riesenzellen. 

Die Lymphknoten sind im allgemeinen mässig vergrössert. Im lympha- 
tischen Gewebe treten auch starke Wucherungen der myeloischen Zellen auf. 
Bei einigen Fällen lassen sich Riesenzellen, wie sie in der Milz aufgefunden 
wurden, auch in den Marksträngen nachweisen. Die Retieulumzellen und 
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Sinusendothelien sind vermehrt. Auch in dem lymphatischen Gewebe des 
Verdauungstraktus bestatigen sich die obenerwahnten Befunde. 

In der Leber bemerkt man, wie schon von T. Jikubo angegeben, trübe 
Schwellung und fettige Degeneration der Leberzellen. Ausserdem kommen 
Infiltrationen der myeloischen Zellen in die Glisson’sche Scheide vor und in 
die Umgebung der intraacinösen Blutkapillaren. Bei einigen Fällen in 
fortgeschrittenen Stadien trifft man die obengenannten Riesenzellen auch 
im Kapillarraum. Diese Riesenzelien sieht man auch in den Kapillaren der 
Nebennierenrinde. In der Lunge finden sich myeloische Herde im peri- 
bronchialen Bindegewebe. 

Die obengenannte Wucherung der myeloischen Zellen und besonders 
der Riesenzellen kann man sowohl bei der subeutanen als auch bei den 
intraperitonealen Transplantationsversuchen konstatieren. Der Grad dieser 
Wucherung verstärkt sich parallel mit der Vergrösserung des transplantierten 
Hepatoms. 

Wenn die Grösse des transplantierten Hepatoms etwa erbsengross (etwa 
lgr.) geworden ist (10 Tage bis 15 Tage nach der Transplantation), lässt 
sich die Wucherung der obengenannten Zellen im Milzgewebe und Knochen- 
mark nachweisen. Mit der Vergrösserung des Hepatoms sind diese Zellen 
stärker gewuchert. Wenn das Hepatom etwa Taubeneigrösse erreicht hat 
(20 bis 30 Tage nach der Transplantation), dann wird das Milzparenchym 
fast ausschliesslich durch diese Zellen eingenommen; auch in Leber, Lymph- 
knoten und Nebenniere treten diese Zellen auf. 

Aus diesen zahlreichen Fällen ergibt sich die Tatsache, dass diese eigen- 
tümliche Veränderung parallel mit dem Wachstum des Hepatoms auftritt 
und mit der Rückresorption desselben zurücktritt. Auch bei der Ab- 
magerung der Tiere infolge des Wachstums des Hepatoms nehmen die myeloi- 
schen Zellen ab, die Parenchymzellen sind hier spindelförmig ausgestaltet und 
auch die Riesenzellen verkleinert. 

Diese eigentümlichen Riesenzellen, die bei diesen Tierversuchen auf- 
getreten sind, sind deutlich grösser als die Megakaryocyten, die in der Milz 
der normalen Ratte spärlich vorhanden sind. Diese Riesenzellen strecken 
mehrere Fortsätze von ihrem Protoplasma in die Umgebung aus und nehmen 
die basischen Farbstoffe stärker als die normalen Retieulumzellen auf. Die 
hyperchromatischen blasigen Kerne sind beträchtlich vergrössert und stehen 
in keinem normalen Verhältnis zu dem Protoplasma. Sie sind unregelmässig 
gestaltet, einkernig oder mehrkernig. Der Kern ist scheinbar in mehrere 
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Stücke zerfallen, doch hängen die Teilstücke durch Fäden oder Brücken 


unte reinander zusammen. 


Zahlreiche Megakaryoblasten und myeloische Zellen in der Milz der Ratte 
mit transplantiertem Hepatom. 

Diese Riesenzellen sind meistens gruppiert vorhanden. Einige Zellen 
zeigen Kernteilungsfiguren im Pulpagewebe. Aus diesen Befunden kann 
man ersehen, dass diese Riesenzellen in der Milzpulpa selbst gewuchert sind. 
Die Kernkirperchen sind deutlich vergrössert; es finden sich ein oder 
mehrere in einer Zellen vor. Diese Zellen geben schwache labile Oxydase- 
reaktion ab, aber keine stabile Oxydasereaktion. 

Bei der intravitalen Färbung mit Lithioncarmin-, Trypanblau- und 
Pelicansepialösung nehmen diese Zellen die Farbstoffe nicht auf, während 
sie von den Retieulumzellen und Sinusendothelien der Milz schnell auf- 
genommen werden. Ab und zu tragen diese Riesenzellen Kerndegenera- 
tionen. Bei der Giemsafärbung treten die Azurgranula in dem Protoplasma 
dieser Riesenzellen wie gewöhnliche Megakaryocyten auf, und zwar befindet 
sich um den Kern herum eine Zone mit feinen Granulationen und nach 
aussen von ihr ein granulafreier Randsaum. 

Ausserdem sieht man Übergangsformen dieser Zellen zu den normalen 
Megakaryocyten. Kuczynski hat schon die eigentümlichen Riesenzellen in 
der Milz bei dem Transplantationsversuch des Mäusecareinoms nachgewiesen 
und hat diese Zellen als metaplasierte Plasmazellen angenommen. In meinen 
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Versuchen konnte ich keine Ubergangsformen zu den Plasmazellen nach- 
weisen. 

Diese Zellen sind unregelmässig gestaltet und ausserordentlich grösser 
als die Reticulumzellen und erscheinen bei der intravitalen Färbung und 
Giemsafärbung anders als die Reticulumzellen. Die Übergangsformen 
dieser Zellen zu den Retieulumzellen sind meines Erachtens histologisch 
kaum nachweisbar. Im Vergleich mit den normalerweise in der Rattenmilz 
vorhandenen Megakaryocyten haben sich diese Riesenzellen beträchtlich 
vergrössert, ihre Kerne sind blasig und auch stark vergrössert; bei der 
Giemsafärbung und Oxydasereaktion zeigen sich beide Zellen fast gleich, 
deren Übergangsform sicher festzustellen ist. 

Auf Grund dieser Befunde nehme ich diese Riesenzellen als junge 
Megakaryocyten, und zwar als Megakaryoblasten an. 

Im Frühstadium der Transplantationsversuche, d.h. im beginnenden 
Stadium der Vermehrung der Megakaryoblasten in der Milz, findet man 
kaum Megakaryoblasten in den Kapillaren der Milzpulpa. Anderorts 
bemerkt man zahlreiche Kernteilungsfiguren der Megakaryoblasten in der 
Milzpulpa der Versuchstiere, bei denen in der Milz spärliche Megakaryocyten 
enthalten waren. So nehme ich an, dass diese Megakaryoblasten wenigstens 
in dem Pulpagewebe selbst wuchern und wahrscheinlich aus den normal 
vorhandenen Megakaryocyten entstehen können. 

Parsons berichtete die Tatsache, dass beim Transplantationsversuch des 
Maussarkoms die starke Vermehrung der Leucoeytenzahl und Verminderung 
der Erythroeytenzahl im strömenden Blute auftraten. Dabei stellte er die 
pathologisch polymorphkernigen Leucocyten als den Hauptbestandteil der 
Leucoeyten dar. So nahm er diese Veränderung als die der myeloischen 
Leucämie an. 

Bei den Versuchen mit Tieren frei von eitriger Entzündung untersuchte 
ich die Blutbestandteile in den peripheren Blutkapillaren der Ratte vor und 
nach der Transplantation des Hepatoms. 

Bei den Versuchstieren mit einem Hepatomgewicht von etwa 10 gr. 
(etwa 20 bis 30 Tage nach der Transplantation) beträgt die Erythroeytenzahl 
etwa 3,070,000 6,440,000 im Kubikmillimeter im Gegensatz zu den normalen 
6,230,000-9.790,000). Der Haemoglobingehalt der roten Blutkörperchen hat 
sich auf 60 84% des normalen vermindert. Die Leucocytenzahl beträgt 
dagegen etwa 14,800 17,100 im Kubikmillimeter im Gegensatz zu der 


normalen (5,900 12,600), 
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Dabei treten die myeloischen Zellen massig auf. Die Lymphocyten 
sind aber nicht vermehrt. So zeigt sich gegeniiber den normalen Zell- 
bestandteilen (Lymphatische Zellen: myeloische Zellen=45-65% : 48.5-31%) 
ein umgekehrtes Verhaltnis der myeloischen und lymphatischen Zellen 
(Lymphatische Zellen: myeloische Zellen=27-31% : 63.5-60%). Die Haupt- 
bestandteile der myeloischen Zellen sind Leucocyten und zwar junge Leuco- 
cyten. So tritt bei den polymorphkernigen Leucocyten die Arneth’sche 
Linksverschiebung auf. Myelocyten und ihre Übergangsformen treten 
ebenfalls spärlich auf. Die Blutplättehenzahl vermehrt sich um das zwei- 
bis dreifache der normalen. Diese Tatsache entspricht den folgenden 
Befunden, dass die Gerinnungsfähigkeit des Blutes parallel mit der Vergrös- 
serung des Hepatoms verstärkt wird und dass die Megakaryoblasten in den 
haematopoetischen Organen zahlreicher auftreten. 

Bei der Rückresorption des transplantierten Hepatoms bemerkt man, 
dass die Anaemie und die Leucocytose wieder verschwinden und dass sich 
auch die myeloischen Herde mit Megakaryoblasten vermindern. 

Ich nehme daher an, dass diese Anaemie und Leucocytose beim Trans- 
plantationsversuch eine innige Beziehung mit dem Wachstum des Hepatoms 
hat. 


Zusammenfassung 


Bei den Transplantationsversuchen des durch Fütterung mit o-Amido- 
azotoluol erzeugten Hepatoms der Ratte kommt es zu Anaemie, Leucocytose 
und Blutplättehenvermehrung des strömenden Blutes. Diese Veränderungen 
gehen parallel mit dem Wachstum des Hepatoms. 

Dabei treten myeloische Herde mit ausserordentlich zahlreichen Mega- 
karyoblasten in der Milz auf, worauf die obengenannte Vergrösserung der 
Milz zurückzuführen ist. Diese Veränderung tritt auch in der Leber und 
den Lymphknoten zutage und läuft parallel mit der Vergrösserung des 
transplantierten Hepatoms. 

Diese eigentümliche Veränderung der Milz konnte bei der Ratte mit 
primär erzeugtem Hepatom und auch bei der Ratte mit transplantiertem 


Sarkom nicht nachgewiesen werden. 
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Abb. 1. Milz der Ratte mit transplantiertem Hepatom. Giemsafarbung. 
Megakaryoblasten und myeloische Zellen reichlich. 
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Abb. 2. Milz der Ratte mit transplantiertem Hepatom, Vitalfärbung mit Trypanblau. 


Die Megakaryoblasten keine Farbstoffaufnahme, dagegen deutlich 
die Reticulumzellen und Sinusendothelien. 


N. Takizawa: Über die Veränderung der haematopoetischen Organe der Ratte 
durch die Transplantation mit dem experimentell erzeugten Lebercarcinom. 
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第 三 編 D BER 
第 一 章 一 項 症 例 
第 二 項 第 四 編 
第 章 第 一 章 
第 一 項 症 例 第 二 章 結論 


第 三 編 
第 一 章 


SS 三 より 生ずる 複雑 な 構造 きす る も の に し て , Wilms 
れ を Embryom (Dermoid) = Embryoide Geschwiilste の 二 種 に 分 つ , MIFILMENE 


IED Teratoma simplex (Borst), Teratoma adultum coetaneum 
(Askanazy), Teratoma eysticum (K. Kaufmann) ミ 艇 せら る >^ 紅 性 腫瘍 に し て , 

その 姜 育 は 小 見 期 より 徐々 に 増大 し て , 長期 に 互 り 著 し き 大 さ に 達する も の あれ ござ も 
する 特質 を 有 し , 上 眞 性 腫瘍 に 準 展 し 得々 も の に し て , Teratoma embryonale (Aska- 
nazy), Teratoma blastomatosum (Borst) , Teratoma solidum (Kaufmann), Tera- 
toma microcysticum (Roncali, Gioja). の 名 あお あり, BAKO 2 
BRAC AES, し 得々 も の あり , O S 
%, BRED LOISMAISL, 又 一 般 に 左側 よめ も 右側 に 多 し ミ , Verneuil, 

Kocher, Robert Meyer YO, ATE BF, & 
同様 に し て , Robert Meyer に 依 れ ば , 右側 に 
多 し ミ , RTS EORMGEA THO, KAREN 
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WE ORETA LIZS. 
WEFAN L, 余 の 調査 し た る 所 に よれ ば , 本 邦 に 於 て は , ILS 30 RRMDHRM 
O, 2 
第 一 項 症 MM 

第 1 例 青山 外科 病歴 番 2687 鈴木 年 3 

臨床 診断 

病歴 L, 1930 年 4 月 23 日 田舎 に 行き , LIC, 間もなく それ かな 2 
に て 全部 吐出 せり , の 時 な き が 如 し 4 月 24 日 の 朝 よ り 機嫌 悪く , 
度 8 分 に 昇り , 便通 2 わあ おり, 25 日 温 39 度 9 分 に 昇り , 吐 な く , Tike, 
よく 消化 し て 血液 を 混 こそ な く , 同月 26 HOME 39 度 5 分 あれ で 
は 下方 に 向き 凸 出 せり , CHD DAPI 
腸 の 運動 む る ここ あり , DE MERA LES 
BAB DAE D 此 の 腫瘍 の は 硬く 他 の 一 部 は 軟 し , 上 方 の 境 は 部 に 達し , 
定 の 移動 性 た 有 す , 腫瘍 は 濁音 し , 
HET, FEMS TFT te 認 む る こと な し , BR 
U Douglas 筐 共 に 異常 な し , 手術 所 見 (28/V) 開 腹 術 た 施さ せる に , WIHT 2 baw 
な 見 る , この 腫瘍 は 可動 性 に て その 上 は , T OK 
横 た は り , 腸管 は 腫瘍 の 左側 内 上 方 に 存 す . Hit ARS OL, 一 部 は 赤褐色 , 一 部 は 黒褐色 
L, 直ちに 上 腫瘍 連 り , 周 園 の 組織 する ここ な し , 摘出 せる 腫瘍 は , 一 部 
URL, 一 部 は 波動 し , 他 の 一 部 は の 硬 有 す 下方 の 腸 の 
は , MX ite IT LT, 損 勝間 膜 に 
相 党 せる 小腸 は 約 20 cm に し て , HOFER I AA SL, 中 等 度 に 膨満 す 。 MUTZNK 
DEAD L, それ より 下位 に わる 腸管 は 縮 す , 
に 相 党 せる 空腸 を 切除 し , LT, 手術 た 終了 す . FP 
EI FR 50 分 に し て 死亡 せり . 

肉眼 的 所 見 腫瘍 は 超 大 に し て , AST, 精 系 は , 同 
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で 面 に て は , TNS EL, その 一 小 部 
Ait, 僅か に に する も の ゝ 如き 容易 に 別離 し 得 べ し , 
の 所 あり, 到 る 所 に か 密生 し , の 如き 感 わ り . Ad TI, re 
形成 し , 更に 。 TOM SMO- hed 大 部 分 は 黒褐色 な れ ざ も , ROFL A BOM 
叉 一 部 は 灰白色 の 化 せる 塊 及 び 石 灰 化 を 
BARA, 及び 色 の 出血 性 物質 所 も れ も , 
見 出す 能 は ず . 精 系 部 に 近く 三日月 形 の 
中 に 副 に 相 すべ き 構 造 認 む , その に 存する 血管 は 著しく 張 し , 
血液 か 充満 し て , Seb, MRD し 離れ て , OH Ob, 中 に 石灰 沈 す . 
組織 的 所 見 腫瘍 に 相 党 すべ き 所 は , ERE, 皮脂 腺 , 汗腺 , URE TEE 
れ た る 腔 胞 , 脂肪 組織 , 軟骨 組織 , 滑 下 等 の 組織 及び 可 な り 
別に 走り , 細 精 管 の 未熟 上 細 胞 明 に 見 得 べ きも の あれ ざ も , 間 質 内 に は 
UC, ES LES 腫瘍 で に 皮 組織 毛 , A 
AT. 

なり, 膜 思 は る る も の 内 に , 
存する こと より 考 ふ れ ば , SEF LT, 全く 胎生 期 
|= EDS AE LE の し 得 べ し . 

市 立 大 久保 病院 外科 (本 例 は 診療 大 第 7 第 3 上 博士 の 報告 例 な り ) 

FE BEE 生後 3 箇月 に し て 右側 「~ ル = ア 」 な を 認め られ た る も , ARENA TA 
治せ りこ 調 ふ , 16 Mx KAL DAM ENOM AC 同時 に 初め て 左側 
EA 成長 する に 従 ひ , 
て 放置 せり . BE 8 4p 8 BRERA ae — 
UCI ARE, 突然 下腹 部 , に 右 
2 > HHACK UC, MOM AAR CD, 
和 9 年 1 月 2 日 何等 の 原因 な く し て 下腹 部 に た , Bile] D Ae FEO 
EL, 碁 し く , 歩行 全く 不可 能 と な りか た る な 以 て 1 月 6 
212, 2 AR し く , 且つ 食 思 不 振 , 
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訴 ふ る に 至り た る な を 以 て 1 月 23 HET 入院 時 所 見 K, 
WA BT. PER, RER. RAT 内臓 器官 に 異常 た 認め 
BEAK, 右側 系 は 頭 の 2 LEE 
内 に 移行 す 表面 下 前 中 央 陰 線 の 右側 に 於 て 
Wie ZT SMH MOMENT CHM SLO > 皮膚 の 移 動 性 を く . 何れ 
20 日 に 手術 施行 す . 手術 所 見 
b ALES EL LOL CH UCB S 2 AO 
「『 ヘ へ ルニア 」 の 存在 を 護 明 せ すず 。 術 後 の 総 過 順 調 に て る 4 月 28 日 退院 す 

AIL, BA ORIEL, その 殆 で 全部 占 居 させ る も 
の に し て 大 さ 約 大 (6 x 6 x4.8cm) 硬 度 は ST. 加 ふ る に 刀 は 
て 明か に 組織 の 存在 か 思 は し むる の あわ あり,。 面 は 此 に 
色 の 光 澤 か 有 す 前 中 央 部 に 大 な る 出血 認 む . 右側 は より 小 に し て 腫瘍 の 後 上 
部 に て 其 長 軸 を 横 に し て 腫瘍 せり 。 大 さ 4 x2.5x Lem, 
D Be 然るに 此 の 管 の に は 締 織 膜 に 
Ae PARIS BT の b 4 cm 高 さ 4.5cm HS 
1.5cm 12D tp Tea LS. 加 ふ る に 長 さ 3cm の 
側 の 精 系 血管 総 束 は 各々 別 
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皮 に て 且つ の 結石 を 認め , RL, NER 
L, その 内 に 多量 の 血液 含有 する に , 所 々 に 組織 及び 石灰 有 す 
る も の 多 わり . AM RIED LT, 細 の 内 容 し , DAFA 
管 膜 は 厚く な り , SOL, 間 細 胞 増 殖 す る 同 時 に , 園 形 細 
及び 「 ア ラス マ 」 細 胞 多 存 し , ME TED HEA 
する 所 の 近く に 存 す 。 肉眼 的 に 子宮 で 倍 ぜ ら る ゝ も の ・* 中 心 部 断 端 より 得 た る 組織 標本 を 検 す 
る に , RRO OL, 腔 に 面 せ る 部 は 
の 細 胞 以 て れ , 面 も 所 々 に 分 枝 せ る 管 有 し , が 明か に 子宮 頭 部 な 
る 示せ 
SoA 

上 記 1 OD LT, 精 系 附 著 部 附近 の 膜 内 
の 一 方 に 於 て , BRENNT RD, 他方 に 於 て , 細 精 管 が 一 列 又は 二 列 
に 走り , 中 に 分 化 の 細 管 上 を 見 得々 も の あれ ご , O, 此 よ 
1 個 の 米粒 大 の 形 結 和 り , AL OD 
Cis, 多量 の 出血 あり , ILS A L 
て , 内 部 の 組織 は , KO AO, 
THR, 皮脂 腺 , 軟骨 , 骨組 織 , AE OD OF 
量 の 凝 血 を 認 む る 外 異 駄 な し . 

AMS, その 現 症 及び 手術 所 見 見れ ば , LT, 
増大 し て , その 一 部 は 腸 の 後 軽度 に し , ED, 

第 2 例 は , 右側 に 2 個 の 相 重 な り , 
TEIL, 上 方 に ある は し , IE, 
SD 1 6. 

著しく 肥厚 し , BL, 25 歳 の 成 
人 な る ぁ る に 5 , MBF OUT, 同 
時 に 白血球 , 球 ,「 プ ラス マ 」 細 胞 を 認 む , 
存 す . 

AIS, 主 ミ し て 結 締 織 に れ , TEL, 々 に 骨組 織 
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を 認 む , SREY TOT IIS ROD 
未 分 化 上 皮 か 有する 細 精 管 あ り , 管内 の 慮 々 に 結石 を 認 む , 本 例 は 生後 3 TA LOR 
~ r= +) BBD, BIL A 
SIS 25 REC BO, ZMEOE 炎症 を 起 し , 
術 を 受け た る ぁ る ち も の に し て , FACHD SIMMS, 第 1 例 程 複雑 な ら ず , 全般 より 
見 れ ば , 其 だ 稀有 な る も の に し て , IK, LD 2 
fir (Ectopia testis transversa) 754 上 の 如く 種々 な ある を以て , 
LO, に 右側 の に 下降 せる も の ミ せ ら . 

Wid BOIS, 外 國 於 て 22 Pil, 本 邦 に 於 て は 岩崎, 木村 , 高島 , 大 武 , 
等 各 1 例 の 報告 あり , CARAS, 往々 子宮 及び 峰 卵 管 が 並存 す る ぁ る も の あれ ご 
も , ETA TH 0. 

叉 時 形 腫 は , 右側 に 多き こ ミ は , BK OBROMD DMI UT, 余 の 2 例 も 何れ も 
右側 に 存在 0. 腫 の 成り 立ち に 就 て は , Waldyer, Wilms. (SHEE 
Marchand, Bonnet. は 分 裂 球 褒 , 4 Fischel, Ribbert 等 は 腺 細 胞 (Keimzelle) js 
MAE 生 期 の 初期 に て , 或 る 動機 に よめ 相 
互 の 正常 の 連絡 失 ひ , FETA LOM 

第 1 例 は , LT, その 中 , SHEED 
MRL 内 葉 性 の も の は 不明 り , 第 2 
BORO, 


第 二 章 ENKRORE 


FEAT AEBS, ES し て 丸 の 終末 部 。 又は 精 系 等 の 附近 に 生 す ずれ 
Sb, RRubaschow(1926) は, Koma 分類 試み た 


750, 
A. 異質 性 腫瘍 
1. 
2. 
混合 腫 , Wolff RAT 2 PENNER 
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脂肪 , 腫 , 肉腫 . 

Patel u. Chalier (1919) は , 89 例 中 , 37 13 例 
筋腫 4 例 , 肉腫 及び 繊維 肉腫 22 例 , 混合 腫瘍 13 例 , 冶 腫 1 例 を 記載 せり . AFH 
て は , 被膜 肉腫 の 報告 僅か に 3 例 に 過ぎ すず , Bid 2 例 を 得 た ぁゃ を以て, WIRE A 
=o. 

第 一 項 fe 例 

第 1 例 都築 外科 標本 番 貴 1926 吉田 19 農業 診断 右側 混合 腫瘍 性 
Pit 病歴 ROE 生 右側 は 左側 より 比較 大 に し て 硬く , 
IAT, 1925 年 7 月 18 日頃 より , 
た を 知 し 得 べ し . 豆 大 乃至 小豆 大 に 腫 大 し , 可 働 性 に 
DAKO RE D 同年 7 月 28 日 腫瘍 別 出 術 行 ふ 

腫 場 : 肉眼 的 所 見 EN, 及び 精 系 自身 に は 殆 異 認め 
の 表面 は 灰白色 に UC, 約 に 腫 大 し , ME PAHOA, HOM CHAT, 
副 の 部 尾部 は 、 の 腫瘍 物質 の に , し く 外 上 方 に 押上 げ ら れ , HRS 

第 2 例 市 立 尾 病 院 病歴 番 貴 176 16 病歴 幼時 
より に 異常 の 感 わ れ ざ も 何等 痛 な く 徐 々 に 増大 す 10 年 11 月 7 日 病院 外科 
に 於 て 腫瘍 の 診断 の 許 に 出 手術 た 受 く . 

腫瘍 : 肉眼 的 所 見 Ai MEA AMI し て , 
LT, 腫瘍 の 位置 は , AM 
tL, BEAD ICR, PROD Pye MET, 
に ある 精 管 は 存在 すれ で も , MOMMA 上 方 より 全く 消失 し , 
此 の 腫瘍 は , DBA LT, 第 に 上 方 に 向 つ 
て , 進 必 も の 思 は る は 一 般 に 白色 に LT, 
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van Gieson 染色 に より , 一 般 に 紅 染 し , LOD 
し 副 は 異常 な し. 
第 二 項 SARROAEORR 

2 例 は , & EAE ILIS NER L, 15 一 16 歳 に 達し , 始め て 手術 を 受け 
た る ぁ も の に し て , Ze RT, に れ ば , 
の 外 義生 する 腫 , 滑 , 横 等 は 小 に 比較 多 し ミ 云 . 

第 1 例 は , 右側 幅 妨 下 極 附近 よめ 生 ぜ る も の に し て , SEE, N 
め に 著しく 上 方 に 押し 上 げ ら れ , 腫 場 は 手 奉 大 に し て , KAMESMALKE OMB AN 
L, MERITS, VAD AMIS, 園 形 , 多角 形 , 中 に 
BRAM 原形 は van Gieson Yıfı\ 2 Mallory 染色 に て 青 す , 
は 大 小 不 同 に し て 色 な 

に も , その 形跡 を 見 出す こ ミ 能 は ず , 
O, Ai BOR MAIS, 軽度 の 出血 を 認 む る 外 , 
B72 OS, LC, 腫瘍 組織 は , 結 締 織 繊維 を 有する 
紡 形 細 胞 等 より 成り , 構造 わあ わり, van Gieson に て 赤 
41, Mallory Ye CHET, 印 ち 2 例 共 に 外形 は 著しく 異なり, 叉 腫 場 細胞 の 
WE EB b, 何れ も 肉腫 ミ 認 め ら る ゃ ゝ も の な り , 
ば , 性 の 腫瘍 ミ の 慢性 炎症 より せる , 又は 繊維 の 151 E 
VIG の 慢性 炎症 性 増殖 に より 著しく 育 し て , 
LABS SOTHO, 然 れ も 第 1 例 第 2 例 に て は 
ORES EDICT, 第 1 例 に は 全く 閥 療 を 認め ず , 第 2 例 に は , 一 小 部 分 軽度 の 
著 を 認 む ぁ に 過ぎ ざる を以て , O IEG SMA 
7%, 

RAUL, 筋腫 は 特別 の ミ し て , 一 部 は 固有 


ER 

> 

= 

2 

on 

= 

a 

4 

2 

i 


681 


Debenedetti (x, BILS S OWI 
ぁ > ゝ 基礎 組織 を 有 し , 中 に 紡 鍵 形 及び 巨大 細胞 を 認 む る 例 を 記載 せり , Boss 1 PIT 
於 ける 回 丸 の 境界 附近 の 腫 場 細胞 に は , 他 の 部 分 より 著 し き 多 形 人 性 の も の を 認め 得 た 
At, LY OS, 

2 PU, 組織 肉腫 に し て , 尾部 の 附近 の 結 締 織 よ り 生 
せる も の な 0. 


第 三 章 BEBROLABS 


KO, O, TA AMOM BORIS, ME 
小池 の 1 例 あ ぁ に 過ぎ ず , OE O SKA, 

を 認め 得 た 0. 

第 一 項 症 例 

第 1 例 : 206 27/IX 1934) 28 臨床 診断 S 
NE 1. DIN TEN Kb 200m の 上 方 長 さ 約 12cm 

少な く , AME 2, 3 個 , RA DIE 
DER 
D, 叉 所 々 に , 
大 小 不同 の 腫瘍 細胞 散在 し , SL ODD, 腫瘍 細胞 は 形 性 に し て , 原形 
質 錠 し く , 校 も 著しく 大 小 不同 に し て , 色 質 に 富む 是 等 の 細胞 は , 主 < し て 間 質 内 に 進入 し て 増 
殖 す れ も, 細 精 管内 に は , の 細 情 は 。 RUC 
D, の 上 の 大 部 分 は し , 借 か に 小 の 精 原 細胞 を 認め 得る る のみ, 間 質 は 一 般 に 疎 

第 例 : AMD 202 (16/X 1934) 25 臨床 診断 左側 
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CHES, SUR, 肺 門 巴 腺 , AR, AD 

RES, 割 面 は 一 般 に 灰 褐 色 に LT, AMIE AMO 小 
MrRU, 

ROP UT, 原形 質 な く UTI, SBI, 中 
AMARA TS LDH D, 校 は 一 般 に 鮮明 に し て 人 色 質 に 富む , 
FHL, 管内 に は 細胞 , 精 細胞 有 し , に は 

EHEBOEAHBOAR 

ARIS, 何れ も 間 質 内 に し て , 腫 場 細胞 , 血管 外壁 に ひ て 存在 
する も の あれ ご さも , MES BON 
きも の な り , 叉 問 腫 及び 肉腫 細胞 は , 何れ も 細 精 管内 に 之 れ を 認 む ぁ こ ミ 能 は すず , X 
EIS, 何れ も 間 質 内 に 生ずる も の に し て , Oberndorfer に 
れ ば 多く は 細 する の み に し て , 
時 ミ し て 細 管内 に 進入 する こ ミ あり ミ ふ HS 
AUS 41 


第 四 編 
第 一 章 


は 4 3 RES, 病理 組織 分 類 試み 。 上 の 如く 精 上 
BRT 例 , 内 3 例 , 混合 3 例 , 2 例 
の 6 種 に 分 類 し 得 た り . 
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上 は 成人 に 多く , DIE SL, 即ち 18 例 の 精 上 皮 腫 中 , 2 例 の 3 
Beh SBN BR oh, 季 く 成人 な る ぁ る に 反し , 15 例 の 腺 冶 中 , 成人 僅か に 1 例 あ ぁ に 過ぎ 
す , て 2 例 の 精 上 皮 腫 を 小 認め た る ぁ は , LEA TNS OS 
BES. 

(1) 精 上 は , , 定型 の も の 外 に 第 7, SAD 
も の わあ おり 。 RS MiSMMOMRSCR EAL DRETS LOI UC, 腫瘍 細胞 は 一 般 に 多 形 性 に し 
る に 過ぎ ず . 

E DRESS LD 

第 13 flit, FROM O THD AGEL, TREE 
叉 第 3 Mt, 色 質 に 富める , 形 叉 は 多角 形 の 
著 明 な る 胞 腺 せる も の あれ も , LCR 
し 難 し . 

Bik, Chevassu に 佐 れ ば 是 等 の な きも の 
は し き 性 た 示す も の な へ ども , Oberndorfer の 言 ふ が 如く , 
悪性 度 さ は 何等 係 ゅ 

偶々 精 上 の 腫瘍 細胞 が , MFA BET SL の あれ ども , Krompecher の 主張 する 
内 皮 細 胞 よ 5 り 次 第 に 腫瘍 細胞 に 移り 行く 所 見 な し , FARM I= ECL, 腫瘍 細胞 の 原形 質 は 間 細 
WES 間 細 胞 に 類似 する 性 質 な し , 腫瘍 は , RET LOSE 
HEEL, 停留 喉 丸 腫瘍 2 例 中 , 1 例 は 他 の も の より 多 形 性 な れ ど も , 間 細胞 より 生ずる 移行 像 
認 む る ここ は ず . Ribbert O fm SPEIRS, A LTRS 4, AD 18 例 中 
SSAC, れ より する も の な りこ ひ し . 

WATS I< DAMEN WET AL OM D 
SL OMY LE EIKE, 

LEE DL, 生じ 得る も の 考 へ ざる べから EMOM 


こし て 分 化 の 上 に て さ れ , dD DT, LOD 余 は 或 


3 Rip, 腫 場 より 生ずる に 非 ぐ る 大 小 
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不同 に 膨大 せる 細 精 認め , D 2 FET:  , 
論 例 を 以 て 直ちに それ ミ 断定 し 難 き も , 精 上 腫 の する ここ 
は , 胎生 期 よ り 細 精 管 上 皮 が 腫瘍 に な り 得 る 性 質 か 有 さ せ ざ る べから ざる ここ とく 人 解せ られ 白 か る 

D BETIS, 腺 に 比 し 比較 慢 に LT, PRAT x 
b, 余 の 18 中 , 手術 後 ヶ年 た 総 て 健常 の も の 1 例 , Wie 8 > 
移 に て , 治療 中 の も の 1 , 不詳 の も の 16 例 な り LTE TG, 腺 より 比較 的 
HET SIL £5, UT, AMS BEL, が 右側 に 
WAL, 所 々 に 胞 認 むる 他 の 2 例 なれ り CHE 


せり . 
(3) 腺 癌 は , BRD, 形態 上 著 し き 差異 ちる た 以 て , その 組織 の 成り 立ち 一 つ に 求む る 
ここ ミ 団 難 に し て , 余 は 次 の 3 種 に 葉 別 せん ミ こす. 
Bat, FLIER O= SLO, 或 は 何れ か の 
1 DDD, 腺 腔 形成 せる 細胞 は , 原 形質 乏しく 
SL, LT, 巨大 有する も の 散在 し , の 水泡 性 な る も の , 
MLS 腫瘍 組織 中 特に 隔 部 の 所 々 に , 定型 前 腺 構造 も の 多 あり, A 
生 す る も の ミ 老 へ る 不 合理 に 非 ぐ る 可 し (第 4 5, 6, 7, 8 9, 10, 11, 12, 13, 14 fi). 

第 二 は , 全般 の 腫瘍 組織 は 疎 し て , 細胞 に 富み , 腺 形成 する 細胞 
血管 わる 胞 特に 血管 に 存 せ る 腫瘍 に て は 腫瘍 細胞 は め て 多 形 性 に し て , AY 
Hit LOM MAA L, 第 2 例 も 同様 な れ も , 
OOF, 第 3 例 は 第 1 例 略 同 な る も , の 過 し く 慢 な り , 殊 に 第 1 例 の 腫瘍 組 
織 の 周 園 に , RFCS 腫瘍 細胞 に 類似 し , 加 ふ る に 
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アリ コゲ ー も 類似 し 細 管 上 皮 よ り す る も の 解 せら 2 ろ . 
叉 第 1 例 は , L, その 間 質 内 に 多く の 間 細 胞 
A, 且つ 平等 に し て , 一 見 し て 腫瘍 細胞 
容易 に 局 別 し 得る も の に し て , 腫瘍 組織 に 近づく に 従 ひ , 次 第 に 消失 する な 以 て て 見れ ば , BED 

胞 は 間 細 胞 さ 係 な きこ 明 な りら. 

第 三 型 の 腫瘍 細胞 は , WOMBS OM LT, 原形 質 に 富み , Mitte 

同 大 な れ ざ も , 多 形 性 の も の 少な か ら ず すず, 腺 の 結 締 織 及び 格子 が , 腺 腔 た ふ 細胞 
内 に 入る . READMBILS ROL 腺 様 
又は ' ロ セツ ッ ト 」 形 成 及 び 環 死 様 あ て 形 性 に LT, MELA ER 
WEBS ESS, UC, RRL TER, RO 
15 例 中 , 4 Pit, CHE L, SL Th 19 箇 月 に し て 
Hib 

L の が 混合 し て , する も の に LT, 
第 1 例 は 全般 規 則 な る 腺 より な り , TOM TE, BENE D ALK 
Hit, FAHD の 内 後方 に 存 し , 
も どく , 腺 構造 呈す る も の に UT, MAD I, 腺 構造 認 む る 
は 周 園 の 形 細胞 に 移行 し , 肉腫 の 構造 呈す, 他 の 一 部 は 又は 軟骨 組織 
率 腫 に 化し , その 部 分 知り 難し , JED 3 例 は 何れ も 中 性 の 腫瘍 < 認 む や べ 
きも の な り 。 混合 腫瘍 は , 29, 35, UT, HORM 其 
だ 不良 な り . 

第 1 例 は の 腹腔 停留 に LT, TSS 1 個 の 複雑 
精 系 閉 部 の 膜 一 方 に 組織 他方 に 副 組 織 認 む . 

it, AB SAM IS, 第 1 

MRED, BETS DE BAGS UT, SEF. 
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第 二 章 tt ii 


1. 43 POA SEES 病理 組織 分 類 を 試み た る に , その 内 


精 上 皮 腫 18 例 混合 腫瘍 3 Bil 

15 ffi) m; NE 2 fil 

A ME 3 fal ARE 2 


2. 精 上 腫 は , 間 細 胞 , 結 締 織 , ROAR MAT SEO 
或 は 性 の 細 精 管 上 皮 精 上 ) より す る ぁ る も の に し て , 上 皮 性 腫 場 
ミ 認 むべ きも の な 0. 

3, 上 腫 は 成人 に 最も 多く , PETRA KO, する も の ミ 
見 さ れ た る も LIK & 
THA. 

O KIN ZS OS 2 ALIX BORO, 第 3 例 は 主 

5. Bet, 2, 3 例 は 略 * 同じ 形 態 に し て . 第 1 例 の 腫瘍 細胞 は , 増 殆 せ る 細 
精 管 上 ミ 構造 上 の みな ら ,「 リコ ゲー ン 」 に 於 て も 類似 せる を 以 て は この 
型 の 腺 に 限り て 細 管 上 皮 よ り の を 承認 せん ミ す . 

6. 4 一 14 POMS, に 直 細 精 管 は 網 の 上 に 類似 する 腺 様 構造 
散在 し , 腫瘍 細胞 は 形 , 又は に 近似 する を以て , の よ 0 れ ば 直 
も 不 合理 に ぐ る る 可 し. 第 15 例 の 腺 
HS, 複雑 な る 構造 有 し , 且つ 腺 管 結 締 織 及 格子 が 細胞 内 に 入 
め る こ ミ より 見 れ ば , MBG S GD. 

7. 腫 に 反し , に 見 る ゝ も の に し て . CORALS 

8. ORR 残存 する も の 少 
に あり て は , SOMO > dy TH, 
管 膜 の 性 か に 認 む こ ミ を か 得 , ORS, 肉腫 よめ 細 管 
の 弾力 性 繊維 を 破 壌 し 易 き 性 質 を 有 す . 

9. IE, 何れ も 多少 多 形 白 血球 の 有 す , LC 
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さ す . 

10. 上 腫 ) の 基質 締 織 叉 は 格子 が 往々 胞 菓 の 周 線 に 
A 又は 胞 内 に 入 する こ ミ は , HT 
丸 の 特有 な る な 

11. 混合 腫瘍 は 可 な り 複 雑 な る ぁ 上皮 性 及び 非 上 皮 性 の 組織 を 並 有 し , 第 1 例 は 不 規 
LC, 中 に 骨組 織 及 び 小 量 の 膜 上 皮 腫 様 の も の あり, ZUEN 
偏 的 を な せる 腺 ミ 云 ひ 得 も の に し て , Al 
REO. 弟 2 例 も 第 1 例 ミ 略 t 同 様 に し て , 第 3 例 は 主 ミ し て 膝 芽 性 腺 様 組織 を 有 
し , 同時 に 精 上 腫 及び 軟骨 組織 有 す . 

12, OS 1 ORAS S BILOT SS INA 

14. 2 1 BO MEER 2 例 は 左上 
各々 原 姜 腫瘍 ミ 同 様 の 構造 を 認 む . 

稿 了 る に な る 御 指 導 御 賜り た る 緒方 教授 , 及び 丁寧 な る 御 指 導 た る 三 
市 立 大 久保 病院 外科 , EERE SRE, 村山 病院 , 坂口 外 科 病 院 の 各位 に 銘 謝 す . 


«RK Schrifttum 
1) 阿部 2762 HE. 306 FL. 昭和 7 年 2 月. 2) ゲ レン ッ ゲ ビー ト 」. 
7 年 . 7 HE. 856 EL. 8 Be. 1005 FL. 年 . 3) AR, 1148. 1158. 1034 A. 
4) 青 村 , 220 昭和 8 年 2 月 . 5) 
reese 35 [a]. 5 we. 659 Ti. 昭和 9 年. 6) Birch-Hirschfeld, Zur Entwicklung des Hoden- 
krebses. Arch. f. Heilkunde. Bd. 9, S. 537, 1868. 7) Bogliols, L., Über einen Fall von 
Teratom und Seminom in ein und demselben Hoden, nebst Betrachtungen über die 
Wichtigkeit der Untersuchung der Elastinfasern zur Diagnose einiger Hodengeschwiilste. 
Centralblatt Bd. 55, S. 330, 1932. 8) Bollag, L., Zur Kasuistik der malignen Hoden- 


tumoren. Centralblatt Bd. 57, S. 255, 1933. 9) Bonino, M., Riesenzellengeschwulst des 


| 
\ 
| 
| 


688 


Hodens. Centralblatt. Bd. 65, S. 310, 1936. 10) Campanini, A., Uber das Verhalten 
der Gitterfasern in Hodengeschwiilsten mit besoderer Beriicksichtigung einiger Arten. 
Centralb'att Bd. 66, S. 298, 1936-37. 11) BR: #4. 第 274. 第 4 BE. 昭和 8 年 12 月 . 12) 
Craver, Lloyd F. und Stewart, Fred W., Ungewöhnlicher Fall von Hodenteratom. Cent- 
ralblatt Bd. 65, S. 280, 1936. 13) Debernardi, Beiträge zur Kasuistik der malignen 
Hodengeschwiilste. Beitr. path. Anat. Bd. 40. S. 535, 1907. 14) Debernardi, Teratoide 
Geschwiilste des Hodens. Beitr. path. Anat. Bd. 43. 1908. 15) Deitermann J. H., Zur 
Kenntnis des Seminoms, seines Wesens und seines Krankheitsverlaufs. Frankfurter 
Zeitschrift für Pathologie. Fünfzigster Band. Heft 3. (abgeschlossen am 23. Februar 1937). 
16) Docimo, L., Über Hodengeschwülste (Mit besonderer Berücksichtigung des Samen- 
kanälchenepithelioms) Centralblatt Bd. 55, S. 331. 1936. 17) Ehrendorfer, Beiträge 
zur Kenntnis der Hodengeschwülste. Arch. f. Klin. Chir. Bd. 27, S. 336. 1882. 18) 江里 
EERE. 2 BE. 299 Fi. 14416482 J]. 19) Ferguson, Russell S.. Patho- 
logische Physiologie des Hodenteratoms. Centralblatt Bd. 61, S. 107, 1934-35. 20) 深 
33 TE). 115%, 1591 Fi. 昭和 8 年 2 月 . 21) ER 
THESE. 22 48. 25K. 93 頁 . 4p 2 N. 22) 22 4B. 3 GR. 
152 Ki. 昭和 8 年 3 月 . 23) Hansemann, Uber die sog. Zwischenzellen des Hodens, und 
deren Bedeutung bei pathologischen Veränderungen. Virchows Arch. Bd. 142, S. 538. 
1895. 24) 原田 , Aires. 448. 58. 106 頁 . 昭和 8 年 5 月 . 25 原田 , 皮膚 科 泌尿 
器 科 雑誌 . 84 48. 5 BE. 563 H. IAAI 8 年 11 月 . 26) Hameli, H., Chorionepitheliomatöse 
Wucherungen verschiedener Epithelien, Beitr. Path. Anat. Bd. 98, S. 390, 1934. 27) 橋本 , 
360 5%. 874 . 昭和 5 年 5 月 . 28) 橋本 UN MES. 13 42. 4p 10 
月 . 29) Hawlisch, Franz, Uber einen Fall von Dystopia testis transversa. Centralblatt 
Bd. 63. S. 345, 1935. 30) 林 , 24 第 3 FE, 725 A. 11 3 

31) 林田 , «SERRE ARR. 2710 BE. 248. 昭和 6 年 1 月 . 32) Henke F. u. Lubarsch O., 
Handbuch der speziellen pathologischen Anatomie u. Histologie. VI/3. 33) Ide, N., 
Multiple Adenome in einem Leistenhoden. Centralblatt Bd. 58, S. 236, 1933. 34) A, 
24 4e. 4 Be. 369 頁 昭和 5 年 12 月 . 35) 25 48. 4 BE. 267 頁 . 昭和 7 年 1 月. 36) 
井上 , 診療 大 観 .7 48. 3 GR. 463 頁 . 昭和 9 年 9 月 . 37) 石田 , 日 本 外科 學會 雑誌 . 第 85 同 第 
Age. 512 Fi. 9 年 . 38) 石橋 , 日 本 泌尿 器 科 雑誌 . 194%. 25%. 5 年 2 月 . 39) 
部 , 皮膚 科 尿 雑 誌 . 80 巻 . 2 BE. 166 . 昭和 5 年 2 月 . 40) 磯部 , ASW 
誌 . 19 #8. 9 HE. A. 41) 岩切 , 科 器 科 誌 .85 5 BE. 600 
昭和 9 年 5 月 . 42) 岩本 , HERE. 34 同 . 10 HE. 1509 Ki. 7 1 43) 岩 
ト , 日 本 器 科 . 22 HE. 11 He. 652 A. 昭和 4 年 11 月 . 44) Jaisohn, Philip, und 
Jordon, E. V., Krebs des Nebenhodens. Centralblatt Bd. 58 S. 236, 1933. 45) Gerhard 
Kahlau, Zur experimentellen Erzeugung von Hodenteratomen beim Huhn durch Injektion 
von Zinklösungen. Frankfurter Zeitschrift für Pathologie. Fiinfzigsten Band. Heft 3. 1937. 
46) 木村 , 20 48. 400 昭和 5 年 10 月 . 47) 北村 , 皮膚 科 器 科 
31 10 HE. 1402 . 6 10 月. 48) 北村 . 有 科 泌 器 科 雑 .82 10 HE. 998 
FL. 7 10 月 . 科 尿 科 雑 . 82 11 BE. 1095 A. 7 11 月. 49) 小林 


= 

1 
§ 
3 


689 


159271. 5 4p 12 J]. 51) Pek, ef BE. 32 10 HE. 1936 A. 8 年 10 月 . 
52) 小池 , 22 48, AR. 237 頁 . 8 4 J]. 53) 4, 
pest. 8 年 . 1038. 1694 5 年 10 月 . 54) 4, A 21 48. TOOK. 14 

6 年 11 月 . 55) 小 延 , AAA Py Sp He. 244s. 12 58. 2229 頁 . 14715 年 11 月 . 56) 
Krompecher, Uber die Geschwiilste, insbes. d. Endotheliome des Hodens Virchows Arch. 
Bd. 151, Suppl. 1898. 57) 前 田 , 38 42. 5 BE. 5 J). 58) AA, Ik 
6 1 103 H. 1419 4p 4 59) Magendantz, H. Strieck, F. und Miiller, 
Erich, Beiträge zur Kenntnis des Seminoms. Centralblatt Bd. 57, S. 255, 1933. 60) 松本 , 
12 6 昭和 5 年 6 月 . 61) 松山 , 36 Te]. 15%. 1228 
BH. 104458. 62) =k, ‘savy ッ ゲ ビー by 7 年 . 12 BE. 1517 A. 昭和 8 年 12 月 . 63) 
Miyata, Zur Kenntnis der Hodengeschwiilste und die Bedeutung des Traumas fiir ihre 
Entstehung. Arch. f. Klin. Chir. Bd. 101, S. 426, 1913. 64) 宮田 , A RWB SHE 
誌 . 20 4. 9 HE. 535. 6 年 9 月 . 65) 宮崎 , REDE. 384 BE. 10424. 7 年 5 月 . 
66) Morpurgo, B. und Blavet, C. di Briga, Seltener Fall von malignem Mischtumor des 
Hodens. Centralblatt Bd. 65, S. 310, 1936. 67) 永松 , HARRY SPHERE. 32 回 . 5 BE. 850K. 
6 8 68) 長田 , 84-48. 5 GE. 563 昭和 8 年 11 月. 69) 
中 本 , 兄 科 雑 誌 . 396 1005. #8 5 J]. 70) PAR, 33 同 . 
706 頁 7 8 第 2 GE. 11408. 昭和 8 年. 71) 中 根 , 日 本 
35 Te]. 5 和 9 年 8 月. 72) 緒方 知 , 73) 
KS, 東京 事 雑誌 2723 BE. 10011, 2724 HE. 1058. 6 4A 5 J]. 74) 尾崎 , 日 本 外 
AB 31 fe]. 9 1089 昭和 5 年 12 月 . 75) 尾崎 , 35 le). 昭和 7 
年 12 月. 76) Bij, 「 ゲ レン ッ ゲ ビー ト 」7 年 . 7 BE. 856 89%. 1005 頁 . 1441847, 8A. 
72) Pana, G., Ein Fall von Zwischenzellengeschwulst des Hodens. Centralblatt Bd. 55, 
S. 381, 1982: 78) Pelz, S., Beiderseitiges Hodensarkom. Centralblatt Bd. 65, S. 280, 
1936. 79) Pflugradt, W., Uber das gleichzeitige Vorkommen von Krebs und Tuberku- 
lose im menschlichen Hoden. Centralblatt Bd. 55, S. 331, 1932. 80) Philipp, Uber 
Krebsbildungen im Kindesalter. Zeitschrift fiir Krebsforsch. Bd. 5. S. 387, 1907. 81) 
Pruszczynski, A., Kasuistische Beiträge zur Frage der Hodengeschwiilste. Virchows Arch. 
Bd. 290. S. 137, 1933. 82) Raven, R. W., Hodentumoren bei zwei Brüdern. Centralblatt 
Bd. 63, S. 345, 1935. 83) Rigoletti, L., Zwischenzellengeschwulst des Hodens. Centralblatt 
Bd. 65, S. 310, 1936. 84) Sakaguchi, Zur Kenntnis der malignen Hodentumoren, vor 
allem der epithelialen. Deutsch. Zeitschr. f. Chir. Bd. 125, S. 294, 1913. 85) 坂口 , 日 本 
SE RE 第 17 同 . 第 1 GE. 大 正 5 年 5 月 . 86) 佐々 木 , 32 Be. 第 5 BE. 
頁 2 年 5 月 15 日 . 87) 佐藤 , 第 737 HE. 88) 佐藤 . 
31 48. 9 HE. 1294 頁 . 6 9 J]. 89) 佐藤 , 26 Ae. 4 HR. 241 FL. 7 年 12 
1. 90) 佐藤 , REAR 48 年 . 3 38. 267. 1418453 J]. 91) Schuerer-Waldheim, 
Fritz. Luxation eines Hodens in die Bauchhöhle, mit nachfolgender Entwicklung eines 
Seminoms. Centralblatt Bd. 61 S. 107, 1934-35. 92) Sehrt, E., Neue Ergebnisse der 
Krebsforschung. Centralblatt Bd. 54. S. 353. 1932. 93) a SHH, Tre. 212 Be. 


690 


1038 A. 1441 7 426 J]. 94) Spencer, J., Ein Fall von Teratom des Hodens. Centralblatt 
Bd. 62, S. 189, 1935. 95) Stoppato, Uber die Zwischenzellentumoren des Hodens. 
Zieglers Beitr. Bd. 50, S. 113. 1911. 96) 須藤 , ye CRRA MERE. 17 4. 5 貴昭 和 3 年 
97) 鈴木 , 33 393 頁 . 昭和 8 年 3 月 . 98) 高見 , 皮膚 科 
15 158. 84 頁 和 5 年 1 月 . 99) 田中 , 皮膚 科 尿 科 誌 . 86 4. 5 
和 9 年 11 月. 100) 田中 , 皮膚 科 泌 尿 器 科 雑 誌 .87 98. 2 HE. 259 A. A 10 年 2 月 . 101) 
34 同 . 6 FE. 1687 頁 . 8 9 J]. 102) 津田 , HL. 243 gE. 482 
1 J}. 103) 植木 , 82 1 67 頁 1 月. 104) 
植木 ,。「 ゲ レン ッ ゲ ビー ト 」6 年 . OY. 1202 頁 . 1417459 月. 105) Vastola, A. P., Embryo. 
nales Karzinom eines Bauchhodens bei einem Pseudohermaphroditen. Centralblatt Bd. 
59. S. 202, 1933-34. 106) Vecchi, A., Teratome, teratoide Geschwiilste und Misch- 
tumoren des Hodens. Deutsch. Zeitschr. f. Chir. Bd. 114, S. 104, 1912. 107) Vitiello, M., 
Beiträge zum Studium des Seminoms. Centralblatt Bd. 62, S. 189, 1935. 108) Vitiello, 
M., Über das primäre Sarkom des Hodens. Centralblatt Bd. 62, S. 189, 1935. 109) 
217 HE. 1207 7 110) 28 年 . 3 BR. 425 
10 48 3 J]. 111) Rie, CHESS. 31 fe]. 4 Be. 昭和 5 年 7 月 


= 
= 
3 
E 
4 


Fig. 1. 


R. Samenleiter 


L 


. Samenleiter 


GANN VOL. XXXI 1937 
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Fall 2, 25j. Mann. Teratom im rechten Hodensack und 


der Ectopia testis transversa der beiderseitigen Hoden. 


Shotei Chin: 


Pathologisch-anatomische und histologische Untersuchung 
über die Hodengeschwulst III. u. IV, Mitteilung). 
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Fig. 3. Fall 1, 19j. Jüngling mit Sarkom der Scheidenhaut des Hodens. 


Fig. 4. Fall 2, 16j. Jiingling mit Sarkom der Scheidenhaut des Hodens. 


Shotei Chin: Pathologisch-anatomische und histologische Untersuchung 
über die Hoden Geschwulst (III. u. IV, Mitteilung). 
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Auszug 


Pathologisch-anatomische und histologische Untersuchung 
über die Hodengeschwulst 
(II. und IV. Mitteilung) 


Von 


Shotei Chin 
(Pathologisches Institut der Kaiserlichen Universität zu Tokyo. 
Leiter: Prof. T. Ogata und Prof. T. Mitamura) 


(Mit TAFELN LVM und LIX) 
(Eingegangen am 30. Oktober, 1937) 


V. Teratom: Beim Fall 1 trat das Teratom in Hühnereigrösse im 
linksseitigen Abdominalhoden auf. Dabei war die Tunica propria testis in 
der Umgebung des Samenstranges verdickt. In der Schnittfläche stellte es 
sich als halbmondförmiger und blutreicher Tumor dar. An der Stelle des 
Hodens ist ein kompliziertes Teratom. Seine Oberfläche ist uneben, hie 
und da sind mehrere Härchen sichtbar, seine Form ist oval, die Farbe ist 
braunschwarz. In der Schnittfläche des Tumorgewebes erkennt man ein 
derbes, teils dunkelrötliches, teils grauweisses, blutreiches Gewebe und 
einige reiskorn- bis bohnengrosse Knorpelinseln. Mikroskopisch besteht das 
Teratom aus Hautgewebe mit Haren, Talg und Schweissdrüsen, weiter aus 
Fett-, Knochen-, glatten Muskelgewebe und sympathischen Ganglienzellen. 

Beim Fall 2 findet sich die Eetopia testis transversa der beiden Hoden 
im rechten Hodensack, und das Teratom in dem linken Hoden. Zwischen 
den beiden Hoden findet sich ein infantiler Uterus in etwa Kleinfingergrösse. 

Dieses gänseeigrosse Teratom ist dunkelrot und teils knorpelig. In 
der Schnittfläche finden sich mehrere reiskorn- bis bohnengrosse, mit Blut- 
gerinnsel gefüllte Cystehen, spärliches Knorpelgewebe und verkalkte Knöt- 
chen. Der rechte Hoden ist mit dem oberen Teil des Tumors verwachsen, 
wo man das linksseitige Nebenhodengewebe und das durch Tunica albuginea 
umschliessende linksseitige Hodengewebe mit unentwickelten Kanälchen findet, 
in welchen einige Konkremente anzutreffen sind. Das Interstitium des linken 


Hodens ist gewuchert und geht allmählich in die Tumormasse über. Das 
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Parenchym des rechten Hodens ist stark atrophisch und hyalinisiert, es ist 
frei vom Teratomgewebe und lasst hie und da Zwischenzellen, Leucocyten 
und Plasmazellen nachweisen. 

Beim Fall 1 handelt es sich um ein kompliziertes dagegen beim Fall 
2 um ein weniger kompliziertes Teratom, das seinen Ausgang von der 
Missbildung des Pseudohermaphroditismus masculinus nimmt, beide Bil- 
dungen können mit tridermaler Mischgeschwulst erklärt werden. 

VI. Sarkom der Scheidenhaut des Hodens: In dem ersten Falle, 19 
jähriger Jüngling, ist seit der Kindheit der linke Hoden etwas gross, aber 
verursacht keine Beschwerden. Wegen seines allmählichen Grösserwerdens, 
bis zur Faustgrösse, wurde derselbe kastriert. 

Die Oberfläche dés Tumors ist beinahe glatt, mit mehreren kugeligen 
Erhabenheiten. Der Nebenhodenschwanz ist wegen des Tumors nach oben 
gedrückt, aber der Hoden ist unverändert. Histologisch zeigt die Geschwulst 
das Bild des Fibrosarkoms, in welchem teils spindelige oder rundliche Zellen, 
teils Riesenzellen und hie und da myxomatöse, sternförmige Zellen vor- 


handen sind. 

Beim Fall 2 bestand seit der Kindheit ein etwas grosser Hoden, das 3 
allmählich wucherte und im 16 Lebensjahre Faustgrösse erreichte. Der : 
exstirpierte Hoden ist faustgross, seine Oberfläche teils glatt und teils 
verwachsen. Der Tumor hat sich wahrscheinlich von der Scheidenhaut des 
Hodens oder von der des Nebenhodenschwanzes entwickelt, weshalb der 
Samenleiter teils zerstört ist. Die Tumorzellen sind spindelförmig, hie 
und da sieht man myxomatösen Bau, der Hoden und das Nebenhoden- 
parenchym sind nur atrophisch. 

Diese beiden Geschwülste der Scheidenhaut sind relativ gutartige 
Sarkome, welche von dem unteren Pol des Hodens oder von dem Neben- 
hodenschwanz ausgehen. Es handelt sich hier nicht um einen entzündlichen 
Pseudotumor, sondern um eine Geschwulst, welche aus der embryonal 
verirrten Scheidenhaut entstanden ist. Das Hodenparenchym der beiden 
Fälle lässt ausser Atrophie fast keine Veränderung erkennen. 

VII. Die Metastase des malignen Tumors im Hoden: Beim Fall 1 
nimmt die Metastase ihren Ausgang von dem skirrhösen Krebs des Colon 
sigmoideum. Die beiderseitigen Hoden sind elastisch hart, die Kapsel ist 
glatt und grauweiss. Die Schnittfläche des Hodens ist bräunlich, das 
Parenchym vermindert. Im rechten Hoden sind 3 und im linken Hoden 2 
bohnengrosse grauweisse Geschwulstknoten zu sehen. Nach dem mikros- 
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kopischen Befunde ist das Parenchym des Hodens stark atrophisch, das Inter- 
stitium ist locker, in welchem sich das Krebsgewebe befindet ; die Krebs- 
zellen sind polymorphisch, haben sparliches Protoplasma, chromatinreichen 
Kern, es sind aber keine Samenkanälchen zu sehen. 

Beim Fall 2 nimmt die Hodenmetastase ihren Ausgang von dem Riesen- 
zellensarkom des linken Orbitaldaches. Der linke Hoden ist etwas kleiner 
als der rechte. In den beiderseitigen Hoden lassen sich bohnengrosse, 
grauweisse Geschwulstknoten erkennen. 

Die Sarkomzellen sind meist rundlich-oval, gross und teils mit Riesen- 
zellen vermischt. Der Kern ist im ‘allgemeinen hell, die Zellgrenze ist 
deutlich. Das Parenchym des Hodens ist leicht atrophisch, doch ist die 
Spermatogenese noch gut erhalten. 

Bei diesen beiden Fälle wurde das Tumorgewebe ausschliesslich im 
Interstitium des Hodens aufgefunden, die Beschaffenheit desselben war dem 


primären Herd ganz ähnlich. 
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形 態 に て 存在 せる や な た 検 査 せ ん , - 脱 見 及び 15 BU FD) 127 I= T 
16 KEK D COMABA 315 例 を 普通 切片 に て 検査 せる に , その 重なる 結果 こし て 
副腎 皮質 42 例 有 内 に 於 ける 細 の 形成 8 Pl, 未 分 化 細 精 有する も の る 2 例 
分 化 細 管 上 増 殖 有する も の 1 例 見 出し 得 た り 

し て 此 の 研究 に 供し た る 小 , 及び 成人 材料 は , EX LORE 


Tabelle I. 
Alter [Fous} 1 | 2 |3 [a | 5 
Zahl d. Untersuchungen | | | 
Art d. | | 99 
gefundenen LS | 17 36 | 2 | 6 9 x 
Gewebsbestandteils = | | | | 
Accessorische Nebenniere 1. 8 
| 5 2 = _ 
| Total | 2 | 1.3 | 1 
in Tunica albuginea rer 
Indifferente Kanälchen | | 一 | — | 1 | — _ ーー 
| b る 1 — 3 2 
1-12 191.138 1 
| Total | — | 4 | #171 oe 


8 | 9 | | ‚unter | Total 
| | | | | 
| | | | | | | 
ー | 1|- | — 13 
ー | | — — 1 
1 5 
_ 8 


(b. =beiderseits, I. =links, r. =rechts) 


| 
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Tabelle II. 


Alter |16|17| 18 | 19 20 21 22 |23 | 24 25 | 26 
Zahl d. | | 
Art Untersuchungen 3|5| 4| 5| 3/ 4] 3] 2] 8 | 
d. gefundenen | | | | | | | | | 
__Gewebsbestandteils | | | | = 
Accessorische Nebenniere 1 
Missbildung der Samenkanälchen | 
s : 1,1 | 
in Tunica albuginea 
Rudimentäre Kanälchen | 
Konkrement 
Total | 
(27/28) 29 30 31 32 33 34 35136 37|38|39|40|4|42|4|4 
5| 3| 3| 4] 2] 4] S| 2 
r,1 | 1,1 | ca 
r.] | | 
45 46/47/48 49 50 51 52|53 54 55 | 56 57 | 58 | 59 | 60 | 61 | 62 
| 4| 3] 2] 5] 5] 4) 2] 3] 4] 4] 8) 4) 4 
| | 
| | | 
| 
| | | | | | 
1,1 | 1,1 | 
| 
| 63 | 64 | 65 | 66 | 67 | 68 | 69 | 70 | 71 | 72 | 73 | 74| 75 | 76 | 7 | 78 | 79 | 80 
| ! | | | 


6% 
| 
| 
| 
| P | | | | 
5 5 1 3 1 3 2 1 — 3 3] 
= | | | | 
q 
5 | | | r,1 | | | | | ; 
0 | | | | | | | 
4 | | | | | | 
| | = 
We | | | | | 
| | —-|—-|—] 
| | | | | 
| 1,1 | | | 
a | | | | | 
| | | | 
4 
2 3 


も の な り . 

MIL, 種々 な る 固定 法 を 施さ ん こし 
315 て , 之 れ を 二 三 に 分 割 す る 時 に は 連 貫 切片 製作 に 支障 を 
- す 以 て , 固定 法 に は 10 2D 
1 | ®. 
| 10] 主として ペ ラフ ィ ン 」 包 理 法 に より 切片 を 製 

作 し , 必要 に て 水 を 施せ り 成人 は 1 個 

2 一 4 CTA 5 
ラフ 」 標 本 し 時 に 臨み 水 結 作れ 5. 

談 腫 検索 する 時 出來 得 れ ば 固定 後 始め て 此 の 部 分 に 割 加 ふる な 可 ミ こす. 

RO 例 お ぁ を以て に 附 記 せん こす . 

但し 余 の 1 例 さ は 1 人 潮位 と ど し て 敷 へ た る も の に し て 材料 の 大 部 分 は 一 土 得 た る も 片側 
の み に 限 られ た る も の の 十分 の 二 あり. 

ZEIT Tabelle. I, II, の 如 し . 


81 | 82 | 83 | Unklar | Total 
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1, 副 堅 附近 に 存する も の Morgagni(1), Duvernay(6), 新潟 病理 (9). 
Chiari(3), Lubarsch(8), Rokitansky, Grawitz, 
3. 肝臓 附近 に 存する も の 。 新潟 病理 (2), Schmorl. 
4 2 Dagonet(1), Pilliet, Meyer(6), Rossa. 
BLD, Chiari(1), Lubarsch, Ajutulo(1), Dagonet(1), 
Michael(5), Friedland(1), Ulrich, 新潟 病理 (④. 
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6, Dagonet(1), Roth(1), Wiesel (23). 

7 陰 陽 の に 存する も の. Gunkel(1). 

3 BARR T ALO. 新潟 病理 (1). 

以上 は 腎 に す る の 大 要 に し て , TET 
f(t, Dagonet, Gunkel, Michael, Friedland, Roth, Lubarsch の 諸氏 な いり. 

る は Wiesel 720. KENERDLAHE AL 15 E30 個 中 , 23 の 副腎 皮質 芽 を 姜 見 
L, 其 内 雨 側 に ある も の 5, 片側 に ある も の 183, その 中 9 は 右側 , 4 は 左側 に し て , 
ERIS, 凡そ SES. 

ROS Oh 44 Pl, 84 個 を 検査 し , 雨 側 に ある も の 
19, 右側 の み 4 例 , 左側 の み 1 例 , 合計 6 例 7 個 を 見出し, 8.4 迷 の 成績 を 得 た め 
以外 の 動物 に て は , ER び RD, TIS 28-2612 
間 に 特 細 胞 有 す ミ ひ Wiesel (SARS. 50 に 
IRS. 

EO, ミ の 開 係 あぁ を 知り , 他 の 過誤 腫 の 有無 
ミ 同時に, Ze 4, 肉眼 上 認識 し 得々 も の は 
分 の 一 過ぎ すず , KO, 始め て 見 得 た る も の に し て , Rem 
人 例 に 於 て は , 1 例 も 肉眼 に て 見 出す こ ミ 能 は ざり き 

第 一 項 副腎 皮 質 芽 の 症例 

の 皮質 症 例 を すれ ば Tabelle II の 如 し . 

第 二 項 

1. 玉 皮質 の 肉眼 的 所 見 

を 有する も の に 限り , 肉眼 に より て 容易 に 姜 見 し 得 れ ざ も , 非 定 型 的 の も の は 極め て 
各 成 人 例 に 就 て は , その 存在 を せら る ゝ 部位 を , 組織 に 検査 
し , その 有無 を 謙 明 せる も の な りり . 

IRCHEFTFZEDEHH LAL, その 周 園 は 結 締 織 膜 に て 被 色 せら れ , HCFA 
LODZ, TOMS AT, 
K UC, 従 記載 せら る ゝ も の ミ せ 0. 
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2. 

定例 の 組織 標本 に 付き 測 微 計 を 以 て 計測 す ぁ に , 表 に 示す 如く 最小 の も の は 直島 
0.104 x0.104 mm, 最大 の も の は , 2.6x1.69 mm に し て , Gunkel 氏 の 1.5em K 
の 如き も の を 見 出す こ ミ 能 は す . 

(TERE TH SS, 又は 頭 部 ミ 精 系 ミ の 間 , 或 
は 頭 部 上 方, TE O, 

定型 的 の も の は , GO 網 の , 及び 中 心血 管 有 す , 
HORSES KS REL, 細胞 も 大 に し て 多角 形 を 早 し ,「 ェ オォ ジン 」 に て 淡 染 し , & 
胞 有 す , RISE, 園 形 は 多角 形 に し て 水泡 性 な り , ZS dH 
O, 細胞 は に 配列 し , 網 の 細胞 は 離れ 離れ に し て , 中 心血 管 
を 有する も の あいり, 無き も の あり , 中 心 に 如き も の あり , Blt 
の 細胞 案 間 に , 毛細 を 有する も の あめ 0, 殆 さ な きも の あり , MFM ED 
は , 中 心血 管内 に , MER OD 
非 定 型 の も の は , ES OO, BAR, Ad, we 
HPO SOTHO, BARS, HRS し て は 不 規 則 の 配列 を な 
し , 毛細 管 有 する も の あり , 有 せ ざる も の あい , 
微 の 結 締 織 有する も の あいり, - の 成長 する ミ 
に , せら れつ ゝ ある な り ミ 見 る ゝ も , CE, 
HORA, CES HL, も 後者 に し あり て は , 
AMT AAD MS DRC, は れ を 非 定 型 的 副腎 皮質 し て , AB AWK 
特別 に 存在 せ ち も の な り ミ 認 む . 

吸収 型 は, 周 の 結 締 織 が 不明 ミ な り , 少 の 基 る 結 締 織 第 に し , 
その 間 に 多数 の 毛細 管 認 む もの , は 全く 認め さる も の あり, O 
化 な き に 反し 中心 の 網 0 結 締 織 増殖 て , 
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BTS EODO, 定型 的 , は 非 定 型 的 の も 
Dr, 吸収 せら れつ ゝ ある ぁ る 像 を 示す も の な れ ご も , 非 定 型 的 の も の に し て , BARB 
の 結 締 織 少 し く 増 加 す る も , 程 不 な ら , S 
の に あり て は , れ を 吸 型 ミ 認め 得々 や , や 其 困難 な る る 場 合 あ 0. 

兄 及び 小 の 皮質 を 比較 する に, の 中 心血 管 有 する 定型 的 皮質 
(第 2 例 ) は , OD Ab, 各層 細胞 その 形態 殆 さ 

KULT 核 及び 原形 質 何 れ も 鮮 明 な り , 然 ぁ に 小 兄 の 定型 的 三信 を 有する も の は 
夫々 特有 の 形態 示す に る . Wy OB 
は , EBC 然 後 多く は 小 成長 する ミ 共 に , 
次 第 に 吸収 赴く も の な 然 れ ざ も 4 歳 に 達し て も , ARS N 
ヶ月 に 達せ ぁ も の に し て , 
皮質 芽 2 個 , 不定 型 の も の 1 個 あ り , TORING, 及び 網 央 層 は 吸収 せら れつ > ゝ > ある 
も の あり , 即ち 吸収 の 時 期 は 従来 靖 へ られ た る 如く , 一 定 せ る も の に 非 す . 

7S TA EO, REITER BOIS, 比較 定型 的 の 
も の 多 し , MO 
BAO, 

S, 又は 蘭 き 結 締 織 膜 に て 被 色 せ られ , PEN 
に 結 締 織 中 に し , 或 は 境界 不 足 な り , OR A 50) 
HO, 周 園 に 毛細 血管 及び 血管 有する も の あり , 全く な きも の あり , BAR ein 
ある も の は , 血管 充血 接 張 せ ぁ も の ミ , WPS LOTHO, 必ずしも Wiesel 
DEAD, UT, その 周 は 常に 血管 な る も の に 非 す . 

ACS, 検査 し 得 た ぁ も の は , 何れ も 各層 共に , SROKA: 
4, 宇 ミ し て 不定 型 の も の に し て , ZOK 3 (SAH 0.6%0.36 mm 最大 は 2.34% 
1.85mm 何れ も 可 な り 犬 な る 皮質 芽 な ら . 

BAAD RIT EOD OAMARES, その に て 腺 様 を 
DIL S DOATE GF, ILD COBB 

42 PAS OT, 中 に 原形 に 富める o, 


c\s 
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締 織 に て 閥 まれ , PROF OH, 核 は 大 小 不同 に し て , 中 に 互 大 核 を 有 す 
る も の あり , MOP 
88, 39, 40 pid KEIO KOO, 形態 は 各 例 に より 多少 異な れ 
S PRA 7S S BRK の 構造 す , 40 PID 

管 の 移行 部 が , PAO, その 結果 生ずる 現象 な りや , 
又は Wolf 氏 管 の 残 験 物質 な りや 制 別 し 能 は す . 

AOD BPE 一 見 し て 組 織 ミ 難 き も , 仔細 
CPE TUE, その 一 部 に は , 皮質 特 有 な 構造 有 し , 
#50, 且つ 細胞 内 に 宰 胞 あ る を以て , 比較 的 容易 に 識別 し 得々 も の な いり . 

第 三 項 B R 

・ 一 表 に 示す 如く , 兄 及び 15 小 127 例 中 37 例 , 第 二 中 16 
83 CO 315 Pe, 5 例 ( 左 2 右 3) の 皮質 見 出し 得 た . 

MUT, 58 37 例 中 ( 雨 側 を 検査 し 得 た ぁ も の 33 例 , 1 人 則 の み 検 査 せ る も の 4 foil, 
合計 70 個 ) , OL T LT, 合計 20 個 を 見 出せ り . (1 個 
S EE AE 1 OD 6 Pi, 2 個 の も の 1 例 , AL 
に 付き , PRE LO 2 3 Pl, 2 個 の も の 3 例 , 3 個 の も の 1 例 , 合計 12 個 
5b). 

片側 に あぁ も の は , 左側 は 15 ANZ 19 2 も の 2 例 , 3 個 の も 
D1 右側 は 15 例 に て 16 個 (2 個 の も の 1 例 ) HT, BD 
見れ ば 29.6 し て , TARE 127 
196 個 の 中 , PE YE 55 28 Wiesel の 76.5 見 に 比 
し , その 生 に 及ば ず , 鈴木 の 8.4 26 OD 3 O, 

叉 左右 の 何れ に 多き か に 就 て は , Wiesel Hee 23 個 , MMW も の 5 個 , 左側 4 
個 , LT, 側 2 個 , 左側 1 個 , 右 4 個 を 有する 
ゃ 以 て , O SHES, RO 小 及び 成人 例 合計 42 例 中 , 右 が 左側 よ 
り 多 きこ ミ は 1 例 に 過ぎ ず , ER ER 

に 過ぎ さる も の あり , X - 側 2 個 , 又は 3 個 を 有 し , 他 側 に 1 個 を 有する も の 即ち 1 
a, 又は 4 個 あ な も の あり , 或 は 人 則 2 個 を 有 し , 他 側 に は 全然 な きも の あめ . 


> 
i 
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35 例 の 如く 4 個 有する も の は , ARO, 

の 成長 する ミ 基 に , Wiesel O ter 
2 以 上 に 於 て 全く も の に 非 , 各 年 齢 を 通じ , れ を 保有 する も 

成人 例 に て は 5 印 も 17, 37, 40, 56, 73 1 し て , 
れ ば 1.6 WERE O, 小 見 よ り に 少な きこ ミ は , 第 に 小 の 成長 する ミ 共 K 
OWE I KO, eo, 少な か ら ざ る に 
る も の ミ 信 ささ. 

は , CS, 影 を も 認 む こ ミ 能 は ざり SBA, Marts, Orth, 
Lubarsch は , EEO MADR SIS, その 小 な る が 故に , 看過 せら れ 易 き に よる 
も の な らん ミ 云 へ 0 り , 余 の 検査 は , 氏 等 の 想像 の -- 端 を 詩 し 得 た る も の ミ 云 ふ べ し . 

ROME THD TAK, 吸収 せら れ て も の な る も 
SOP AUS KOKA O, 部 は 残存 し , 或 は 全く 
まそ の 形態 を 保ち , に は せら れ さ ざる の みな りら Od) 
0, 

127 37 例 , 315 例 中 , 5 
AVILES, 及び 間 細 胞 等 の に は , 特別 の 

Roth 1889) (4, Addisson PFA 
【 信 肥大 を 認 む る 例 を 報告 し , Wiesel (Suto 
OR ILS MLS KO, その 代 倍 性 機能 の 有無 を 試 
みん ミ し て , EL, 左側 を 摘出 し た る に , BALA 
皮質 FOAM K O STS, その 生 腺 に る 係 に 就 て 
は , A L 
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0. 

Arik. CBT AT, その 一 部 の 腫瘍 
JOM Mb CHIT 然 れ も , 直接 此 の 
MAGI, 第 41 及び 42 例 の 如く , 細胞 の 大 部 分 は 生 ゝ 多 形 性 ミ さ な り , 核 も 大 小 不 同 
腺 基 を 示し , 又は 構造 を 思 は 
す も の あり , 此 の 2 全然 吸収 の 傾向 な く , 増 肥大 を 認 む れ も , 
に 東 の 形態 を 保ち 。 叉 周 の 境界 は ほ 識別 し 得 ら ゃ ゝ 部 分 . 

tr 自律 すれ ば ミ な り 得 も の な れ も, HD CHES 
BESS. 

1. 15 ELIF 127 例 中 , 37 例 に 55 
0, MND 4 BE CE b, 定 型 的 の も の , 
WO LOIS, 各 年 齢 を 通じ て れ を 認 む 定型 的 及び 定型 の も の 
HO, ヶ月 に 達せ 1 個 の に 2 個 の 定型 , 及び 1 

2. 成人 315 5 例 に 5 認め た ES 0 7% 
0, 腺 様 構造 を な せる も の に し て , 中 に 2 例 の 銀 形 増 殆 せ る も の あの . 

3. 小 見 , 及び 成人 の 検査 42 例 に し て , 60 EE 小 
29.6%, MAK 1.6% 

4. 小 の 成長 する ミ 共 に , &, そ 
の 内 の - は 全く せ ず し て 高齢 に も の , AT 
も の あいり . 

5。 ES, 色素 沈 を 認め ざれ 成人 の 皮質 細 は 色素 
EDO, 叉 小 見 の も の は , ZONE, 成人 の も の は , 固定 の 開 係 上 之 れ 
を 譜 明 し 得 ざ れき も ,「 ヘ へ マト キシ リン シン 」 標 本 に 於 て , 多数 の 裕 胞 あぁ を 以 て 見 れ ば , 
同じ く 多 量 の 脂肪 有する も の ミ 認 む . 

6. CT, 内 に 迷 入 せる の 過誤 腫 な り , 
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の 皮質 芽 は 自律 的 に し , 
の ミ へ らち る も, TOR 


第 二 章 輸 固有 白 膜 層 内 に 於 ける 細 精 管 及び 
HESATAME 


る も の あり いり, Rots FITS OSI METIS, 
Meyer 7 > A OWE 1 例 の 記載 あぁ の み に し て , 
の か 得 た 0. 


FRA EM 


第 1 例 DAK 10 7 

SH: 肉眼 的 所 見 (左側 の み ), AME AMORA, RT, 硬度 
は 弾力 性 な り 、 固 有 に 血管 する 外 異 上 認め すず . 

の 前 方 副 頭 より 前 下方 に て , 有 内 に , 
RELIED CHEL, その 外側 は , 表 皮 直下 に 達し , 内 方 の 一 部 は , 
HED TE し て 未 分 化 の 細 管 上 以 て 充 さ れ , 中 に 三 の 精 原 細胞 た 認 む , 
UCR 此 等 細 内 に は , 生 小 な る も の わり 少な く 細 精 

第 2 例 宮澤 某 40 月 

za: 肉眼 的 所 澤 に し て , 

ROMA ARIZ, 一 個 の 可 な り 大 な る 
ILD ERED ~ その 位置 及び 形態 より 副 々 
LOM, 

LAO 不定 型 の 皮質 芽 一 個 あ ED の 毛細 


e 


3 
3 
= 


Wit, 褐色 に UC, BAST 

上皮 に て 充 さ れ , 中 に 三 の 原 細 胞 む , OK 長 0.375 mm 0.13 
mm 5; 0.12 mm た 有 し , 且つ 此 の 部 分 に 存 せ る MIL, PANDLOSER ERST, IL 

第 4 例 橋 検 例 で 9/VI 1934) 伊藤 革 1 J] 

検診 断 大腸 加 符 
肉眼 的 所 見 左側 0.95 ar Cail FEIT) ACS 1.2cmx0.9cmx0.7cm, 右側 0.95 
面 は , 左右 共に 赤褐色 に LT, 

CH SH, PIL ASO BM LOD AME It, も の 連 絡 な く 

第 5 例 東大 病理 番 253(5/XE 1934) 永井 2 JI 

SA: 肉眼 的 所 見 1.4emx0.6emx0.75 cm 1.5 gr alll 
PMS AS 1.5cmx0.6 cmx0.85 cm HM AME OM 何れ も 固有 

全 選 り , BEAD HMA DO, PIL EMO EMRE, 細 
精 は 分 化 の 上 に て さ れ , 中 に 三 の 精 原 細 胞 わ り , 表皮 下 に 敷 個 
あお あり, 内 方 に 進む に 従 び 多 敷 密集 す , 周 有 白 膜 の 結 締 織 繊維 は , BROT CHAT, 


> 
3 


712 


第 6 例 CER ARE 239(19/X1 1934 5 5 ヶ 月 

SH: 肉眼 的 所 761.25 gr IZ) AS Fi 1.3 gr (Ki) 
KS 1.4cmx0.9cmx0.8 cm AIM EAD BA ARIS, db, 


SMO MA AMS その 細胞 は 原形 に 乏しく , は 色 質 に 
AKTE 

第 7 例 52025 IV 1935) 13 pe 

SH: 肉眼 的 所 見 左側 1.7cm※1.1cmX1.0 cm 右側 1.7cemx1.2cmx0.9 cm LD 
A ARIS, LITRNERET. 硬度 は 強力 性 な . 割 面 は , 各 小 葉 共 に 著 明 に し て , 

AM EAD TC, A 個 の 不 完全 な る 細 精 わ り , 
LC AMMA LE, その 中 心 に は BÜRTTO 

zZ: 肉眼 的 所 見 左側 8.9gr AS 3cemx2cmx1.7 cm 右側 10gr KS 3emx2%mx1.7em 
ADK Me 2 BEN OM MD D, 硬度 は 弾力 性 軟 に し て , 割か 加 ふ る に, 
MTL MM EMD 褐 色 に し て , 

L, 下 は 内 に 存 し , 他 の 
AT, 有 に 存 せ る 部 分 の 中 心 の 細 精 は , 
邊 の も の は 小 な り 精 細胞 , 
WAT, EA L, に 認め らち ら る 。 


3 
1 
4 
= 
g 
: 
4 
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括 及び 考 

6 例 は 白 膜 に , 二 BAIS, 一 小葉 
PUNT TIS, 部 は 外側 の 表皮 下 に 達し , 一 部 は 
OF SMS, BOI, る 例 は 内 部 
LT, 外側 の 表皮 下 に が る も の あい 0. 

此 の 細 精 , A 40S 管 の 大 小 不同 に し て , 
内 に , COOMERA 原 細胞 , 及び 
細胞 あり , 中 に 此 の 組織 の 
界 に 0 注 すれ ざ も , その - 部 は 細 膜 に 突入 (= 
認め ら る . 

OS ALE OCIS, 有 膜 の 繊維 幼 な る 結 
織 よ りな , MP LOVES, 多く は 規 則 な り , 膜 , S 0 
境界 不 則 に 出入 し , SE FERS, ATS LOD Wi 
か る 管 の 部 が , AT も の は 全く 内 部 ミ 連 絡 を 


然るに る を 有する も の は , 16.150) § 2, 8 ま で の 小 見 , 
白 膜 の 細 精 形 は , 小 見 の 成 民 する ミ 共に せら れ 注 する も の ミ 認 
y, 

MOM BO, 細胞 は 原形 く , 此 の 細胞 如何 な る 
種 に 局 す る も の な りや な , 第 2 例 は 近 き 固有 白 膜 に , 一 
(Appendix testis), 印 ち も Wolff 
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過程 中 , 偶々 固有 白 膜 層 内 に 甘 入 せら れ た る 残 基 ミ 認 む べき も の に し て , Wk 
MU A! BODES UCTHAL AT (Stn 
何 な る 原因 に 依る や 不明 な り . 


t 


第 三 章 


(rudimentäre Kanälchen) に て は , Pick は , CERRO 
tubuläres Hodenadenom を 見 出し , 炊い で Chevassu (SPERM B 

も の を 報告 し , 之 れ を 珍し か ら ず すず ミ 云 へ へり, その後 Robert Meyer, Oberndorfer 等 
Ts, 未だ れ が 記載 な し , 之 れ を 見 出し 
た たり,。 

第 1 例 10713 VI 1935) 塚本 2 

ZA: 肉眼 的 所 見 WMO AS 左側 1.5 cmx0.9cmx 
0.8 cm, 右側 1.6 cmx1.0 em x0.8cm 

組織 的 所 見 方 に て , 内 より 小葉 に 向 ひ , その 近 の 細 
ROME LIENS, 分 化 の 細 あり , 測 微 計 に より れ を 計測 す 
れ ば 終 隔 内 に わる 部 分 は , 幅 0.455 mm, fF 0.65 mm, 小葉 間 に 存 する も の > ゝ > 長 さ は , 0.65 
mm, 幅 0.13 mm に UC, RUSS 中 に TS 
も の あり, FAIA, 上 細 胞 を 認 む ES LT, 
し く , 中 に Haematoxylin 2 有 す , Mallory 染色 に よれ ば , MRO 
質 は 淡紅 色 に し て , AI RET 

zZ DOW “EX し て 分 化 の 上 に て 充 さ れ , 中 に 二 の 細胞 認 む , 問 質 に は 
格別 の 化 な し 

第 2 例 足立 30 歳 

SA: 肉眼 的 所 見 LT, 

管内 の 上 は 殆 ざ し, ON SCHE ET, 

PIS 鮮明 に し て , OR RUDI 


N 
er2 
“a 
5 
X 


715 


BZR 小 括 及び 考 
他 の 細 精 管 上 よ 著 し く 小 に し 
て , HR RSH 2 BL, その 細胞 の 排列 は , 腺 管 の 形 欺 に 類似 すれ ぎ も , WME 
成人 例 に て は -- 層 の 園 上皮 よ りな り , 
得々 も O. 

R. Meyer は , UATEAKA (tubuläres Hamartom) 4F (Hamartoblastome) 
AFAO OL TC, (Marion, Askanazy, Robert Meyer, 
Unger) % Marion Weyenth \-itıl&, ektopischer Hoden, Ovotestis よめ り 精 上 
皮 腫 を 義生 する こ ミ あり ミ ふ , O (tubuläres Ade- 
nom) に 精 上 を 生ま る ぁ る こ ミ あ り いり, 又は Hormon 
| 

RL, 此 の 部 に 上 
BES LOS 見 出し た り ミ 云 ふ . 

15 ALA, の 細胞 又は 分 化 の 細 精 を 明 し 能 は す , 
然 れ ざ も 細胞 の 形態 配列 は 分 , FAS 2 

Oberndorfer ik, 縮 せる の BIL, 往々 腺 様 の 腫瘍 様 増殖 を 認 む る こ 
THO THA, 2 細胞 の 核 の 色 質 は 


も の に し て , TED 


SOS 末 分 化 細 精 管 上 皮 増 殖 の 一 例 


に 4 SRE TOMAS, 細 有 す る 往々 均等 な ら 
ざる も の , 又は 姜 育 不全 を 有する も の あり , 然 れ ぎ も 小 菜 間 の 部 の 細 精 管 が , KH 
則 に 膨大 , 管内 の 林 化 上 細 増 殆 を る も の に て は , 木 だ れ に 開 す る 
Sb, は その を 得 た 0. 


| 
| 
| 
XUN 
| 
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BEE 1932 年 7 月 28 日 頃 よ り , 腹部 硬く , 
東大 小児科 れ 入 院 し , 9 月 20 

現 症 WARIS, 一 般 に 膨 隆 し , 殊 に 右側 に 著 し , Ve PAPUCRHRT, 腫瘍 は 腎 張 し , 一 部 硬く , 
小児 頭 大 に UT, 腹部 の DARREL, 下方 は 小 に 達 す , 内 側 
は 正中 線 越 ゆる ここ 3 横 指 な り . 

ORD FT, 出 術 ふ . HE 17cem, 横 12cm, 4 
42cm, 横 36 cm に し て , 1124gr な 。 の 内 上 方 に は の の 上 出 
L, 硬度, SL, 中 央 に に ひ , 次 腫瘍 組織 に 
Bird, の 表面 は に し て , 面 は 結 締 織 に より , 
SS, 最大 な る ぁ は 中 に し て , KABA SL, 
す , PRR LIS UT, Kid, 上 その 中 間 の 形態 か す . 

手術 後 18 日 に し て 退院 せる る も, EL, 27 ABEL, 
に 

Hh 

或 る 所 は LODO, 面 し て 基質 に は , FS MME 
共に 種々 な る 方 向 に る . LT, 
胞 さ し 召し , TOM BOG MRED 


界 は に 移行 する T SAT, AM OMB L LO x 


~ 
= 
4 
=. 
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LS, ち 腫瘍 を 形成 する 種々 な る 細胞 中 , 特に 此 の 細胞 肉腫 の 細胞 が , 比較 的 迅速 
S LOUD, 

Si: 白色 に し て , 硬度 は 性 硬く , 
eit, 肉眼 上 異常 認め ず 左側 0.9cemx0.6 cmx0.5 cm, 右側 1.0 cemx0.6 cemx0.5 
cm. 

LHO~DRAI, SMR ER L, 管内 に は , 
HARES, AT FEL, その 細胞 は 原形 質 く , 
ST. LT, 質 に は 格別 の な く 。 毛細 管 の 充血 
な し , WO-DEAD AMIS, ADD CHES HL, PIL DRO Rit 
SBS し て 鮮明 な り , 

SERVER 

上 の 如く 本 例 は , 45 CR, 腹膜 の 
の 構造 有 し , GRIT ETE LT, 
電 も 専ら 此 の 構造 有 す . 

膨大 せる る 細 精 管内 に 増 せ る 分 化 上 皮 細 胞 , 
SHS, 且つ 細胞 の 如き 多 形 性 を 認め ず , 間接 核分裂 像 な 
く , LT, 間 又は 血管 等 の な きこ ミ ょ いり 見 れ ば , 
に 非 ぐ る こ ミ 明か な り , MUT 此 の 未 分 化 上 皮 細 胞 増 殆 を 有する 細 精 管 は , 一 つの 
RES; EEN も 過誤 腫 ミ 認 ぜ むべ きも の な のり 0. 

余 は 18 POF 2 例 の 3 より 長生 せる ぁ も の を 見 出し , 
腫 は 成 落 せる 細 精 管 上 皮 の みな ら ず , 本 分 化 細 精 管 上 皮 に も 義生 し 得々 も の な る こ ミ 
EEO. MUT, 本 例 に あり て は 木 分 化 細 精 管 上 皮 閉 し く 増 殆 し , 且つ その 細胞 は 
極め て 腫瘍 細胞 に 類似 せ ぁ こ ミ に 微 す れ ば , Wid S AAMC MATE LIS, 腫 場 ミ な る 
べき 可能 性 有する も の ミ ひ 得 べし . Bb < 精 上 腫 は 細 
KOR ETA BORO Wiad RIS, NEE 


BLS 


| | 
| 


第 一 項 綿 括 


EMO AN ¢ 42 Pl, 固有 層 内 に 於 け 細 精 の 形成 例 8 未 
Fy ie ER 2 AS D&O) 2 Pl, 木 分 化 細 精 管 上 皮 増 殆 を 有する も の 1 例 を , 見 出し 
0. 

1. 

に 分 類 せ ん ミ さす 

定型 的 の も の は 4 歳 に 達し て も 全然 吸 政 駄 態 を 示さ ゞ る も の あり , 又 13 歳 6 ヶ月 
ATS 2 個 , 非 定 型 1 個 , 
する 例 を 見 た り , OPIS BIKE ある も の , 
SPEAR も の に 非 . 非 定 型 和 的 の も の は , MA, 
老人 に 通じ れ を 認 む れ ざ も , S LHS OSH 吸 型 は , 前 
AYO) FF AO DS 720, 少量 の な る 結 締 織 が 内 か に 向 つ て 
KL, 又は 中 心 の 綱 0 め き 結 締 織 増殖 し , SOS 
られ つ ゝ ある も の な いり. 

及び の 副 皮質 を 比較 する に , O 中 心血 管 を 有する 定型 的 皮質 
は , の 形態 共に 明 な も, UT, 
買 何 れ も 淡 明 な 0 り , MEDIC, 小 兄 の 定型 的 -: 層 を 有する も の は , 各層 の 細胞 は 大 々 特 
有 の 形態 示す に 至る , Wr RES WI, AR 
BATS 然 後 , 多く は 小 成長 する ミ 共 に 次 第 に 吸 に 赴く 
も の な り 0. 

BASE AL OE ES し て 不定 型 及び 吸 型 に こし 
T, その 大 な ぁ る も の は 2.834 mm x1.85 mm な り め . 

第 41, 42 例 の 皮質 細胞 は , し 腺 様 を 早 す , TO 
の あ れ も, ジン 」 に て し , 「 ザン 」 に より 
Yor (HED dO, 芽 組 織 ミ 周 の 境界 明 し て , PALS 
め ざ る の みな ら す , 反 て 異型 増 方 を な せる 傾向 あめ. 

報告 は Debernardi 氏 の 小園 形 細胞 
肉腫 の 1 Pil, 及び Geza FOS ALTFIEO 1 例 の 外 , =, 三 の 断 片 的 記載 あぁ の る . 

RISB ALOR, 精 上 腫 , 又は 混合 に 付き す る に , その 部 の 腫瘍 組織 
は 第 41, 42 例 の 異型 腺 様 増 殆 を な せる 芽 組 織 に 類似 する も の を 認 む れ ご も, 直接 此 
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OE 腫 場 に 移行 する を 見 る こ ミ HEIL TO 

2. 

EDS, BEAL S AL — 
種 の 過誤 腫 に し て , に は 凡そ 29.6%, MAILE 1.6% FS, 
その 異型 増殖 有する も の 僅か 2 例 に 過ぎ ざる を 以 て 見れ ば , IMO RBH S 
li , その は 極め て な 0 . 

(SB IL 管 の 大 小 不同 に し て 不 完全 な る 管 膜 を 有 し , 

質 し く 細 相 集 す 。 TE CMTE SAL 

ES BOVIS, 多く は 不 規 則 な , BBL 
Hu AL FES CBA DOH, 14% Wid d 
Le ATS LOIS ES 2, 3 BETO 
む , 例外 ミ し て 16 ROL AIS, TO ミ MRT AD 容易 に Balk 
709, 

第 2 例 は , L OHO, Wolf 
氏 管 の 残 基 ミ 認 むべ きも の な のり の . 

上 の 如き も の は , 偶々 固有 白 膜 内 に 封入 せら 
BOSS 何等 悪性 化 を べき 性 質 を 有 せ すず, 

3. 未 分 化 細 精 管 群 , RUSAMSORREKS 1 例 
小 於 ける 分 化 細 大 細胞 は , 他 の 細 精 管 上 皮 よ め し く 小 に し て , 
VRS L, その 細胞 の 排列 は 腺 管 の 形 類似 すれ ご も 明 管 を 認 
て 未だ れ を 知ら 

R. Meyer, Marion, Weyenth 等 に 依 ば, 未 分 化 細 精 よ 0 管 腺腫 (tubulares 


= 
| 
| 
| 
L 
3 
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Adenom) EFS OTA O, DS SEARS, 又は Hormon 
(tubuläres Adenom) より 悪性 腫瘍 , PRIDE MEIC BIE 
BORO TRA 又 塩 田 氏 は 小 見 艶 丸 腺 癌 中 に 脱 生 期 細 胞 が 群 を な し , 此 の 部 分 に 上 
BEER TEAK LO ある 像 を 見 出し た り ミ る . 

RASA ACMA TERE 2 直ちに その 腫瘍 ミ 如 何 な ぁ 係 に お れ り や 
を 明か に する こ ミ 能 は ず , に 一 種 の 過誤 腫 ミ し て 丸 内 に ぁ こ ミ を する に 過 
FF. 成人 例 に て は , 0 
て , RG REL, 

4, 未 分 化 細 精 管 上 皮 増 殖 の 1 例 

左側 塁 丸 の 一 小葉 内 に 辞 を な せる ぁ 細 精 管 は 大 小 不 同 に 膨大 し , 管内 に は 他 の 細 精 管 
OF その 細胞 は 原形 質 し く , 

AMS PERRI LT, その な ぁ 腫 の 成分 は 

膨大 せる 細 精 管内 に せる 分 化 上 細 胞 は , 純 細胞 に すれ 
SSH CUT, 且つ 腫 場 細胞 の 如き 多 形 性 を 認め ず , 叉 間接 分 裂 像 な く , TEE 
明 に し て 間 又は 血管 等 の 化 な きこ ミ よ り 見 れ ば , に 非 ざ る こ ミ 明か 
70, し て 此 の 分 化 上 細 胞 増 を 有する 細 管 は つの 腫 場 , 過誤 腫 ミ 
認 む べき も の な 0 り の. 

余 は 18 例 の 精 上 腫 中 , 2 例 の より せ る ぁ も の を 見 出し , 
OF, 化 細 精 上 皮 に も 生じ 得々 も の な こ ミ を 
Mi A OCIS, LS ML, 且つ その 細胞 は 
め て 腫瘍 細胞 に 類似 せる こ ミ より 徴 す れ ば , Wis AICTE Lis, 腫瘍 ミ な る 
べき 可能 人 性 を 有する も の ミ 云 ひ 得 べし , 印 ち 精 上 皮 腫 は 細 精 管 上 皮 よ り 姜 生 す る も の 
750 SHEN S 4, Wid OMG FRA L, れ よめ り 性 化し , 

第 二 項 fh if 

1. 15 A 127 例 を 連 績 切片 に て 検査 し , 16 よめ 
歳 ま で の 成人 315 例 を 普通 切片 に て 検査 せる に その な ぁ 結 果 ミ し て 
42 例 固有 白 膜 に 於 ける 細 精 の 形成 8 例 , 林 化 細 精 有する も の 2 Bi, 
分 化 細 精 管 上 皮 増 殆 を 有する も の 1 例 を 見 出し 得 た 0. 
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2. 29.64 1.6% 匠 る も の は 
の 成長 する ぁ ミ 共に は せら れ す れ も その 内 の 一 部 は 残存 し , 
は 全く 消失 せ ず し て 高齢 に 達 す ゃ ぁゃ もの, 或 は 滋 次 異型 増 殆 を な す も の あの . 

3. 副腎 皮質 は 生 期 の 早期 に て , LAS S ON SKA 
過誤 腫 に し て , DT MORES A 

4. SOLA ABA S BAA O 
ABUSE A 6 BUNS BORO. 

5, TERMS ZN BED AMOMS 
ARE 

6. AAMC ATE TS FEN S BUSS 
に し て , その 細胞 は 著しく 腫瘍 細胞 に 類似 せめ . 

7. 4 Hh, O 2 Bil, 分 化 細 精 
管 上 皮 の 増 琉 を 有する も の 1 例 を 見 出し 得 た り , 然 れ ざ も 直接 腫瘍 に 移行 する 例 を 見 
ぁゃ ぁ こ ミ 能 は ざる を 見 れ ば 此 等 の 過 斉 腫 は 自律 的 に 増 殆 し 腫 場 ミ さ な り 得々 も の な らむ も 
OD BE LS Hit 


附 SILA 
Cla, 192446 Kreibig が , 6 Th 12 
之 れ を 見 し , 31927 年 桐 は , 129 S LC 3 fil, 1928 4ER RIS, 265 
PU L ROB OBILA 6 例 , 1928 年 小池 は 13 例 中 1 例 , 同年 田中 は , 
KR OPK AL 15 例 中 6 il, 1929 年 Blumensaat は , 51 例 中 6 例 , 同年 宮田 は , 結 
核 症 68 例 中 3 例 , 1930 4E Altmann は , 13 例 中 2 Pi, 1934 年 石本 は 43 例 中 2 例 の 
結石 を 報告 せり 0, TAU, MET 
中 に れ を せ ぁ る も の に し て , K O 83 CO 4 O 442 例 中 , 結石 を 
有する も の 32 例 を 検出 し , 
細 精 管内 に , 各 1 例 の 結石 有する も の を 認め 得 た 0. 
第 一 項 結石 を 有する の 的 所 見 
Hh VAT A 多く は 認め ず , 中 に 多少 間 増 す る も 
の あれ ござ も , 割 を 加 ふ る に 何等 抵抗 を RES, MD 17 歳 の 例 は 結 締 織 可 な り 存 し, 
且つ 組織 的 に よれ ば , 結石 は 委 x を 有する に も 拘ら , 
抗 を 感 ぜ ず , BHR eT HO AUT, 
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ペ パラ 」 に て 包 埋 し , 切片 を 製作 する に 刀 を する な し , 沈 著 
し か ら ざ る ちこ ミ を 知り 得 べ し . 

此 の 結石 の 検出 の 割合 は , 15 歳 以下 に 於 て は 127 例 中 23 Gi, 凡そ 18% UT, 16 
歳 以 上 の も の 315 例 中 に は 9 例 , ML 2.8%%0. 

第 二 項 結石 の 組織 塁 的 所 見 

HIS DO も の に し て , BECAME 13 乃 玉 65 を 有 し , 4, 5 
比較 的 多き に 拘ら 欠 大 な ら ず , 5, 6 歳 よ り 16, 7 歳 ま で 
の も の は , 割合 に 大 に し て , MHEHOKS 5-10 1 に 達する も の あり , 成人 例 に あ 
て は 有 22-91 BHF, 

結石 の 形態 は , 稀 に は 多角 形 叉 不 規 則 
な る ぁ る 形態 を 早 す . 

BO, 成人 例 に は , OA RETA 
u, 形態 は , 多く は 不正 園 形 な め . 

TEA Eosin に て , 染 せる 硝子 様 物 質 あ 0, 
比較 若き 結石 は , 此 の 硝子 様 物質 の 表面 に , その 一 部 の は , 
小 結石 の 生成 の 過程 は , SEHEN 
TE LC, 及び 細 管内 の 粘液 性 分 物 が , 
MATS, MLC, その 中 精 細胞 が 1 個 , 72 OC, 結石 の 核 を 形成 
す , 之 れ を 中 心 ミ し て 同心 性 に 増大 する ぁ る を以て , ZO, 1b BAO MOM し , 

き 結 石 の 中 心 に は , 往々 精 原 細胞 の 核 を 認め 得々 る も の あり の . 

50, 或 例 に て は , BOD 核 は 
BED, 叉 は 細長 形 を な せる も の あり , 匠 の 如き 構造 を 有 し , 結石 を 形成 し つ ゝ ある も 
の は , 23 例 中 6 例 あ め . 

結石 を 有する 小 細 精 上 は , 多く は の 本 分 化 上 皮 に し て , 外層 の は 
基 許 部 に , 内 層 の 核 は 結石 に 面 す , 細 精 管 に より て は , 同一 横断 面 に 2 個 の 結石 を 認 
むる も の あり , MALES UC, 細 精 管 の 中 心 に 存する も の な れ ご も , THE FE hi 
DAO, MA 13 及び 29 歳 の 例 に て は , 
その 一 部 は 不 均等 に 増 も の あり , 
LC, 結石 を す る も の あり , は その 細 精 管 上 く 失 し , 
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MO, HALAS LARS 
し く 増 殆 す る も の あれ ご も, HL, 又 結 石 の 周 園 に 硝子 様 物質 われ ご ざ も 角 化 
現象 を 認め ず . 此 等 小児 の 結石 の 主 な ぁ る 閥 生 部 位 は , 固有 白 膜 下 附近 の 細 精 管内 に し 
て , 各 小 葉 の 中 隔 附近 は に ぎ , 

結石 有する 小 間 質 は , SLOBL, 各 小 の 中 隔 は 著しく 
く , 中 に 若き 結 締 織 織 維 を 有 し , 間 細 胞 , 又は 多核 白血球 , 洲 巴 球 「 プ ブラ スマ 」 細 胞 を 
認 む ちゃ こ ミ あり , 従 て 間 質 庶 く 増 琉 せ る も の を 見 れ ば , 結石 の 存在 を 想像 し 得々 ぁ こ ミ 
50, RMA COIS, 70, OMAR L 
Er (FER OPA 

MASA AIS, AAT, れ を 認 む . 

こ ミ あり , 結 石 は 細 管 の 中 心 tits し て 存 す , OBA 
は , その 中 心 Haematoxylin に て 淡 染 し , 周 園 は 濃 染 する ぁ る もの, 或 は 全く SHREK 
する も の あり , ETS LODO, 形態 は , ES UCM A 
Sb, 不正 園 形 の も の 少な か ら を を. 

HOME FT A Bel 17 歳 ま で の も の に て は 二 層 に て それ 以後 の も の は , 
に は を 有する こ ミ あり , ZU, MRT 2 
の ミ 思 慌 せ ら る , 叉 結石 や 有する 細 精 管 上 皮 , 多く は 減少 する も , HERR 
め さ ざる も の あり , 叉 結石 有する も , TS 

成人 結石 生成 は , 精 細胞 の 1 個 , 2 1.09% OD* L THES HO, 
次第 に 増 徹する も , 小 に ける ぁ る も の ミ な ぁ 虚 , 此 の 結石 は , (SAM TE 
NEL, 若き も の は , COMME SD 或 結 石 は 全く 核 を 認め 
ず 粘 液 様 物 質 が 濃縮 凝固 し , 次 第 に 結石 化す る も の な り , 皇 丸 網 に 存する ぁ る も の は , fo 
時 ミ し て き 膜 に て 被 色 せら 5 . 

三 項 HAOLERRURE 

結石 は , Haematoxylin 内 部 は , AROSE 
MOK Ze BOLT, ML THAIS, 此 の 外 

の 結石 は 往々 中 心 に 紫色 の 核 を 有 し , 
Methylviolett に よめ り , 色 及 び 青色 の 層 , 交互 に A. 
Safranin に よめ , 内 部 は 深紅 色 に , JASPER I Ht O. Bielschowsky 氏 の 
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Tit, Haematoxylin (= ARE, YO. Haema- 
toxylin-eosin Cit, LG, その 他 は 深紅 色 Bt. van 
Lugol 氏 液 に は , YTS SHEIK. Kossa REIS 


BOR MERUER 


る , 各 年 齢 を 通じ て 之 れ を 認 む , 就 中 生後 1 ヶ月 の 小 和 見 に , BECAME 138 x の 結石 を 
認め 得 た 0 り , Blumensaat は 2 歳 6 ヶ月 よめ 12% に , Oberndorfer は 
1 歳 の 小 比較 的 多 し ミ HA, KRIS 22—55 HE, 45 一 75 の も の , 石本 
は 57 一 67 歳 の も の を 報告 せめ . 

多く は 全身 の 慢性 に 績 する ぁ も 
CT, その 又は 残存 せる 細 精 管内 , ILO AME 之 れ を 認 む 
THY, 
Kreibig は 6 一 12 IC, 
丸 内 に , 
結石 の 大 さ は , 5d H O TAME 13 一 65 々 に UT, 16 一 17 歳 に て は 65—180 pg, 
成人 に 於 て は 26-91 2 な り , 宮田 は 最大 400g の も の あり ミ 云 ひ , Blumensaat は 
精 原 細胞 の 二 倍 大 な り ミ 云え . 

Ka, 池崎 , FI, Altmann, 石本 等 は , 結石 の 石 灰 反 應 は 陽性 な り ミ 云 ふ , Blu- 
ミ へり , S 3 Pl を 報告 せり , Birds 32 
Kossa OT LC, SD SHEIK SOS 

結石 の 形態 は , SSH, WADE STt, 余 の 例 に 於 て は 多 形 人 性 の も の あり , 
も の 外 , MUTHAIS, £ 
ミ こし て 細 精 管内 に 存する 2. Blumensaat, KRIS, 各 1 例 に 於 て , 結 締 織 内 に 之 れ を 
認め た , も も の 2 例 す , IS 
FEREO) ICONS, AR, 結石 形成 は 精 継 形成 ミ 無 開 係 に し て , 結石 周 園 の 上 
皮 は , 精 形成 を 認め 得る も の あり 


1 例 , 
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Kreibig, Blumensaat, Oberndorfer it, 結石 有する 細 精 管 は 二 層 の 上 皮 に て 
Bin, 外層 の 核 は 基 に 面 し , 内 層 の 核 は 面 す ミ ふ , Z 
れ に 一 致 せ 9. i 

成人 の 結石 を 園 み , 一 層 の 細 上 皮 を 認 む の み に し て , I 

M13 BRUIT 歳 の 例 の 結石 は , L, UC L, 一 側 
ALT, 結石 を OHO, Blumensaat, KK 
る 記載 あめ. 

結石 の 成り 立ち に し て は Blumensaat は , 精 原 細胞 
は 核 ミ な り , 次 第 に 増大 する も の な り ミ 云 ひ , ARS, AREAL, I 
は その 凝 塊 が , 互 に 融合 し て 核 を な し , 加 ふ る に , 細 精 管内 の 粘液 様 物質 の 濃縮 凝固 
に より , WHET, 結石 の 成因 ミ な る ミ 云 へ 0 り , 余 の 小 見 例 は Blumensaat DE 
DANS, 成人 例 に 於 て は 大 家 の 所 訟 の 如き 成り 立ち を 認め し む . 

Altmann, 宮田 は , 細 に 結石 有する 例 に 於 て , 
HAMS OME 多 敷 の 結石 を 認め た り , BD 局 要約 の 外 
に , 全身 的 要約 も 大 な る 意味 有する も の ミ 云 へ 0. 

叉 結石 の 周 税 に , Eosin に て 淡 染 せる 一 層 の 鮮明 な る 硝子 様 物質 を 認 む る も , Falk 
現象 な し , 叉 結石 の 存在 せる 細 精 管 の 雨 側 より , 結 締 織 進 入 し て , 次 第 に 増 殆 す る も 
の あれ ござ も , 腫瘍 性 増殖 の 如き 所 見 を 認め す . 

SIR fi 

1. A, 15 歳 以下 の 小 兄 127 例 中 , 23 (18%), 16 歳 以 上 の 者 315 例 中 , 9 fil 
(2.87%) 所 調 結石 を 見 出し 得 た , MLT ADB Pith, 結石 を 形成 し つ 
ある も の 6 例 あ り . 

2. 結石 の 義生 は , 小 見 及 び 成 人 を 通じ , 多く は 慢性 疾患 の 二 炊 的 現象 ミ し て , 見 
ら る も の な , MO, 及び 腺 中 に せる 細 管内 , ric 
ILO AAC AI, れ を 有する も の あり . 

3. 結石 は , COMMIS KOT, 二 に 別 た る , 一 つ は 樹木 の 年 輪 の 層 ゃ 有 , 
他 は 之 れ を 有 せ ず , 人 等 質 性 に し て , MISE, RA RU) GU, 後者 は 成人 の み 
に れ を 認 む もの な 等 の 結石 は 石 は 度 反 共に 険 性 な . 

4. 17 歳 まで の も の KHAO, 二 層 の 細 精 管 上 皮 に TPG, それ よ 
0 以後 の も の , 多く は 上 せ ざる も THM LOH, 
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れ 細 精 管 の 庶 の 係 に も の な らん . 

5. UT, 細 精 管内 に 結石 有する も の > ACIS. COME 
殆 ご 異常 な きも の あり , LOA. 

6. 主 ミ し て 固有 白 下 附 近 , ROSA) 
附近 の 細 管内 に あり , 成人 は 何れ の 細 管内 に 於 て も 叉 綱 に も れ を 認め 得 
る も の な . 

7. 結石 の 周 園 に 存 せ る 細 精 管 上 皮 は 増 殆 し , 上 且つ 結 締 織 進入 する も の あれ ござ も , 
腫瘍 性 増 の 如き を 認め 結石 の 周 , 硝子 様 物質 あれ も , 角 化 現象 等 

心 よ 5 感謝 の 意表 す , WIE, N 
た る 同 愛 記念 病院 病理 研究 室 AAA MT. 
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TAFEL LX GANN VOL. XXXI 1937 


Fig. 1. Fall 2. Fötus. Accessorische Nebennieren zwischen dem Mediastinum testis 
und Nebenhoden (typische Form). 


Fig. 2. Fall 9. 6m. Kind. Accessorische Nebennieren zwischen dem Mediastinum testis 
und Nebenhoden (typische Form). 


Shotei Chin: Pathologisch-anatomische und histologische Untersuchungen 
über die Gewebsmissbildungen im Hoden, 
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TAFEL LXI GANN VOL. XXXI 1937 


Fig. 3. Fall 35. 13j. 6m. Kind. .3 Accessorische Nebennieren zwischen dem 


Mediastinum testis und Nebenhoden. 


Shotei Chin: Pathologisch-anatomische und histologische Untersuchungen 
über die Gewebsmis-bildungen im Hoden. 
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Fig. 4. Fall 41. 56j. Mann. Adenomatöse Wucherung der acces:orischen Nebenniere. 


TAFEL LXII GANN VOL. XXXI 1937 


Fig. 5. Fall 41. Dieselbe bei stagker Vergrösserung. 


Fig. 6. Fall 42. 73j. Mann. Ader.omatose Wucherung der accessorischen Nebenniere. 
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Shotei Chin: Pathologisch-anatomische und histologische Untersuchungen 
iiher die Gewebsmissbildungen im Hoden. 
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Fig. 7. Fall 42. Rei stärker Vergrösserung. 


Fig. 8. Fall 1. Fötus. Missbildung in der Hodenkapsel. 


Shotei Chin: Pathologisch-anatomische und histologische Untersuchungen 
über die Gewebsmissbildungen im Hoden. 
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TaFEL LXIV GANN VOL. XXXI 1937 


Fig. 9. Fall 5. 2j. 3m. Kind. Läppchen-ähnliche Missbildung in der Hodenkapsel. 


Fig. 10. Fall 8. 16 j. Jüngling. Missbildung in der Hodenkapsel. 


Shotei Chin: Pathologisch-anatomische und histologische Untersuchungen 
über die Gewebsmissbildungen im Hoden. 
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Fig. 11. Fall 1. 2j. Kind. Rudimentäre Kanälchennauren im 
Mediasti.um und Hodenläppchen. 


Fig. 12. Fall 1. Bei starker Vergrösserung. 


Shotei Chin: Pathologisch-anatomische und histologische Untersuchungen 
über die Gewebsmissbildungen im Hoden. 
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Fig. 16. Wucherung der Epithelien im Samenkanälchen mit Konkrement 


Shotei Chin: 
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Pathologisch-anatomische und histologische Untersuchungen 
iiber die Gewebsmissbildungen im Hoden. 
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Auszug 


Pathologisch-anatomische und histologische Untersuchungen 
uber die Gewebsmissbildungen im Hoden 


Von 


Shotei Chin 


(Pathologisches Institut der Kaiserlichen Universitat zu Tokyo. 
Leiter: Prof. T. Ogata und Prof. T. Mitamura) 


(Mit TareLn LX—LXVID 
(Eingegangen am 30. Oktober, 1937) 


Seit der Publikation der Cohnheim’schen Keimtheorie ist die Gewebs- 
missbildung, d.h. der Geschwulstkeim von vielen Forschern studiert worden; 
während über die Hodengewebsmissbildung viele Berichte vorliegen, ist die 
Missbildung der männlichen Genitalorgane nur von R. Meyer (1911) syste- 
matisch beschrieben worden. 

Ausgehend von der Vermutung, dass bei Kindern häufig auftretende 
Hodenadenocarzinom, sowie das von dem einseitig entwickelten Teratom 
ausgehende Seminom enge Beziehungen zur Missbildung, d. h. zum Hamartom 
oder Hamartoblastom haben könnten, habe ich, um dies zu klären, die 
Hoden von 127 Fällen — Fötus und 1 bis 12jährigen Kindern — in Serien- 
schnitten und die von 315 Fällen im Alter von 16 bis 83 Jahren in Paraffin- 
schnitten untersucht. Wie die Tabellen 1 und 2 zeigen, finden sich die 
accessorischen Nebennieren bei 42 Fällen, die Samenkanälchen in der Tunica 
albuginea bei 8 Fällen, die rudimentären Kanälchen im Hodenmediastinum 
bei 1 Fall, die indifferenten Kanälchen bei 1 Fall. 

1. Die accessorischen Nebennieren sassen zwischen dem Hoden und 
dem Kopf des Nebenhodens; in einigen Fällen zeigen sie den Sitz in der 
Nähe des Mediastinum testis und im Anfangsteil des Samenstranges. Trotz 
ihrer Häufigkeit sind bei den Kindern makroskopisch nur die typischen 
Formen zu sehen, aber bei den Erwachsenen nicht. Sie konnten erst durch 
die mikroskopische Untersuchung nachgewiesen werden. 

Die typischen accessorischen Nebennieren sind rund und oval und 
stellen miliar- bis submiliargrosse, grauweisse Gebilde dar, in deren Zentrum 
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braun-rote Flecke sind, die Keime sind von einer deutlich dünnen Hülle 
umgrenzt. 

In 37 von 123 Fällen von Fötus und Kindern finden sich die accesso- 
rischen Nebennieren 55 mal (29.6%) und in 5 von 315 Fällen im Alter von 
16 bis 83 Jahren 5 mal (1.6%). 

Histologisch können 3 Formen, eine typische, atypische und Resorp- 
tions-form unterschieden werden. 

Die typische Form ist bis zum 4 Lebensjahre deutlich, aber über dieses 
Alter hinaus sehr selten, sie fand sich nur bei einen Kind von 13 Jahren 
und 6 Monaten im rechten Hoden, in welchem die typische Form 2 mal, 
die atypische 1 mal und im linken Hoden die atypische 1 mal vorkam. Die 
Resorptions- und atypische Form war sowohl bei Kinder als auch bei 
Männern in den verschiedenen Altersstufen zu beobachten. 

Die typische Form hat eine Zona glomerulosa, fasciculata, reticularis 
und Zentralvene. Die Zona fasciculata ist stets stark ausgebildet, ihre Zellen 
sind gross; das polygonalförmige helle Protoplasma mit Vakuolen weis 
einen runden, ovalen oder polygonalen bläschenförmigen Kern auf. Die 
Zona glomerulosa ist deutlich, ihre Zellen sind dicht angeordnet, ihre Proto- 
plasma ist hellrötlich. Die Zellen der Zona reticularis liegen getrennt und 
weisen Zentralvenen auf, oder auch nicht. 

Als interessanter Befund ist ein dreijähriges Kind, bei dem im Keim 
eine marksubstanzähnliche Masse vorzufinden war. 

Zwischen dem Zellstrang der drei Zonen sind zahlreiche Kapillare 
anzutreffen, oder beinahe nicht. Diese Kapillaren dringen in strangförmiger 
Anordnung zwischen die einzelnen Schichten ein, so dass die ganze Substanz 
wie zersprengt durch die Blutkapillaren erscheint; die Zentralvene sind 
stark erweitert. Diese Keime werden von bindegewebiger Hiille deutlich 
eingeschlossen. 

Die atypische Form besteht hauptsächlich aus der Zona fasciculata ; 
manchmal fehlt die Zona glomerulosa oder auch die Zona reticularis, oder 
sie ist nur sparlich vorhanden. Die Zona fasciculata ist oft von unregel- 
massig strangartigen Zellgruppen durchzogen und hat eher ein drüsiges 
Aussehen. Im Interzellularstrang finden sich Kapillaren, oder auch nicht, 
oder geringe Mengen von jungen Bindegewebe. Diese Form kann mit 
Grösserwerden des Kindes als resorbierende Form angesprochen werden, 
sie ist aber auch bei Föten oder Erwachsenen und älteren Männern anzu- 


treffen, besonders bei den letzteren sind die Zellen polymorphisch, und 
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adenomatös gewuchert. Diese Gebilde, welche wahrscheinlich seit der 
Embryonalzeit bestehen, könnten als atypische Form betrachtet werden. 

Die Resorptionsform ist durch Bindegewebe von der Umgebung un- 
scharf begrenzt. Bei einigen Fälle wuchert junges, blutreiches Bindegewebe 
in dieses Keimgewebe hinein. Bei anderen Fällen ist die Umgebung der 
Keime kaum verändert, dagegen wuchern vom Zentrum der Zona reticularis 
Fibroblasten, die allmählich bis in seine Umgebung reichen, oder sie wuchern 
von Zona retieularis und Zona glomerulosa. Es bleibt ein Teil der Zona 
fasciculata zurück, die eine unregelmässig zersprengte oder adenomatöse 
Form zeigt. Diese Form ist oft von der atypischen Form schwer unter- 
scheiden. 

In den accessorischen Nebennieren des Kindes ist kein Pigment zu 
sehen, wogegen in den der Erwachsenen die Ablagerung desselben erkennbar 
ist. Die aecessorischen Nebennieren sind beim Kind fettreich, was aber 
bei Erwachsenen nicht direkt nachgewiesen werden konnte, doch sind die 
zahlreichen, wahrscheinlich als Fetttröpfehen angenommen Vakuolen im 
Protoplasma und Interstitium vorhanden. 

Nach den obenerwähnten Befunden werden die accessorischen Neben- 
nieren mit dem Grösserwerden des Kindes meistens resorbiert und verschwin- 
den, oder es bleibt nur ein Teil derselben zurück, die bis ins hohe Alter gut 
erhalten, oder allmählich der atypischen Wucherung anheimfallen. Diese 
accessorischen Nebennieren, welche in der Embryonalzeit zwischen den 
Hoden und Nebenhoden eingewandert sind, sind eine Art von Hamartom. 
Von der Entstehung der adenomatöse Wucherung betrachtet, kommt dieses 
Keimgewebe zur Selbstwucherung und könnte die Geschwulst bilden, deren 
Entstehung aber sehr selten ist. 

2. Die Missbildung der Samenkanälchen in der Tunica albuginea 
lässt unter 6 Fällen in 5 Fällen mehrere Kanälchenhaufen und in einem Falle 
sogar kleine Läppchen darstellende Samenkanälchenhaufen erkennen, bei 
einigen Fällen ist diese teils in dem subeutanen Gewebe, teils in der inneren 
Seite des Hodenparenchyms vorhanden, einige biegen nur in die äusseren 
Seite der Kapsel ein. 

Diese Kanälchen unterscheiden sich von dem Hodenparenchym dadurch, 
dass ihre Grösse unregelmässig, in denselben unvollkommen ausgebildetes 
Kanälchengewebe vorzufinden ist und diese wegen der Armut des Inter- 
stitiums meistens dicht aneinander liegen. Diese Kanälchen enthalten indif- 


ferente Epithelien und einige Spermatogonien wie normale Kanälchen. 
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Bei einem 16 jährigen Fall fand sich ein scharf abgegrenzter ovoider 
Knoten, dessen einer Teil in der Tunica albuginea und dessen anderer Teil 
im Hodenläppchen lag. In diesen Kanälchen finden sich Spermatogonien, 
Spermatocyten und Stützzellen ; die Fasern der Tunica albuginea reichen 
bis zur Grenze des missgebildeten Gewebes, davon dringt ein Teil in die 
Membran der Kanälchen ein. 

In den Hoden der Neugeborenen und Kleinkinder setzen sich die Fasern 
der Tunica albuginea aus jungem Bindegewebe zusammen, die Fasern laufen 
nicht nebeneinander, sondern sind unregelmässig angeordnet. Die Tunica 
vasculosa ist unregelmässig von den Hodenläppchen begrenzt; dass in die 
Tunica albuginea eintretende Kanälchengewebe ist ziemlich reichlich, davon 
wird ein Teil eventuell in die Tunica albuginea eingeschlossen und unter- 
bricht gänzlich die Verbindung mit dem inneren Teil, schliesslich dürfte es 
zur Missbildung kommen. Diese Missbildung ist hauptsächlich bei den 2 
und 3 jährigen Kindern anzutreffen und wird mit dem Grösserwerden des 
Kindes resorbiert und verschwindet schliesslich. Nur bei dem 16 jährigen 
Fall ist ein Teil mit dem inneren des Hodens verbunden, infolgedessen 
kann die Resorption nicht leicht vor sich gehen; so däss das Epithel der 
Kanälchen wie die eigentlichen Samenkanälchen sich entwickeln kann. 

Ausser diesen obigen Fällen finden sich in einem Fall die Drüsen- 
kanälchen mit Zylinderepithel, die den Ductuli efferens ähneln, in der Nähe 
des Nebenhodenkopfes in der Tunica albuginea. Die Drüsenkanälchen 
könnten in diesem Falle als Reste des Wolff’schen Ganges angenommen 
werden. 

In einem weiteren Fall findet sich in den Nebenhoden nahe der Tunica 
albuginea in der submucdsen Schicht der Ductuli efferens testis ein miss- 
gebildetes Knötchen, das aus mehrere ovalen protoplasmarmen Zellen und 
chromatinreichen Kern besteht. 

Die obenerwähnte Missbildung der Tunica albuginea werden bei der 
Entwicklung der Tunica albuginea eventuell in die Kapseln eingelagert und 
können als Reste der Entwicklungsstörung angenommen werden, sie haben 
keine maligne Entartung. Ihres Vorhandensein im oberen Pol des Hodens 
ist unbekannt. 

3. Die rudimentiren Kanälchen in den hermaphroditischen oder 
pseudohermaphroditischen oder ektopischen Hoden sind schon oft beschrieben 


worden, während die in der normalen Lage noch unbekannt sind. 


Es handelt sich um ein 1 jährigen Kind mit normal gelagertem rechtem 
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Hoden, in dessen Mitte etwa oberhalb des Mediastinums und dem Läppchen 
eine Gruppe von indifferenten, strangartigen Kanälchen vorzufinden ist, 
deren eigenartige Struktur von der Umgebung leicht zu unterscheiden ist. 

Die Kanälehenmembran besteht aus jungem spärlichem Bindegewebe, 
das beinahe nicht sichtbar ist. Das Epithel dieser Kanälchen ist zweireihig 
oder unregelmässig angeordnet und hat einen ovalen oder spindeligen Kern 
mit hellem spärlichem Protoplasma. ‘Mit der Azanfärbung färbt sich die 
Membran hellblau und der Kern und die Protoplasma rötlich. Sonst sind 
die Kanälchen und das Interstitium unverändert. 

Bei dem Erwahsenen ist das Hodenparenchym atrophisch befallen, im 
Mediastinum des Hodens finden sich einschichtige Zylinderepithelkanälchen- 
haufen, der Kern ist gross und weist chromatinreiches spärliches Proto- 
plasma auf. Ob es sich um indifferente Kanälchen handelt, oder ob durch 
die Hodenatrophie die Ductuli efferens testis komprimiert wurden, lässt 
sich nicht bestimmt sagen. 

Das tubuläre Hamartom und das Hamartoblastom entstehen aus dem 
Epithel der rudi:nentären Kanälchen, das Seminom nimmt nach der Literatur 
seinen Ausgang von den beiden ersten. Beim obenerwähnten kindlichen 
Fall handelt es sich um eine Art von Hamartom des Hodens, bei dem 
Erwachsenen um ein Hamartom eventuell aus dem Ductuli efferens testis. 

4. Die Wucherung der indıfferenten Kanälchenhaufen fand sich in der 
Mitte des rechten Hodens bei einem 3 jährigen, eine Embryonalgeschwulst der 
Niere tragenden Kinde; die Samenkanälchen sind gross und klein und unregel- 
mässig gewuchert. Die Kanälchen sind mit gewucherten ovalen indifferenten 
Zellen ausgefüllt, ihr Protoplasma ist spärlich, ihr Kern ist chromatinreich, 
keine Kernteilung. Die Kanälchenınembran ist deutlich, das Interstitium ist 
ohne besondere Veränderung, keine Hyperämie, das Parenchym des an- 
deren Läppchens und das Interstitium sind ohne Besonderheit. 

Unter den obenerwähnten 4 Arten von Missbildungen wurde adeno- 
matöse Wucherung von den accessorischen Nebennieren und geschwulst- 
ähnliche Wucherung von den indifferenten Kanälchen beobachtet. Es konnte 
aber ein direkter Übergang von Seminom oder Hodenadenocarzinom oder 


Hypernephrom nicht klargestellt werden. 


Nachtrag: Konkrement 


Bei der mikroskopischen Untersuchung fand ich die in den Lichtungen 
der Samenkanälchen liegenden kugeligen oder ovalen Konkremente, deren 
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Entstehung mit Wahrscheinlichkeit auf untergegangene Spermatogonien 
zuruckfuhren ware. 

Die Konkremente haben ungefähr die Grösse der reifen Spermato- 
gonien, sind aber manchmal auch wesentlich grösser. Entweder sind sie 
homogen, oder deutlich konzentrisch geschichtet und meist kalkfrei. 

Sie kommen aber sicher nicht nur im reifen Hoden zur Erscheinung, 
sondern sie treten vielmehr im Knabenalter, selbst im Kleinkindalter 
häufiger als beim Erwachsenen auf, weil die Hoden bei Kindern sich wegen 
ihrer Grösse genauer untersuchen lassen. 

In der Umgebung des Konkrementes sind die Samenzellen vermehrt, 
es konnte aber die Verhornung oder geschwulstähnliche Entartung nicht 


nachgewiesen werden. 
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# 3 COMMUNICATIONS 


L. W. TOMARKIN ME 

Ak 今回 L. W. Tomarkin 氏 就 任 
DA, 去る 11 月 25 日 付 を 以 て , ODED ARE 
TOMARKIN 財 園 を 設立 ,1934 年 に 到 ゃ 12 2EDKSCHOTINLERL, その 間 , il 
際 組織 の 衝 常 る こ ミ 12 に 及 べ , 最近 に いて は Jean Perrin Joliot- 
Curie 氏 を 答 長 ミ し , Awe Gtr 
た る Congres du Palais de la Decouverte. ifix\<, Brussels (<#Sit 4 Pierre et 
Marie Curie BU TES L. 

Ris ORE HC, BUC 常に 特別 の 重要 性 首 唱 し た 
9, 依 つて 今後 に ける 本 際 務 局 業務 の 進捗 は 期し て 待つ べき も の あり ミ 信 さす 
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昭和 十 二 十 月 九 日 午後 四 時 三 十 分 東京 市 麹町 内 一 丁目 
日 本 工業 倶 部 に て 開催 . 
出席 者 
RA? 頭 長 
山本 理事 西野 理 事 
An 理 事 今村 
報 & 
2, 診断 用 「 レ ント 購入 の 件 
四 , 名 媒 顧 問 嘱 託 の 件 
第 四 回 記念 講演 催 の 件 
八 , 
Iu, 報告 
十 , 
協 & 
北海 道 業 補 助 に 開 す る 件 
三 十 二 名 
出席 者 ( イ ョ へ 順 ) 
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“ HM A BAKO 森村 市 左衛門 
以上 三 十 二 名 
長 開 答 を し 評議 入 に て 重 て 評議 員 を 委嘱 RY 
者 さして 評議 員 細 野 順 , 松山 陽太 郎 雨 氏 を 指名 し 入 湿 策 長 事故 ある ぁ に 依り 評議 員 森 村 
Tr し 議案 を 附 議 し 選 行 ふ こさ 宮 す . 
理事 及 監 事 全 し た る 附 行 十 九 條 の 規定 に 依り 選書 行 ふ こ ミ 
を 要する に 因 る 
右 も 重任 の こ ミ に 一 致 に て 決定 せり . の 出席 者 三 十 二 名 , BK 
り 表 決 せ られ た る 者 八 十 六 名 を 加 へ 合計 百 十 八 名 な め 評 議員 線 敷 百 四 十 三 名 に し て 統 
多 な り で 諸般 の 報告 あ 0 午後 六 時 十分 閉 
SE 
長興 理事 外 理 事 全員 及 森 村 監 事 外 監 事 全員 任期 満了 し た る に 因り 別項 記載 の 通り 評 
を 委嘱 れ た 0. 
叉 次 記 諸 氏 は 前 同 條 の 規定 に 依り 上 二 月 九 唱 付 を 以 て 新 に 評議 員 を 委嘱 せら れ た 
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任せ られ た の 0. 
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Current News of the Foundation 


Lecture Meeting in Commemoration of Imperial Donation.— The donation 


of a fund by His Majesty the Emperor to our Foundation was commemorated, 
as in previous years, by holding a lecture meeting at the Laboratories and 
| Köraku Hospital. The proper date, November 28, being Sunday this year, 
the meeting was held on the next day, November 29, at 3 P.M. 
The Commemoration Lecture was given this year by Dr. Masanori 
| Nakaizumi, Adviser to the Radiological Division of Köraku Hospital and 
Professor of Radiology, Tokyo Imperial University, who spoke on “ Biological 
Influence of Neutrons’’, based chiefly on the published work of Lawrence 
and his associates in California and also on some of the experiments carried 
out using cyclotron recently constructed at the Institute of Physical and 
Chemical Research, Tokyo. 

The meeting was well attended by a large number of friends and 
officers as well as members of the laboratory and clinical staff of the 


Foundation. 
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人 事 異動 


兵役 服務 に 付 休 職 康 業 病院 外科 助手 BEL 万 木 of 
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Cancerizacion Tome 1-2, 1936 


Arbeiten aus dem anatomischen Institut 
der Kaiserlich-Japanischen Universitat 
| zu Sendai. Heft 20, 1937 


x | Report of the New York State Veterinary | 
College at Cornell University for the | 
| Year 1935 1936. 


» | Annual Report on the Results of Radio- | 
| therapy in Cancer of the Uterine Cervix. | 
| Vol.1,1936. 
,| League of Nations Health Organisation 

Eastern Bureau, Singapore, 1936. 

» 16 Expose des Travaux. 1937. 

» 17 Scientific Reports from the Government ‘9 33 

Institute for Infectious Diseases. Vol. 1- 

6, 1922-1927. 

» 4 | The Japanese Journal of Experimental x 
Medicine. Vol. 7-15, 1928 1937. 

, 22, Science. Vol. 79-85, 1934-1937, 


, 94 J. Trout: Verhandellingen van de Konin- 
glyke Academie der Heelkonst. 1745. 
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H. Cushing and P. Bailey: Tumors Arising | 
from the Bloodvessels of the Brain. 1928. 


Arbeten fron Karolinska Instituts Patholo- | 
giska Advelning. Band 1 12, 1925 1936. | 


Acta Leidensia edita cura et Sumptibus | 
Scholae Medicinae Tropicae. Vol. 1-4, 
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The Harvey Lectures. Series 17-19, 1921- 
1924. Series 21-26, 1925-1931. 


G. L. Cheatle and M. Cutler: Tumours of 
the Breast. 


W. Nakahara: The Biology of Cancer 1925. 


D. Schoute : Occidental Therapeutics in the 
Netherlands East Indies during ‘three 
Centuries of Netherlands Settlement. 
(1600-1900). 1937. 
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” ” (#8) 第 1 — 4 Ae, 1922 -1927 ” 
» |» | Acta scholae medicinalis universitis impe- ” 
rialis in Kioto. Vol. 17-19, 1935-1936. 
» | » | Revista del Instituto Bacteriologica de Chile. ” ” 
Vol. 4,1935. 
» |» | Folia Psychiatrica et Neurologica Japonica. ” ” 
Band 1, 1935. 
» |» | Mededeelingen van den dienst der Volks- ” ” 
gezondheid in Nederlands-Indie. Jahrg. 
24, 1935. 
12) 2} Contributions Department of Public Health ” ” 
| Yale University. 
” | 9| Bulletin Médical Franco-Japonais 1937. ” 
» |» | Acta scholae medicinalis universitatis im- ” ” 
| perialis in Kioto. Vol. 20, Fase. 1- 2, 1937. 
” | ” “or — 血液 型 に 開 す る 研究 ” ” 
| 東京 帝國 
» 15| Nature Vol.140, 1937. TE 
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(-) 韻 研 究 費 指定 寄附 金 申込 者 芳名 
(自明 治 四 十 一 年 至 昭 和 十 年 十 二 月 ) 

年 月 金額 名 
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同 ml 500.00 山 
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7 大 正二 年 四 月 1,000.00 Er Ban | 同 上 
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年 A | & GM 名 fi 
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100.00 | 三輪 
5 同 玉 月 500.00 | MAR | 
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BHE 
既に 他 の 雑誌 に 掲載 され た も の で 
AT に 限り ます . 
原稿 の 探 千 は 党 方 に 五 任せ 下さ い . 場合 に よめ 著 者 の 了解 の 下 に 原稿 の 一 部 を 短 
縮 す る こ ミ が あり ます . BAS BASS) 
希望 な き 限 り は 返却 致し ませ ん . 
原稿 は 成る 可 く 欧文 英 , BH, HE) CHE, 邦文 投 録 を 附 し て 下さ い . 邦文 で 原 
書か れる 場合 に は , 冗長 に 流れ な い 様 に , 出来 る け 簡 源 書き , 抄 を 
WETHER Si. 地名 , 人 名 等 は 原語 で お 書き 下さ い 。 本 誌 一 O 頁 を 超え る 
症例 報告 は 掲載 致し ませ ん . 
本 誌 二 頁 以 内 の 原稿 は 無料 で 掲載 し ます. ILD ARKO LIEGE 


Will AOD fits (SILO AFRO AE UTP Su. 五 部 迄 は 無料 で 
げ ま す . 

て 下さ い . 

宛名 JORMA 


附 記 , META AA, 四 月 末日 , 六 月 末日 , ANAKA, 十 月 末日 , 十 二 月 末日 


BIT LAT. 従 つて , 原稿 受付 締切 は , 十 二 月 末日 , 二 月 末日 , MARA, * 
AKA, NAKA, 
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